
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




召喚教師


リアルバウトハイスクール２





雑賀礼史















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第八話　サムライガール［入門篇］







〈五月十八日──晴れ〉





　大まかに分類すると人間には二つの生き方がある。


　環かん境きようからの抵てい抗こうや圧あつ力りよく──すなわち逆ぎやつ境きように直ちよく面めんした時、かえって闘とう志しを燃やして挑いどんでいくタイプと、争あらそいを避さけて無ぶ難なんな道を選ぶタイプである。


　つまりタカ派とハト派、二つの戦略があるわけだが、このうちどちらがより優すぐれているとは一いち概がいには言いがたい。勝てる見み込こみのある時にだけ闘たたかい、闘っても利り益えきのない時には退しりぞく──そんな具ぐ合あいに状じよう況きように応じて二つの戦略を使い分けられればそれが理り想そうだ。


　しかし、人が何かを求めて生きようとする以上、そう上う手まくはいかないのが現実である。不ふ利りな闘いを強しいられる時もあれば、その逆の場合もある。状況判断を誤あやまることだってあるだろう。


　ことにそれが不ぶ器き用ような人間ともなると──





　　　　一





　大門高校──新館３Ｆ・視し聴ちよう覚かく室しつ。


「例のシーン、もう一度出しますよ。よく見てて下さい」


　暗い部屋の中、ビデオを操そう作さしている生徒がそう言うと、間もなく正面の大型スクリーンに問題の映像が映うつし出された。


　場所は旧道場内。大勢の生徒たちの見守る中、道場中央に二人の男が向き合っている。


　一人は、身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男である。グレーのＴシャツにアーミーパンツを身に着け、仁に王おう立だちになって相手を見み据すえている。


　それと対たい峙じしているのは、真っ赤なＴシャツに黒いカンフーズボン姿の、こちらも体格のいい少年である。


　肌はだは漁りよう師しのような赤しやく銅どう色いろで、伸のびたボブカットの髪に虎とら縞じまのバンダナを巻いている。いかにも男おとこ臭くさく逞たくましい風ふう貌ぼうの大男とは対照的に、少年は野性的でありながら美形と言っていい端たん正せいな顔だちをしている。似にているのは、猫ねこ科かの大型獣を思わせる、しなやかで強きよう靱じんな弾力を秘ひめた筋肉質の身体からだつきだった。


　床ゆかにうずくまっていた少年が片手で肩かたを押さえながらゆらりと立ち上がる。大男を見上げて不敵に笑うと、唇くちびるの端はしから発達した犬けん歯しが覗のぞいた。何か喋しやべっている様よう子すだが、音声はカットされている。


「さあ、ここからだ……」


　スクリーンを正面に見る席せきに座すわっている中年紳しん士しが呟つぶやいた。ポマードで固めた髪、縁ふちの太いやや古めかしいデザインのサングラス、きちんと手入れされた頰ほお髯ひげに『絶対に何かたくらんでいるに違ちがいない』怪あやしげな笑えみを浮かべる口くち元もと──ご存じ大門高校校長藤とう堂どう鷹たか王おである。


　画面の中の大男は新任英語教師・南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう。


　相あい対たいするは大門高校の風ふう雲うん児じ・草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま。


　映像は昨日の二人の対戦の模様であり、〈Ｋファイト実行委員会〉の撮さつ影えいによるものだった。


　静馬が低い姿し勢せいから天に突つき上げるようなアッパーカットを放はなつと、慶一郎は上体をのけぞらせて数歩後退した。


「やっぱり、どう見ても変ですよ。絶対におかしい！」


　同席している実行委員の一人が叫さけんだ。十人ほどいる他の生徒の反応も同様で、納なつ得とくいかないという顔を互たがいに見合わせている。委員の一人が前に出て、一時停止された映像を指ゆび差さしながら言う。


「よく見て下さい……いえ、一目見れば判わかりますよ。どこから見ても、明らかに、草[image: ]の拳こぶしは南雲先生には届いてません!!」


　その通りだった。慶一郎と静馬の距きよ離りは優ゆうに一メートルは開いており、踏ふみ込こまずにその場で放ったアッパーが当たる道どう理りはない。


「続けてくれたまえ」


　藤堂の一言で再ふたたび映像が動き出した。


　短い会話を交かわした後、慶一郎は半はん身みになり、何かを両手で抱かかえるような奇き妙みような構かまえを取った。静馬は固かたく握にぎった右の拳を顔の高さに持ち上げた姿勢のまま動かない。数秒間、二人はまるで石せつ化かしたように身動きひとつせずににらみ合う。


　先に動いたのは静馬だった。静馬は右手に握った砂すなつぶてを投げ付けるように腕うでを振ふるう。対する慶一郎は静馬が仕し掛かけるのとほぼ同時に踏み込み、左腕で顔面をガードしながら、砲ほう丸がん投なげに似た動きで右手を静馬に向けて突き出した。


　その直ちよく後ご、突とつ如じよ地じ震しんに襲おそわれたように画が像ぞうが激はげしく乱みだれ、一時的に映像が途と切ぎれた。画面が正常に戻もどった時、そこに映し出されていたのは、元いた位置から数メートルも後ろの道場の端で倒たおれている静馬の姿だった。近くにいた見物の生徒たちのほとんどが床に尻しり餅もちをついている。


「この場にいた生徒の証しよう言げんを一ひと通とおり集めてみましたが、内容はほぼ一いつ致ちしています。二人の間で、何か目に見えない高圧のパワーの爆ばく発はつがあったのは確かです。我々も自分の身体でそれを感じました……それにビデオを何度も確認しましたが、南雲先生の手が直接草[image: ]の身体に触ふれている『絵』は一コマもありません」


　生徒たちが説せつ明めいを求もとめる視し線せんを藤堂に向ける。藤堂は机の上に肘ひじをつき、組んだ両手に顎あごを載のせてもったいぶった笑みを浮かべていたが、やがて斜ななめ後ろの席に座っている白はく衣いの女性を見やり、


「菱ひし沼ぬま君、この現象をどう見るかね？」


「はい～？」


　藤堂の姪めいでもある校医の菱沼奈な々な子こは、おやつの塩せんべいを口にくわえたまま、のんびりした口く調ちようで答えた。


「そうねえ～……中国拳けん法ぽうの八はつ極きよく門もんだか何だかの〈気き〉とか〈勁けい〉とかのアレがナニしてドカーンッてヤツじゃない～？」


「先生、それじゃ何のことだかさっぱり判りません！」


「要は『百ひやつ歩ぽ神しん拳けん』でしょ～？　古武術で『遠とお当あて』とか呼ばれてる……」


「フフ……まあ、だいたいそんなところだ」


　藤堂は菱沼の答えに満足したように低く笑った。


「実際、南雲君の格闘スタイルは『一いち撃げき必ひつ倒とう』を理想とする八極拳や心しん意い六ろく合ごう拳けんに非常に近い。最後の技も震しん脚きやくから繰くり出した〈発はつ勁けい〉に見えるが、それだけでは草[image: ]君の奇妙な技までは説明できない……ただの〈合気〉や〈発勁〉とは次じ元げんの異ことなる、それ自体が空間に物理的な作用を及およぼすような、目には見えない何らかのパワーが働いていることは間違いないだろう」


「何ですか、それは!?」


「私にもはっきりとは判らんよ。ただ、それら超常の力を用もちいた拳法体系の名だけは聞き及んでいる……」


　藤堂はそこで言葉を切り、サングラスの奥の目を鋭するどく細めた。


「仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威カムイの拳けん〉──私はその秘密を暴あばいてみたいのだよ」





　　　　二





　急カーブを描えがく坂道の途中に、セーラー服姿の女子高生が一人、古い石せき塔とうを見上げて立っていた。


　背が高い。一七五センチ近くはあろうかという、すらりとした長身。艶つややかな長い黒髪を、時代劇のくノ一風に高い位置で結ゆってポニーテールにしている。


　石塔に彫ほられた『飛ひ天てん神じん社じや』の文字をにらんでいるのは、目鼻だちのはっきりした意志の強そうな美び貌ぼうだった。美少女というよりは美人、美人というよりはハンサムと言った方が当たっている。


「ここがそうね……」


　少女は緊きん張ちようした面おも持もちで呟き、上に続く長い石段を見上げた。


　石段の両側にはケヤキやヒノキの巨木がそびえ立ち、張り出した枝えだ葉はが青い空を覆おおっている。石段を降おりてくる空気はひやりとした湿しつ気けを含ふくみ、二十三区内とは思えない清せい冽れつな気け配はいに満ちていた。


　少女はその空気を肺はい一杯に吸って深呼吸すると、背中のデイパックと竹刀しない袋ぶくろを背せ負おい直した。


「──よぉし！」


　意を決して足を踏み出し、苔こけむした石段を確かな足取りで上り始める。少女は五十段近い石段を息も切らさず上りきり、鳥とり居いをくぐって境けい内だいに入った。


　最初に目に入ったのは、さほど大きくはないがどっしりと落ち着いた佇たたずまいを見せる古い本ほん殿でんだった。境内はきれいに掃はき清きよめられているが、社しや務む所しよは閉しまっており、人の出入りの少ない場所に特有の暗く澱よどんだ雰ふん囲い気きがあった。


　意い気き揚よう々ようと乗り込んできた少女は、その寂さびれた空気を察さつして露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。


「来る時間がマズかったかな……？　確か、家は神社の裏手にあるって言ってたけど……」


　少女はやや気き後おくれした様子だったが、それでも気を取り直して本殿の前まで歩いてくると、賽さい銭せん箱ばこに五百円玉を惜おし気げもなく投げ入れて神しん妙みように手を合わせた。


『ここまで来て決心が鈍にぶるなんて……ったく、だらしないわね！　しゃんとしなさい、しゃんと!!』


　小声で自分を叱しつ咤たして、キッと凛り々りしい顔を上げる。


　その時、少女は不意に背後の物音に気付いた。慌あわてて振り向くと、いつの間に現れたのか白い上衣と朱しゆの袴はかまに身を包んだ巫み女こらしき少女がいて、竹ぼうきで石いし畳だたみを掃いていた。


　十二、三歳くらいだろうか。ほうきを握る華きや奢しやな手やショート・ボブにした髪の間から覗のぞく首筋が雪のように白い。その姿は一いつ瞬しゆん、幻まぼろしかと思わせるほど可か憐れんで、そして儚はかなげであった。




[image: ]


「あ、あの……すいません」


　おずおずと声を掛けるが、巫女は応こたえず、顔を伏ふせたまま機械的にほうきを動かしている。少女は巫女の側そばに近寄って、はっきりと聞きとれる声で質問した。


「ここの神かん主ぬしをされている、鬼おに塚づか鉄てつ斎さい先生は御ご在ざい宅たくですか？」


　巫女の手が止まった。


「鉄斎先生が飛天流剣けん術じゆつの師し範はんだと聞いて来たんですけど──」


「……あなた、誰だれ？」


　冷めた声で聞き返され、少女は自分がまだ名乗っていないことに気付いた。


「ごめんなさい。あたしは大門高校剣道部二年の御み剣つるぎ……御剣涼りよう子こといいます」


「ミツルギ……？」


　そこで巫女は初めて顔を上げ、涼子と目を合わせた。


　綺き麗れいだが表情に乏とぼしく、どこか人形めいた感じのする顔──


　夢を見ているように虚うつろなその瞳ひとみは、無限の闇やみの淵ふちを思わせる深い漆しつ黒こくをしていた。





　　　　三





（見れば見るほど高校生とは思えんな～……）


　駅前通りの喫きつ茶さ店てん『ＪＯＪＯ』。


　南雲慶一郎は、テーブルの差し向かいに座っている少年をまじまじと観かん察さつしながらそう思った。


　一五五センチの小こ柄がらな体格。小作りの童どう顔がんに愛あい嬌きようのあるくりっとした大きな瞳。いつも柔にゆう和わな笑みを含ふくんでいる口元。長すぎないサラサラの髪には光の加か減げんによって天てん使しの輪わが浮かぶ。


　全校アンケートの『弟にしたい可か愛わいい男の子』部門でブッチギリの第一位に輝かがやいている神かみ矢や大だい作さくは、一見すると少女と言っても通りそうな美少年だった。


「悪いな神矢。土曜だってのに付き合わせて……」


「今日はヒマだったから構いませんよ。それで南雲先生、折おり入いって僕ぼくに相談って、何ですか？」


　大作は興きよう味み津しん々しんという目つきで慶一郎の顔を覗き込んだ。二メートルを超える大男の慶一郎に対して物もの怖おじする様子もなく、逆に値ね踏ぶみするような視線さえ向けてくる。


「まあ、その話は後にしよう。昼メシはまだだろ？　何でも好きなのを頼たのんでいいぞ。俺おれのおごりだ」


「何でも？　そう言われると、お寿す司しが食べたくなりますねえ」


「すまんが神矢……ここは喫茶店だ」


「しょうがないですね。じゃあ、えーっと、カルボナーラとスペシャルフルーツパフェ、それとクリームソーダ、お願いします」


（本当に好きな物を頼んでるな。こいつは……）


　慶一郎は内心呆あきれつつも、同時に頼もしさを感じていた。


　神矢大作はただの美少年ではない。大門高のケンカ番長・草[image: ]静馬の親しん友ゆうであり、Ｋファイト実行委員会の主要メンバーとして藤堂校長の陰いん謀ぼう（趣しゆ味み？）に加か担たんする情報収集係でもあるのだ。外がい見けんに反はんして神しん経けいは図ず太ぶとく、無む邪じや気きなようでいて計算高い、はっきり言えば『食えない奴やつ』──それが大作に対する慶一郎の評ひよう価かだった。


　大作がカルボナーラを平たいらげ、バカでかい器うつわに載のって出てきた特大のパフェに取り掛かったところで、慶一郎は話を切り出した。


「神矢のことを少し調べさせてもらった。成績優秀だそうだな」


「そうですよ？」


　大作はいかにも幸しあわせそうにプリンを頰ほおばりながら答える。


「実家は北区の王子……以前は同じ北区にある、かなりレベルの高い私立の進学校に通かよっていて、昨年の十一月に大門高校に転校してきたそうだな。なんでわざわざ隣となりの区から、それも都立高に来たんだ？」


「理由ですか？　面おも白しろそうだったからですよ」


「つまりあっちの高校はつまらなかったってことか」


「まあ……縁があったから、とでも言っておきましょうか」


「草[image: ]が転校してきたのも同じ時期だな。縁というのはそれか？」


「そう考えてもらっていいですよ。説明すると長くなりますから……話って静馬さんのことですか？　それともバイパーズ？」


「草[image: ]のことは関係ない。俺の個人的な用よう事じでな……」


　慶一郎は冷さめたアメリカンを一口飲むと、身を乗り出しながら尋たずねた。


「なあ神矢……お前、アルバイトをする気はないか？」


「アルバイト!?」


　予想外の言葉に、大作はキョトンとした顔で聞き返した。


「神矢が何かと忙いそがしいことは知ってるんだが、他に頼めそうな奴が見当たらなくてな……仕事は中学生の女の子の家庭教師だ」


「中学生って……その子、私立でも狙ねらってるんですか？　それとも学校の授業について行けない落ちこぼれとか？」


「そのどちらでもないよ。いわゆる登とう校こう拒きよ否ひ児じ童どうというやつでね。俺が下げ宿しゆくしている家の女の子なんだが」


「それじゃあ家庭教師なんて必要ないじゃないですか」


　大作は肩をすくめて面めん倒どう臭くさそうに言う。


「その子がちゃんと学校に通い始めてからの話でしょう？　だいたいどうして南雲先生が僕に頼むんです？　そういうのは親が……」


「彼女の両親は四年前に亡なくなっている。旅行中の事故だそうだ」


　そう言いながら、慶一郎は思わず眉まゆをひそめていた。自分の口から出た言葉にもかかわらず、あらためてその事実にショックを受けてしまったのである。


　慶一郎はテーブルに両肘をつくと、顔の前で手を組み、動どう揺ようを悟さとられないようにしながら続けた。


「その事故で彼女も大おお怪け我がをして、しばらく入院していたらしい。身体があまり丈じよう夫ぶじゃないというのが長期欠席の理由の一つだが、加くわえて精神的なものもあるんだろうな……」


「ふ～ん、そりゃまたヘビィな話ですねえ」


　大作は能のう天てん気きな口調で返すと、サクランボを口に放り込んだ。


「それで、先生はその子をどうしたいんです？」


「どうしたいって……？」


「ちゃんと学校へ行かせたいんですか？　家庭教師を雇やとうってことは、勉強が遅れてる分を取り戻もどすためなんでしょう？」


「それはそうだが、本人が行きたくもないのに無理に行かせようとは思ってないよ。いざ学校に行きたくなった時に、すぐに戻れるようにしておきたいだけなんだ。それに……あの子はずっと家にこもりきりなんでね」


「な～るほど、それでこの僕にお呼びが掛かったってわけですか」


　大作はようやく合が点てんがいったという風に、なにやら意味ありげな笑みを浮かべて上目使いに慶一郎の顔を見やった。校長が悪だくみをしている時とそっくりなその笑みに、慶一郎は少し不安になった。


「その子の名前はなんて言うんです？」


「名前？　名前は美み雪ゆきちゃん……鬼塚美雪」


「オニヅカ・ミユキ？　ふうん……」


　大作は笑顔を引っ込めて、真ま面じ目めに思し案あんする顔つきになった。


「僕は霊れい感かんてものを信じてるんですけど、その名前……何か心を惹ひかれるものがありますね。まずは一度、本人に会ってみないと」


「引き受けてくれるのか!?」


「会ってからって言ったでしょう？　それに、僕のギャラは安くないですよ」


「よーし分かった。さあ行こう！　すぐ行こう!!」


　席から腰を浮うかせる慶一郎に、大作はいたって冷静に言う。


「そう慌あわてないで下さいよ。すぐには行けません」


「何だ？　何か用事でもあるのか？」


「だって、まだクリームソーダを飲んでませんから」


　大作は悪いた戯ずらっぽく笑うと、グラスを引き寄せてストローを口にくわえた。





　　　　四





（ああ……もう、素す敵てきすぎッ！）


　鬼塚家──裏庭を右手に見る八畳の和室。


　涼子は胸の奥から湧わき上がる喜よろこびを必死に抑おさえながら、目の前に座すわっている男の姿をうっとりと見つめていた。


　飛天神社の神かん主ぬし、鬼塚鉄斎は齢よわい六十を数える老人である。


　端たん正せいで彫ほりの深い、鷹たかを思わせる鋭するどい印象のある風ふう貌ぼう。背中で束たばねている長い髪はほとんど銀色に近い見事な白髪である。普段着なのか、作さ務む衣えに似た白い和服を身に着けている。肩かた幅はばは広く、鉄の棒でも飲み込んでいるように背せ筋すじがしっかりと伸のびていて、まるで老おいというものを感じさせない。


　静かに正座しているだけの鉄斎の全身からは磁じ力りよくにも似た威い圧あつ感かんが発はつ散さんされており、部屋中をピリピリとした息いき詰づまる空気で包んでいる。並の高校生なら逃げ出したくなるほどのプレッシャーにさらされながら、しかし涼子は逆にその状じよう況きようを楽しんでいた。


（そうよ……これよ、これ！　たまんないわぁ……この緊きん張ちよう感かん。やはり剣の師し匠しようたる者、こうでなくっちゃ）


　いかにも気き難むずかしそうな鉄斎の厳きびしい面つら構がまえを、涼子はいたく気に入っていた。それはもうほとんど一目惚れといってもよかった。


　鉄斎はかつての弟で子しであり、現在は涼子の所しよ属ぞくする剣道部の顧こ問もんを務つとめる弥や永なが教きよう諭ゆの紹しよう介かい状じように目を通すと、顔を上げて涼子を正面から見み据すえた。


「御剣君といったな……飛天流に入門したいと？」


「はい！」


　涼子は嬉き々きとして答えたが、鉄斎の返事は極きわめて低調だった。


「わざわざ足を運んでもらって悪いが、お引き取り願おう」


「な、なぜですか!?」


「道場は四年前に閉しめてしまったのでな。今ではもう弟子は取っておらんのだ」


「そ、そんな……待って下さい！」


　まるで取り付く島のない鉄斎の物言いに、涼子は心しん底そこ慌てた。入門するためならどんな試し練れんにも耐たえる、という覚かく悟ごでやってきたものの、門もん前ぜん払ばらいを食らうというパターンだけは予想外だったのだ。


（いきなりドカンときやがったわね。さすがは師匠……でも、ここで引き下がるわけにはいかないわ！）


　涼子は居い住ずまいを正し、鉄斎の射い抜ぬくような鋭い視線を真まっ向こうから受け止めながら言った。


「鉄斎先生、私はただ自分の趣味のために剣術を習ならいたいわけではありません。スポーツの域いきを出ない剣道ではなく、いざという時に役立つ実用的な技を身に付けたいからです」


「道場は閉めたと言った」


「だったらもう一度開けて下さい」


「もう弟子は取らんと言っている」


「じゃあ私が最後の弟子というわけですね」


「……帰れ」


「いやです」


　鉄斎の右手が不意に動いた。


「──!?」


　涼子は反射的に脇わきに置おいてあった竹刀袋に手を伸ばしたが、鉄斎は気にする様子もなく湯ゆ呑のみを摑つかむと、ガブリと茶を飲んだ。


「……理わ由けを聞こうか」


「はいっ！」


　涼子は竹刀袋を元に戻し、正座しなおした。ひと呼吸置いて考えをまとめてから、話を切り出す。


「最近、街まちで横おう行こうしている〈ストリートバイパーズ〉と呼ばれる武ぶ闘とう派はの不ふ良りよう集しゆう団だんのことをご存ぞんじですか？　空から手てなどの格闘技を習ならいながら、武道の精神を忘わすれて欲よく望ぼうのままに無む法ほうを働く、卑ひ劣れつ極きわまる連中です。先日、私はある事情から十人のバイパーズを相手に闘たたかいましたが、剣道の技で倒せたのはそのうちの四人まででした……」


「無む茶ちやをするものだな。そういうことは警察に任まかせておけ」


「友人を人ひと質じちに取られて、助けを呼ぶ余よ裕ゆうもありませんでした。頭に血が昇のぼっていたのも確かですが……どうしても自分の力で始し末まつをつけたかったんです！　先生は、か弱い女子に浪ろう藉ぜきを働く輩やからを見掛けたら、どうされます？」


「脳のう天てんを砕くだく」


「ですよね!?　私だってそうです」


　涼子は我わが意いを得えたり、という笑みを浮かべた。


「多人数を相手に闘うには、どうしても一撃必殺の技が必要です。他にも、相手を懐ふところに入り込ませないように防ぼう御ぎよする技術や、剣の間合いの内側に入られた時に使う当て身技……どれもスポーツ化した剣道にはない実戦の技ばかりです。それに飛び道具に対たい抗こうする方法も……」


「飛び道具？」


「バイパーズの一人が拳けん銃じゆうを所しよ持じしていました」


「ほう」


「最近では密みつ輸ゆされた銃が大量に出回っているようですし、ヤクザなら持っているものと考えていいと思います。それとも、飛天流には銃を相手にした時の戦せん法ぽうは用意されていないのですか？」


「フッ……馬ば鹿かにするでない。ヤクザごとき虫ケラに後おくれをとる飛天流ではないわ」


　涼子の挑ちよう戦せん的てきな眼まな差ざしに、鉄斎は眩まぶしそうに目を細める。腕組みをしてしばらく黙だまっていたかと思うと、鉄斎は不ふ意いに席を立って部屋を出て行った。


（トイレ……？　じゃないよね）


　五分以上して戻もどってきた鉄斎は、細長い麻あさ袋ぶくろを持っていた。それを涼子の目の前に突き出して言う。


「開けてみよ」


「え……？」


　受け取った麻袋の口くち紐ひもを解といてみると、中から出てきたのは黒光りする木ぼく刀とうだった。


　相当に使い込まれた物らしく、汗あせや手て垢あかの染しみ込んだ表面は鉄のように硬こう質しつ化かしている。普通に売っている木刀よりもかなり大おお振ぶりで、手に持った感かん触しよくからして異様だった。


「お、重い……」


「中に鉄の芯しん棒ぼうを入れて真剣と同じ重さにしてある。これを千せん遍べん振ふることができたら、望み通り弟子にしてやろう」


「千回!?」


　涼子は思わずおうむ返しに尋たずねた。並の木刀の素す振ぶりなら三百回はこなす涼子だったが、鉄芯入りを千回となると、想像しただけでも限げん界かいを超こえている。


「不ふ服ふくか？　できんと言うのなら帰れ」


　鉄斎の眼はあくまで本気だった。そして当然、涼子の答えは一つに決まっていた。


「いいえ、やります！　やらせて下さい!!」





　　　　五





「ここが……？　神社じゃないですか」


　鳥とり居いをくぐって飛天神社の境けい内だいに入った大作は、辺あたりを包む古こ色しよく蒼そう然ぜんとした風ふう景けいを物もの珍めずらしそうに眺ながめた。


「鬼塚の家は神官の家系なんだ。家はこの先にある……行こうか」


　大作をうながして社務所の脇わきを抜ぬけていこうとした慶一郎は、静まり返った境内に、どこからか風を切る鋭するどい物音が響ひびいてくるのに気付いて立ち止まった。


「この音……？」


　不審に思った慶一郎は、音の出所を探して本殿の反対側に回ると、裏うら木き戸どを通って鬼塚家の裏庭へ出た。


　ブゥン！


　裏庭に足を踏み入れた途と端たん、空を裂さく音とともに、黒い棒状の物体が視界に飛び込んできた。


「うおっ!?」


　慶一郎は体を開いて横に躱かわしながら、飛ひ来らいする棒を右手で摑つかみ取った。それは見た目こそ木刀だが、普通の物より二回りほど大振りで、何が詰つまっているのかやたらと重い代しろ物ものだった。


「え？　ああぁ──っ!!」


　黄色い声に振り向いた慶一郎は、縁えん側がわの近くで棒立ちになっている剣道着姿の少女──御剣涼子と目が合った。


「御剣……？」


「な……南雲慶一郎！　いったい何しに来たのよ!?」


「それは俺の台詞せりふだ。お前こそ何をやってるんだ？」


「あれ～？　涼子さんじゃないですか」


　慶一郎に続いて裏庭にやってきた大作が、涼子の姿に気付いて声を上げた。


「その娘、お前の知り合いか？　慶一郎」


　縁側に座っている鉄斎が尋たずねる。


「大作君までいるじゃない。どういうことよ？」


「鉄斎先生、どうして御剣がいるんです？　それに何ですかこの木刀は!?　危ないですよ」


「え～と、僕は南雲先生に頼まれて来ただけなんですけど……」


「それは鍛たん錬れん用ようの木き太だ刀ちだ。それよりわしが聞いているのは──」


「ちょっと先生、事情を説明してくれない？」


「分かった！　分かったから、とにかく一度に喋しやべるな!!」


　慶一郎の大声で、三人はピタリと口を閉じた。


「まず俺の立場からはっきりさせよう。俺は鬼塚の家に厄やつ介かいになってる人間だから、ここにいても何の不思議もない」


「え？　じゃあ、高校の時に下宿してた家って……ここ？」


「そういうことだ」


　次に慶一郎は鉄斎の方を向いて、


「御剣と、そっちの神矢は俺の担たん任にんするクラスの生徒です。神矢は俺の用事で来てもらいました。後で話しますが……で、どうして御剣がいるんですか？」


「見て分からんか？」


　逆に聞き返された慶一郎は、改めて涼子の姿を観察した。涼子の顔は真っ赤に火ほ照てり、額ひたいから珠たまの汗あせが流れ落ちている。相当に激しい運動をした後らしく、剣道着の襟えりがぐっしょりと濡ぬれていた。


「……学校から全力疾しつ走そうしてきたのか？」


「んなわけないでしょ！　弟子入りの試験を受けてたのよ」


　涼子は慶一郎の手から木太刀を奪うばうと、うるさそうにヒラヒラと手を振った。


「邪じや魔まだからあっち行ってよ。まだ二百七十二回なんだから」


　涼子は木太刀を正せい眼がんに構え、鋭い気合いとともに打ち振るう。重さで身体が持っていかれそうになるのを歯を食いしばってこらえるが、その危なっかしい動きを見た大作は慌あわてて慶一郎の側そばに避ひ難なんした。


「恐こわいなあ～もう……さては、さっきのはスッポ抜けたんですね？」


　大作のツッコミを無視して、涼子は黙もく々もくと木太刀を振り続けた。一振りするたび、涼子の額や顎あごの先から汗の滴しずくが飛ぶ。


『……八十九……九十…………九十……一……』


　三百回を越えた頃から、涼子の動きが目に見えて鈍にぶってきた。素振りの間かん隔かくが次し第だいに長くなり、振った木太刀を止とめ切れずに上体が泳およぐことが多くなった。体力的にはすでに限げん界かいのはずだが、涼子の顔には苦痛の表情はなく、ただ必死の気合いだけがあった。


　肩で息をしている涼子の姿を見て心配になった慶一郎は、鉄斎に小声で尋ねた。


「入門試験だとか言ってましたが、あの重い木刀をいったい何回振らせるんですか？」


「一千遍だ」


「せ、千回ィ!?」


　慶一郎が驚おどろきの声を上げた直後、振り降ろされた木太刀の切っ先が地面を叩たたいた。涼子は顔を歪ゆがめて前のめりに身体を折り曲げたが、すぐに頭を振って気き丈じように背筋を伸ばした。


「無理するな御剣。その辺でやめとけ」


「いーえ、絶対にイヤです!!」


　涼子はそう叫んで木太刀を振り上げたが、今度は後ろに倒れそうになり、辛かろうじて肩にかつぐようにして止めた。


「せ……千回ぐらい、どうってことないわよ！」


「ったく、強情なやつだな。身体を壊こわすぞ？」


　呆あきれる慶一郎の横から、大作が顔を出して言う。


「無理でも無茶でも涼子さんならやりますよ、先生。なにせ精神力のカタマリのような人ですからね……身体を傷いためて剣道家生命を縮ちぢめるようなことになっても、意い地じでもやり遂とげますよ。きっと！」


　大作の言葉を証明するかのように涼子が木太刀を振り上げたその時、横からサッと伸びてきた手が涼子の手首を摑つかんだ。


「そこまでにしておけ」


　涼子は自分を止めたのが他ならぬ鉄斎だと知って驚いた。


「止めないで下さい。あたし、まだやれます！」


「わしがやめろと言っておる」


「い……いやです！」


「これ以上無理をすれば肩ばかりか背骨を傷める。そうなったら、剣術を教えるどころではなくなるではないか」


「じゃあ、弟子にしてくれるんですね？」


「む、それは……」


「だったらやめる理由はありません！」


「…………」


　鉄斎は渋しぶい顔を慶一郎に向けた。


「慶一郎。近頃の若い娘はみな、こうなのか？」


「そいつが特別なんですよ。弟子にしてやらない限り、何を言っても聞かないんじゃないですかね。なあ、神矢？」


「ええ、僕もそう思いますね。統とう計けい学がく的てきに見ても確実です」


「……そうか。特別では仕方あるまい」


　鉄斎は諦あきらめたように苦にが々にがしく溜ため息を吐つく。


「師として命ずる。御剣よ、今日はここまでにしておけ」


「え!?　あ……は、はいっ！」


　涼子の身体から急きゆう速そくに力が抜ぬけていった。鉄斎は指を一本ずつ剝はがすようにして涼子の手から木太刀を取り上げると、あからさまに眉まゆをひそめた。


「掌てのひらをつぶしよって……この馬鹿めが」


　木太刀の柄つかが朱あけに染そまっていた。鉄斎は涼子の腕を摑んで縁側から部屋に上げると、薬箱を出してきて、みずから手当てを始めた。裂さけた血マメを消しよう毒どくし、ガーゼを当てた上から手早く包ほう帯たいを巻いていく。その馴なれた手つきを、涼子はホケーッと気の抜けた顔で眺ながめていた。
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「無茶をするな。人間には限度というものがあるということを知らねばならん」


「でも、どこが限界かなんて、やってみるまで判らないでしょう？」


「師匠に口答えをするな」


「……はい」


　緊張で強こわ張ばっていた涼子の頰ほおが少しゆるんだ。鉄斎は仏ぶつ頂ちよう面づらで続ける。


「気合いは大事だが、それだけですべてを解決しようと考えるな。気持ちばかり先走って身体がついていかんようでは怪け我がをするだけだ。自分の分ぶんを忘れて背伸びをしてはならん……己おのれを見つめ、己の能力を正しく見み極きわめることが真の強さにつながる」


「はい」


「若いからといって考えなしにやりおって……これで三日は腕が上がらんぞ。この馬鹿め」


「はい、お師匠さま」


　叱しかられれば叱られるほど涼子の顔はほころんでいき、本当に嬉うれしそうな満面の笑みになっていく。


「いいですねえ～……その表カ情オ、いただき！」


　大作はいつも持ち歩いているデジタルカメラを構え、涼子のとびきりの笑顔を収おさめた。





　　　　六





「先生、基本的な質問なんですけど……」


　助手席に座すわった大作は、隣となりでハンドルを握にぎっている慶一郎に尋ねた。


「どうして自じ家か用よう車しやが米べい軍ぐん払はらい下げのジープなんです？　なんか足元がスカスカでさびしいし……コンポどころかエアコンもないじゃないですか！」


「近所で安く売ってたもんでな。それにこの手の車は海外で乗り慣なれてるんだ。それに今の季節、エアコンは必要ないだろ？」


「さては今現在のことしか考えてませんね？　だいたい乗り心ごこ地ちが──」


　話している途中、ジープが道路工事でできた段だん差さに乗り上げてわずかに跳はねた。大作はウッとうめいて身をよじる。


「こ、この全然クッションのきかないシートは何なんです!?　ケツが砕くだけますよ！」


「なにせオンボロだからな。仕し方かたない」


　慶一郎はそう言って笑いながら、ギアチェンジにやたらコツと熟じゆく練れんを要求する気き難むずかしいシフトレバーを操そう作さした。夕陽を背に急な坂道を下りてきたジープは、高こう架か下したを渡り、高たか島しま平だいら駅えき方面へ向かう。


　大作はバッグからデジタルカメラを取り出すと、四インチの液えき晶しようモニターに今日撮とった写真を映し出した。ボタンを押して画面を切り換えていくと、涼子と鉄斎のツーショットに続いて、巫み女こ姿の少女の横顔が現れる。可か憐れんだがどこか人形めいて無表情なその顔を、大作はじっと見つめた。


「本当、綺き麗れいな子ですね……美雪ちゃんって」


「だろ？　やる気になったか？」


「う～ん……でも、いきなり家庭教師ってのは正しよう直じき言って難しいですよ。すごく人見知りする子みたいだし、まずは普通に話ができるくらい仲良くならないと……」


　涼子の入門試験を見届けた後、大作は裏庭の掃そう除じにやってきた美雪に接せつ触しよくを試こころみたものの、結局は大作が一方的に喋しやべりまくっただけで、およそ会話らしきものは成り立たなかったのである。緒しよ戦せんから手痛い惨ざん敗ぱいを喫きつしたというところだった。


　慶一郎は駅前通りの交差点の手前でジープを止めた。


「なあ神矢、もう一度考えてくれないか？」


「何をです？」


「だから、家庭教師の件さ」


「まだ誰だれも断ことわるなんて言ってませんよ」


　キョトンとした顔の慶一郎に、大作は不ふ敵てきに笑って見せる。


「ちょっと時間がかかると言っただけです。都つ合ごうのいいことに、僕には飛天神社に出入りする正当な理由ができましたからね」


　大作は身体ごと振り向いて、バックシートを覗のぞき込んだ。そこには、毛布を敷いた上に大きなクッションを枕まくらにして、猫のように身体を丸めて眠りこけている涼子の姿があった。


「僕は涼子さんの追っかけですから、来るなと言われても取しゆ材ざいに行きますよ。すると美雪ちゃんとも自然と顔を合わすことになるわけですよね。手て強ごわい相手ですけど、なんとか攻こう略りやくしてみせますよ」


「神矢、お前……」


　予想もしていなかった頼たのもしい言葉だった。大作は涼子の寝顔を何枚かカメラに収めてからジープを降りた。


「涼子さんは日曜も来るでしょうから……じゃあ先生、また明日ってことで」


　颯さつ爽そうと小走りに去っていく大作を見送りながら、慶一郎は大いに勇気づけられたような気分だった。


（──うむ！　俺の目に狂いなし!!）


　慶一郎は口元に太い笑みを浮かべながら、車のキーを回した。










　第九話　負け犬番長の休日







〈五月十九日──快晴〉





　自分自身を完全に意い志しの力でコントロールできる人間というのは少ない。いっそ、いないと言ってしまった方が現実的だろう。


　自分は絶対に他人の言いなりになんかならないと信じている強い意志の持ち主でさえ、何かのきっかけで心に隙すきが生まれ、それまで考えもしなかったような異い常じような行動を取ってしまうことがある。


　失恋したり、何かで失敗してひどく落ち込んでいる時なんかがそうだ。それが普段から自信満々で行動的な性格だと、なおさら──





　　　　一





　ピン……ポロン……


　部屋の中に、割われた鈴すずのような、カン高い弦げんの音が響ひびいていた。


　いかにもチープだが、それだけに懐なつかしく、どこか悲しげな音ね色いろ──


　ピン……ポン、ピン……


　習ならいはじめたばかりの子供のように、とぎれとぎれに、同じメロディを繰くり返す。何度も、何度も、繰り返し……


　──と。


　ズンズンズンズンズン……


　無ぶ遠えん慮りよな足音が近付いてきたかと思うと、バンッと勢いよくドアが開かれた。


「朝っぱらからオモチャのピアノで『ゴッドファーザーのテーマ』をエンドレスで弾ひき続けるなあああぁ──ッ!!」


　四畳半の部屋中に、耳をつんざく罵ば声せいが轟とどろく。


「えーやん、別に……んな怒おこりないな」


　体育座ずわりの姿し勢せいで鍵けん盤ばんを叩たたいていた草[image: ]静馬は、仁に王おう立だちにそびえ立つ姉の巴ともえを横目で見上げて、ノロノロとした口く調ちようで抗こう議ぎした。


　部屋の壁かべや天てん井じようには海外のバンドのポスターやアイドルのグラビアがベタベタと貼はられ、パイプベッドの脇わきには調律中のギターが立て掛けてある。マンガ雑誌の詰め込まれたカラーボックスの上や窓まど枠わくに整せい然ぜんと並ならんでいるのは──クレーンゲームの景けい品ひんのぬいぐるみ数十個だった。


　巴は静馬の部屋を見回して、深々と溜ため息を吐ついた。


「まるでエイリアンの棲すみ処かね……」


「そのたとえの意味がよう分からんわ」


「どうでもいいわよ。せっかく天気のいい日曜なんだから、陰いん気きに部屋にこもってないで、とっとと遊びに出といで！」


「ほっといたれや……今日のオレはそういう気分ちゃうねん」


　静馬はうつむいて、再ふたたび人差し指でミニミニピアノを弾きはじめる。巴はズカズカ部屋に入ってくると、おもむろに静馬の頭をわし摑づかみにして、強ごう引いんに顔を上向かせた。ゴキッと首の骨が鳴る。


「毎日毎日、いつ帰ってくんだか分かんない不良のくせに……日曜ぐらい姉ちゃんに気きィ利きかしたらどう!?」


「なんや……まさかオレ追い出して、昼間っからオトコでも連れ込むんか？」


「社会人には春休みも夏休みもないんよ！　だから日曜まであんたの世話したくないの！　分かったらとっとと出ていけ──ッ!!」


　巴はもの凄すごい力で静馬を部屋から引きずり出し、玄関の外へ蹴けり出した。ドアの鍵かぎをかけると、鼻はな歌うたを歌いながら居い間まに戻もどり、コードレスホンを取ってクッションの上に寝ね転ころがる。暗あん記きしている番号を押して、待つこと数コール。


「──あ、遼りよう二じ？……なによ、今起きたんでしょ～？」


　巴は、静馬が一度も聞いたことのない甘あまったるい声で話した。


「うん、これからそっち行くから……え？　ダメよ、あんたが時間守ったことある？　それに今日は相談したいこともあるし……そう、あんたと違って真ま面じ目めな教師なのよ、あ・た・し・は！」





　　　　二





「はあ……オレは孤こ独どくな家なき子や」


　マンションを追い出された静馬は、日曜に特とく有ゆうの白しら々じらしい日差しに眩まぶしそうに目を細めた。赤いＴシャツに革かわのジャケット、下は黒いカンフーズボンにナイキのスニーカーといういでたちである。


「畜ちく生しようォ～……いっそ旅にでも出たろか？」


　ポケットから小銭入れを取り出して資金を数える。


　八百二十七円。


「……あ、あかんわ。板いた橋ばし区くからの脱出もままならん……っていうか、メシ食ったらゲーセンにも寄られへんやんけ」


　静馬はガックリと頭を垂たれ、上着のポケットに両手を突っ込んで歩き出した。


　行くあてもなく高島平近辺をさまよった静馬は、十一時近くには赤あか塚つか公園の噴ふん水すい前まえのベンチに腰を下ろしていた。金かな網あみの向こうのコートでテニスに興きようじる大学生を横目で眺ながめ、グラウンドを走り回る子供たちの喚かん声せいを遠くに聞く。


　静馬は背もたれに身体を預あずけて目を閉じた。しかし、すぐに悪夢から覚めたようにガバッと飛び起きる。


「さ、最悪や……考えれば考えるほど最悪や！」


　両手で頭を抱かかえて低く呻うめく。


「うおおっ、オレは……オレは日本一取り返しのつかん少年や!!」


　ベビーカーを押している主婦やジョギング中の老夫婦、散歩の犬までもがその声に驚おどろいて立ち止まった。自分が注目を浴あびていることに気付いた静馬は弾はじかれたようにして立ち上がり、


「お、お前ら、そんな目でオレを見るなあああァ──ッ！」


　などと、理り不ふ尽じんな捨すて台詞ぜりふを残して公園から飛び出した。


　日曜ということで駅周辺はやたらと人の出が多い。人目を避さけようという気持ちが働いたのか、いつの間にか、静馬の足は昔のままの雑ぞう木き林ばやしが残る赤塚城跡あとに向いていた。


　背中を丸めたまま前もよく見ないで歩いていた静馬は、カーブを描く上り坂の途中、ふと涼すずしい風を感じて立ち止まる。


　風の来た方に顔を向けると、古い石段が目に入った。数十段も続く石段の左右には巨木が並び立ち、張り出した枝葉が日ひ陰かげを作っている。日向ひなたを歩き続けてじっとりと汗をかいていた静馬は、ひと休みするつもりで石段を上り、二十段ほどのところで腰を下ろした。


「あ～……ええ風や」


　石段の上から下へ呼吸するように流れてくる風と、ひんやりとした石の感かん触しよくが心ここ地ち好よい。静馬は温泉につかった年寄りのように頰ほおの筋肉を弛し緩かんさせ、ひとときの安あん息そくをむさぼった。


（……？）


　不意に、静馬は背中の一点にむず痒がゆさを感じた。


　小さな昆虫が止まったような感触──それが何者かの視線だと直感し、背後を振り向いて石段の先を見上げる。鳥とり居いの陰で何か白いものが動いたように見えた。


　この時、石段を上ってみようと考えたのは、単なる気まぐれからだった。


　静馬は尻しりについた土を払はらい、石段を二段飛ばしに駆かけ上がった。鳥居をくぐって境けい内だいに入ると、さして大きくはないが歴史を感じさせる重じゆう厚こうな造りの本ほん殿でんが正面に現れる。中央には白い石いし畳だたみが続き、両側には玉たま砂じや利りが敷しき詰められている。掃そう除じは行き届いているが辺あたりに人ひと気けはない。ひと目で繁はん盛じようしていない神社だと判わかった。


「ケッ……なんや、しけた神社やな！　だ～れもいてへんやんけ」


　勝かつ手てな文もん句くを吐きながら、それでも本殿の賽さい銭せん箱ばこの前まで歩いてくると、小銭入れを取り出した。口を開いて五円玉を探している最中、ハッと我われに返る。


「ま……待て待て待てぇ！　いったいオレは何をやろうとしてるんや!?」


　静馬は手の甲で顔をこすって、かいてもいない冷ひや汗あせを拭ぬぐった。普段の行動パターンからは考えられない行こう為いを無意識にやろうとしていたことに気付き、寒さむ気けを覚えたのである。


　視界の端を白い影がよぎる。ビクッとして振り向いた静馬は、竹ぼうきを手にした巫み女こ姿の少女を発見した。


　中学生くらいに見えるその巫女は、色白で線の細い、やけに存在感の薄い少女だった。向こうの景色が透すけて見えそうなくらい儚はかなげな少女の姿に、静馬は幻まぼろしではないかと疑ぎ念ねんを抱き、思わず目を細めた──その時、


　ペシッ！


「うひゃほうっ!?」


　いきなり後こう頭とう部ぶを叩たたかれた静馬は、驚きのあまり意味不明の悲鳴を上げて、地面から一メートル近く飛び上がった。


「アハハハッ！　なあに？　カエルのオモチャ？」


　屈くつ託たくのない笑い声の主ぬしは御み剣つるぎ涼りよう子こだった。静馬は胸を押さえたまま、化け物にでも出会ったような顔で涼子を凝ぎよう視しする。


「し、心臓止まるかと思ったわ……なんや、涼子か……」


「驚いたのはあたしの方よ。いったい何しに来たの？」


「何しにって……その辺ブラブラしとったら、たまたま来てしもただけや。別にお前に会いに来たわけちゃうぞ」


「へ～え、そうなの？　あたしてっきり……」


「そう言うお前こそ何やねん、その格かつ好こうは？」


　涼子は部活の時と同じ白い剣道着に白い袴はかま姿で、素足にサンダルを履はいている。


「お前……神社の娘やったんか？」


「違うわよ。あたし、ここの神かん主ぬしもやってる剣術の先生に弟で子し入りしたの」


「弟子入りィ!?　物好きなやっちゃなあ……ん、その手は？」


「これ？　入門試験で、ちょっとね」


　涼子は白い包ほう帯たいの巻かれた両手をブラブラさせた。包帯は掌てのひらから手首までしっかり巻かれており、指もバンソーコーだらけの状態である。


「両腕サイボーグか……ロケットパンチに改造してもろたんか？」


「違うってーの！」


　涼子のツッコミを受けた静馬は、思わぬ異い臭しゆうに露ろ骨こつに顔をしかめた。


「うっ……クサッ!!　お前、なんか異様に湿しつ布ぷクサイぞ!?」


「だから言ったでしょ？　昨日の入門試験で身体中ボロボロなのよ。朝起きてみたら、肩から背中からそりゃもうスゴイ筋肉痛でさあ……ほら」


　涼子は剣道着の襟えり元もとをくつろげて、湿布を貼はった肩をちらっと見せた。静馬は吸い寄せられるように首を伸ばして涼子の素す肌はだを覗のぞき見ようとしたが、自分のしていることにハタと気付いて慌あわてて頭を振った。


「……な、なにやっとんねん!?　んなもん見せるな、アホ！」


「な～によ照てれちゃって。意識してんの？」


「そんなんちゃうわい、ボケ！　涼子、お前……お前は……」


　静馬は目を血ち走ばしらせ、震ふるえる手で涼子の顔を指差した。


「今日のお前は、オレの知ってる御剣涼子とちゃう！　絶対どっかおかしい！　なんか変にマブしいっちゅうか……目がキラキラ輝かがやいとる。オレの記憶ではお前はもっとブサイクやったはずや!!」


「……なんですって？」


「そうそう、その顔や！」


　静馬を納なつ得とくさせた不ふ機き嫌げん顔がおも長くは続かず、涼子はすぐに頰をゆるめて笑顔になった。静馬は怯おびえたように顔面をガードしながら後ずさる。


「な、なんで笑う？　そんなにオレがおかしいか!?」


「あんたがおかしいのはいつもの事でしょ。まあ、あんたが神経質になるのも無理ないけどね……なにしろ、学校中にあんたの無ぶ様ざまな負けっぷりが知れ渡ったんだから！」


　その言葉は槍やりのように静馬の胸にザックリと突つき刺ささった。ショックで硬直している静馬に、涼子はさらに追い討うちをかける。


「校内放送までして派は手でに盛り上げておいて、空手部のレギュラーを一人で片付けたところまではあんたの天下だったけど……その直後に南雲先生にコテンパンにされたわけでしょ？　結局あんたのやった事って、最初に自分の強さをみんなに見せつけて、その後で負けることで『南雲先生がいかに強いか』ってのを三さん段だん論ろん法ぽう的てきに証明しただけなのよね。あんたの狙ねらいが何だったのかは知らないけど、もうこれ以上ないってくらい最悪にマヌケね！　あんたが威い張ばってられたのも学校の中だけで、所しよ詮せんは井いの中なかの蛙かわずだったってわけよ。これであんたの威い信しんってのも、地に堕おちて泥どろにまみれたってとこかしら……ねえ、どうしたの？」


　精神的に爆死して地面に倒れている静馬を、涼子はサンダルの先でつっついた。静馬はゾンビのごとくギクシャクと起き上がる。


「畜生ォ……オレが今、一番言われたくないて思ってる事、全部言いやがって……」


「事実なんだから仕方ないじゃない。しかも自じ業ごう自じ得とくだし。もっとも、あんたが恥はずかしくて学校休んでる間に、あたしの方は剣の腕を磨みがくためにこうして弟子入りしたわけだけど……人としての志こころざしの高さの違いってやつかしらねえ」


　涼子は口元に手を当てて高笑いする。静馬は拳こぶしを握りしめ、半泣き状態で涼子をにらんだが、何か言い返そうにも言葉がなかった。そんな静馬の顔もまるで目に入らないかのように、涼子の口調は底抜けに明るい。


「日曜の真っ昼間に散歩なんて、どうせヒマでヒマで死にそうなんでしょ？　実はさ、ちょっと人手が足りなくて困ってるんだけど……静馬、あんた手伝ってよ」


「絶対イヤじゃボケェ！　なんでオレが……」


「ふ～ん、そう？　そういうことを言っていいわけ!?　まったく、イイ気なものね！」


　涼子は急に醒さめた顔つきになり、両腕を組んで軽けい蔑べつの視線を静馬に向ける。


「あんたみたいな最低のダメ人間をわざわざ使ってやろうっていうような心の広～い人物が他にいると思ってんの!?　ありがたいと思いなさいよ！」


　頭ごなしの強きよう烈れつな決め付けである。冷静に考えれば暴言以外の何でもない台詞せりふだが、静馬はまるでハンマーでこめかみを一撃されたように、頭の中が真っ白になっていた。


「やるの？　やらないの!?　やらないならとっとと帰りなさいよ！」





　　　　三





　その日、鬼塚家の母おも家やに隣りん接せつした飛天流の道場のすべての戸が開け放たれた。


　四年振りのことである。


　窓から差し込む五月の陽光が、板張りの床ゆかにうっすらと積もった四年分の埃ほこりを白く浮かび上がらせる。広さは高校の教室の三倍程度と、道場としてはさほど大きい方ではないが、使えるように掃そう除じをするとなるとひと仕事だった。


「涼子さ～ん！　買い出し、行ってきましたよ。もうすぐお昼にするそうですから……あれ？」


　裏庭の方の戸口から道場に顔を出した大作は、涼子の他に第二の人物の姿を認めて、怪け訝げんな顔つきになった。


　赤いＴシャツにカンフーズボンという五月にしては少々気の早い格かつ好こうをした大おお柄がらな少年が、涼子に指さし図ずされながらせっせと雑ぞう巾きん掛がけをしている。その少年が自分のよく知っている人物だと気付くのにほんの数秒もかからなかったが、その事実を認めるまでにたっぷり十秒を要した。




[image: ]


「し……し……静馬さんじゃないですか!!　い、いったい何をやってるんですか!?」


　悲ひ痛つうなその叫さけびを耳にした静馬は、床を拭ふく手を止めて、恐る恐る顔を上げた。


「だ、大作……？　なんでや!?　なんでお前がそこにおんねん！」


「それは僕の台詞ですよ！　静馬さんこそ、こんなところで床に這はいつくばって雑巾掛けなんて……何がどうしたっていうんです!?」


「そ、それは……」


「あたしが説明してあげるわよ」


　涼子が二人の間に割わって入り、勝ち誇ほこった口調で言う。


「優しくて頼りになる静馬君は、雑巾もしぼれないあたしに代わって道場の掃除を買って出てくれたのよ。さすがフェミニストね」


「そんなバカな！」


　大作は両手で頭を抱かかえて天を仰あおいだ。


「他人のためには指一本動かさない、自分勝手の総本山みたいな人が？　傍ぼう若じやく無ぶ人じんにして問答無用、天てん下か御ご免めんの炎ほのおの快かい男だん児じ・草[image: ]静馬がですよ!?　信じられませんよ……そんなの、僕の知ってる静馬さんじゃない～!!」


「言うな大作……なんでこうなったんか、オレにもよう分からんのや。こんな女に捕つかまったんが運の尽つきや──」


　その時、道場に野太い男の声が響ひびいた。


「ずいぶんと騒そう々ぞうしいな。何かあったのか？」


　大作の背後に、戸口をすっかりふさいでしまうほどの大きな人影が現れたのを見た静馬は、雑巾を床に叩たたき付けて立ち上がった。


「なっ……てめえ、南雲か!?　なんでお前まで……」


「ん？　誰かと思えば草[image: ]じゃないか。どういう風の吹き回しだ？」


　南雲慶一郎は要領を得ない顔で答えた。慶一郎はグレーのＴシャツにアーミーパンツといういつもの格好の上に、デニム地のエプロンを掛けているが、二メートルの巨体のためにＬＬサイズのエプロンがＳに見えてしまう。


「おい涼子、あいつは何や？　さてはお前、オレを罠わなにはめやがったな!?」


「あら、言ってなかった？　ああ……そっか、さっき言いかけてそのままだったわね。まあ分かりやすく言うと、ここは南雲先生の家でもあるわけよ。だから、あんたがそうとも知らずにノコノコやってきた時には笑っちゃったわよ」


「なんじゃ、そりゃああァ──ッ!!」


　あまりに理不尽な事態を前に、静馬の怒いかりは一気に頂点に達した。


「どいつもこいつもオレをバカにしやがって……このド畜ちく生しようォ!!」


　ダッシュで慶一郎の前にやってくると、鼻先にビシッと人差し指を突き付ける。


「ちょうどええ、この間の借りを今ここで返したるわ！　さあ南雲、勝負や！　勝負、勝負、勝負、勝負、勝負ゥゥゥ!!」


　勢いにまかせてまくしたてた直後、


　ぐるるるるる……きゅるるる……


　静馬の腹の虫が盛せい大だいに鳴った。


「草[image: ]……勝負もいいが、とりあえず昼ひる飯めしにせんか？」


　慶一郎の提てい案あんに異い論ろんを唱となえる者は、いなかった。





　　　　四





　ドンッ、と目の前に置かれた料理を見て、涼子はわずかに眉まゆをひそめた。ラーメンのドンブリにも使えそうな大きな深ふか皿ざらに、スパゲティが山盛りになっていたからである。


「先生……一人じゃこんなに食べられません」


「誰だれがそのまま食えと言った？　小皿に取ればいいんだよ」


　慶一郎はそう言いながら、運んできた料理の皿を食卓に手早く並べていく。スパゲティが三種類、シーフードサラダとチキンの赤ワイン煮込み、そして一見何の変へん哲てつもないオムレツというメニューである。上かみ座ざについている鉄斎に料理を説明する。


「パスタはナスとトマトのミートソース、ベーコンとカボチャのクリームソース、それとペペロンチーノ（赤トウガラシ）の三つがありますから、自分で皿に取って下さい。ドレッシングは……」


「そんな事は見れば分かる。それより、これは全部お前一人で作ったのか？」


「そうですが……何か問題でも？」


「お前に料理ができるとは初耳だぞ」


「海外では主おもにレストランの厨ちゆう房ぼうで働いてたんですよ。なにしろ食いっぱぐれる心配がない。イタリアンとフレンチは本場で勉強しましたからね。タイとかベトナムあたりの料理も少しならできますが、無ぶ難なんなところでイタリアンにしてみたんですが……中華の方が良かったですか？」


「そんな事を言っておるのではないわ！」


　鉄斎は横目で慶一郎を鋭するどくにらみつけた。


「貴様、うちに来てからいったい何日経たつ？」


「二週間くらいですかね」


「その間、飯を作っていたのは誰だ？」


「鉄斎先生と美雪ちゃんです」


「料理ができるのなら何な故ぜ作らないんだ!?」


「いやあ……久々の和食を堪たん能のうしてましたから。それに鬼塚の人間でない僕が、台所を預かるわけにはいかないでしょう？」


「馬鹿め、遠えん慮りよをするような人間でもあるまい。それに、わしの作る料理は最近マンネリ気味でな……たまに趣しゆ向こうを変えたいと思っていたところだ。味について贅ぜい沢たくは言わん、作れるのならお前が作れ。美雪もそれでよいな？」


　隣となりに座すわった美雪が黙だまってこくりと頷うなずく──ミニ家族会議、終しゆう了りよう。


「いただきま～す！」


　行儀よく礼を済ませ、一同は昼食に取り掛かった。


　チキンとオムレツは慶一郎がみずから取り分け、特製のトマトソースをサービスした。オムレツを口にした大作が目を輝かがやかせる。


「あれ!?　ただの卵焼きかと思ってたら……すっごく美お味いしいですよ、このオムレツ！　知らない味がしますけど、何が入ってるんです？」


「バジリコ風ふう味みのオムレツさ。それよりソースはどうだ？　ちょこっとだけタバスコを効きかせてみたんだが」


「僕はもう少し辛からいのが好みですけど、これくらいでちょうどいいんじゃないですか？　市販のケチャップみたいに変に甘くなくって、オムレツによく合いますよ。ねえ、涼子さん？」


「え？　まあ、そうね……美味しいわよ。確かに」


　同意しながらも、涼子の表情には何か釈しやく然ぜんとしないものがあった。


「口に合わなかったか、御剣？」


「いえ、その……せっかく剣術の師し匠しように入門したんだから、池いけ波なみ正しよう太た郎ろうの小説に出てくるような食事シーンをイメージしてたのに、よりによってイタメシなんてあまりにギャップが……」


「そういう贅沢は箸はしが使えるようになってから言ってくれ」


　言われて、涼子は両手が包帯で固められていたのを思い出した。慶一郎がイタリアンを選んだ理由には、涼子の手を気き遣づかったということもあったのだ。


「くっ、不覚……」


　涼子は自分の手をいまいましい目つきでにらんだ。サムライに憧あこがれる涼子としては、フォークとスプーンを使ってスパゲティを食している鉄斎の姿は見るに忍びなかったのである。


「美雪ちゃん。そのクリームソース、ものすごく熱いから気を付けてね」


「…………」


　美雪は小さな唇くちびるを尖とがらせて、フォークに巻いたパスタを吹いて冷ます。その様よう子すを見ながら、慶一郎は目を細めて微笑ほほえんだ。どこか、ひどく臆おく病びようで警けい戒かい心しんの強い未知の動物を餌え付づけしているような趣おもむきがある。


「──お前ら、ちょっと待たんかい！」


　怒ど気きをはらんだその声に、パスタを口に運ぼうとした美雪の手の動きが止まった。


「このオレを無視して、勝手にそっちだけで和わ気きあいあいと盛り上がるな！」


　大作は声のした方をちらりと横目で見ただけで、わざとらしく顔を背そむける。


「そう言えば居いたんですね……すっかり忘れてましたよ」


「忘れるな！　このオレを忘れるな!!」


　そう訴うつたえる静馬は、鬼塚家の食卓には入れてもらえず、一人だけ部屋の隅すみに追いやられていた。涼子はサラダを頰ほおばりながら冷たい視線を送る。


「うるさいわね……静かに食べなさいよ」


「アホ！　お前になんかなあ……部屋のすみっこにポツ～ンと一人で座らされて、しかも床ゆかに直じかにお盆ぼん置いてメシを食わされる人間の気持ちが分かってたまるかあッ!!」


　その通りだった。静馬にはテーブルどころか座ざ布ぶ団とんすら与えられず、料理の載のった盆が畳の上に置いてあるだけなのである。


「仕方ないじゃない。あんたの座る場所がないんだから」


「オレがこの扱あつかいやのに、なんで大作はそっちにおんねん!?」


「大作君は客として招かれてる身分なのよ。あんたみたいに呼ばれもしないのに勝手に来た人間とはわけが違うの！」


「そういうお前はどうやねん？」


「あたしは鉄斎先生の弟で子しだもの」


「ほな南雲、お前は何や!?」


「俺か？　俺は──」


　急に問われて、慶一郎は一いつ瞬しゆん返へん答とうに困った。


「下宿人というか……居い候そうろうかな」


「だったらお前もこっちへ来て食わんかい！」


「飯を作ったのは俺だぞ。第一、その前に俺がお前の担任だという事実を忘れるなよ」


「分かった!?　あんたはこの中じゃ一番身分が低いんだから、そこでおとなしく食べてればいいのよ。食べさせてもらえるだけでもありがたいと思いなさいよね！」


「クソォ～……封ほう建けん制せいの復ふつ活かつや。国連に訴えたる」


　意味不明である。呆あきれ果てたように大作が言った。


「だいたい、そこで文もん句くを言うくらいなら最初から食べなきゃいいじゃないですか。その屈くつ辱じよく的てきな扱いに一秒でも甘んじている段階で、もうすでに僕の知ってる静馬さんじゃないですよ」


「言うな大作……こっちも腹減っとんねん。それにしても納なつ得とくできんのはこれや！」


　静馬は身を乗り出して、目の前に置かれた料理を覗のぞき込んだ。カレー用の深皿に炒いためたライスを盛り、その上にミートソースらしいルーがかけられている。


「なんでオレだけ違う料理やねん!?　しかも明らかに手て抜ぬきのハヤシライスモドキや！　なんぞウンチクでもあるもんなら言うてみい、南雲ォ!!」


「そいつはいわゆる『まかない食しよく』だ」


「ま、まかない……？」


「厨ちゆう房ぼうで働くシェフたちが、自分たちの食事のために作る簡単な料理のことさ。昨日の残りのご飯はんをガーリックライスにして、余あまった野菜とひき肉で作ったボロネーゼソースをかけたものだ」


「やっぱり余りもんやんけ」


「あいにくお前に食わせる物が他になかったんでな」


「ケッ……しゃあない。食うたるわい」


　静馬は不ふ貞て腐くされていながらどこか偉えらそうな顔で言ったが、料理をスプーンですくって口に運んだ直後、急に真ま顔がおに戻もどった。


「どんな味なんですか？　こっちのパスタを分けてあげますから、交換で一口……」


「アホ、お前には絶対食わさん！」


　静馬は大事そうに皿を抱かかえて、くるりと大作に背を向ける。


「ああっ、さては美お味いしいんですね!?　ちょっとぐらいならいいじゃないですか。ケチ～」


「フン、食いたかったらオレと同じ身分になるんやな」


「それは人間をやめろと言うのに等しいですよ」


「ほなオレは人間以下か!?」


　一向におとなしくならない静馬に、涼子はもはや注意する気も失うせて不ふ機き嫌げんに呟つぶやく。


「……ケダモノ以下よ」





　　　　五





「ああ～……やっぱ畳たたみはええわ～」


　昼食後──静馬はアザラシのごとく床に寝ね転ころがって、畳の匂においや心ここ地ち好よい感かん触しよくを楽しんでいた。


　畳は日本人の心という。マンション住まいの静馬には畳敷きの部屋はそれだけで贅ぜい沢たくといえた。


「ちょっと静馬、いつまでもゴロゴロしてんじゃないわよ！　道場の掃そう除じはまだ半分も終わってないんだから」


「んなもんオレが知るか～。だいたい何で関係ないこのオレが働かなあかんねん。お前が働け、お前が」


　腹がふくれて満ち足りた静馬はすでにウシと化している。そこへやってきた慶一郎は、布ふ巾きんで食卓を拭ふきながらクールに言った。


「お前に働けというのもどだい無理な話なんだろうな……まあ結局、草[image: ]静馬という男は、一度やりかけた仕事を途中で放り出すような人間なわけだ」


「──！」


　静馬の肩がピクッと動いた。





　　　　☆





「ああ、違う……そんなの絶対静馬さんじゃない～！」


　大作は今日三度目の嘆なげきの声をもらした。


「言うな大作……頼たのむからそれを言うな！」


　バケツに手を突っ込んで雑ぞう巾きんを洗いながら、静馬は苦にが々にがしく言った。


「あのアホの口車に乗せられてるっちゅうことは、オレかてよう分かっとる！　でもな大作……何な故ぜかしらん、それに逆さからうよか言いなりになってる方が落ち着くんや。今日のオレは何か目に見えん恐おそろしい力で操あやつられとる……」


　学校では掃除など一度もしたことのない静馬は、一刻も早く自由になりたい一心から、かつてないほどの労ろう働どう意い欲よくを見せた。手の皮がふやけるのも構わず雑巾を絞しぼり、何かに憑つかれたように床を拭ふき続ける。


「あら、サボッてると思ったら真ま面じ目めにやってんじゃない。あんたにしては珍めずらしく」


　時間を忘れて掃除に熱中していた静馬は、涼子の言葉でようやく我われに返った。顔を上げて周囲を見回すと、いつの間にか道場の端まで来ていて、床の雑巾掛けはほぼ終わっていた。急に疲ひ労ろうを覚おぼえた静馬は雑巾を放り出して大の字に寝転がる。


「こらこら、あたしが来た途と端たんに休むんじゃないわよ」


「やかましわい。ああ～クソッ……一人で全部やってもうたやないか！　だいたい道場の掃除ったら弟子の仕事やろ？　お前ができんでも他の弟子はどうした!?」


「他の弟子？　そんなのいないわよ」


「なんやと!?」


「だって弟子はあたし一人だもの。そもそもこの道場、四年前から閉へい鎖さされてたんだから……最初に言わなかった？」


「……ちょっと待てえ」


　静馬は眉み間けんにシワを刻きざんだ顔でムクリと起き上がった。


「ほな、なにか？　オレはお前一人のために、必死こいて掃除してたっちゅうわけか!?」


「ま、そういう言い方もできるわね」


「何じゃその言い草はああァ──ッ!!」


　静馬は仰あお向むけになったままクモのごとく器き用ように四脚歩行して涼子に急接近すると、両足を伸ばして涼子の下半身を挟はさんだ。


「食らえ必殺カニバサミ！」


「うわ、ちょっ、ちょっと!?」


　いきなりの奇き襲しゆうに涼子はバランスを崩くずして引き倒された。静馬は両足を涼子の胴どうにガッチリと食い込ませ、身動きを取れなくする。


「ふはははっ！　このカニバサミからは何者も逃のがれられん……観かん念ねんせい!!」


「こ、こら、放しなさいよこの変へん態たい！」


　涼子は抵抗しようとするが、筋肉痛の腕にはまるで力が入らず、静馬にあっさりと両手を封ふうじられてしまう。


「よう考えてみたら、両腕ボロボロで木ぼく刀とうも握にぎられへん今こそ、お前に復ふく讐しゆうする絶好のチャンスや！　連休前にやられた恨うらみは忘れたわけとちゃうで。南雲を倒す前にお前をキャーン言わしたる!!」


「ようやくその事実に気が付きましたね。いつバレるかと思ってハラハラしてましたが」


　バケツの水みず汲くみから戻ってきた大作が感心したように言う。


「だ、大作君？　見てないで助けなさいよ！」


「いいえ、僕はここでしっかりと見届けさせていただきますよ」


「なんでよ!?」


「かの有名な剣けん豪ごう、宮みや本もと武蔵むさしのエピソードにこういうのがあります。とある藩はんで御ご前ぜん試じ合あいをすることになった武蔵が出番を待っていると、幕まくで仕切られたすぐ隣となりに対戦相手がいることに気付いたんです。幕の間からそっと覗のぞいてみると、相手の剣士は背を向けていて、身み仕じ度たくの最中らしくまるで無む防ぼう備びでした。そこで武蔵は悠ゆう々ゆうと歩いて近付き、その剣士を一撃のもとに打ち殺してしまったそうです。藩の人からどうしてそんなことをしたのかと問い詰められた武蔵は、何食わぬ顔でこう答えました。『勝負というものは闘たたかうと決まった瞬しゆん間かんから始まっているものである』──とね」


　突とつ然ぜん始まった大作の『剣豪ちょっといい話』に、二人はポカンとした顔で耳を傾けていた。


「……で、そのココロは？」


「つまりですね……先月のＫファイトの一戦では涼子さんに軍ぐん配ばいが上がりましたが、それ以後も二人はつねに戦せん闘とう状態にあったというわけです。いくら精神的に優位に立っているからといって、スキを見せたのは油ゆ断だんでしたね。じゃあ、頑がん張ばって下さい」


「は、薄はく情じよう者ものお──ッ!!」


「よう言うた、大作！」


　戦闘再開。


　静馬は背後から涼子に抱き付き、首に腕を回してチョークスリーパーを狙ねらう。涼子は片手を挟んで絞しめ技わざを防ふせぎつつ、カニバサミから逃れようと必死に足をバタつかせて暴れた。


「ええい、おとなしゅうせんかい！　この体勢から抵抗しても無む駄だや、無駄無駄!!」


「勝ち誇ほこってんじゃないわよ、この卑ひ怯きよう者！　赤ザル！」


「また赤ザルっちゅうたな!?　もう容よう赦しやせえへんぞ、こんのアマ～！」


　静馬は左手で絞め技を仕掛けつつ、空あいた右手を涼子の脇わき腹ばらに這はわせ、五本の指を立てて荒っぽくくすぐった。


「あ痛たた……こ、こら！……や、やめ……あっ、あは、ひゃはははっ!!」


「んん～、ここか？　ここがええのんか～!?」


「ホントに痛いって！　やっ……ダメだって、もう!!」


「やめて欲しかったら、許して下さいと言え～！」


「イ、イヤよ！　絶対に……」


「ほ～、そうか？」


　静馬は涼子の耳に熱い息を吹きかけた。嫌いやがって顔を背そむけたところへ、無防備の首くび筋すじに唇くちびるを押し付け、音をたてて吸う。


「ギャ～～～ッ!!　何すんのよ、このドスケベ！」


「やかましわ、このシップ女！　さっさと降こう参さんせんとキスマーク付けるぞ」


「くあ～、もうアッタマきた！」


　ガスッ！


　涼子は真後ろの静馬に頭ず突つきをかました。さすがの静馬も首筋から口を離して、頭を振る。


「お前……このオレに頭突きで勝負とは、ええ度ど胸きようや！」


　ゴスッ！


　静馬の反撃の頭突きを後頭部に食らった涼子は、あまりの痛さに声も出なかった。


「あ……あんた……い、今の、本当に目の中に火花が飛んだわよ！」


「今日のオレはいつものオレとは違うんや。怒らせたらもう行くとこまで行くで！」


　静馬の手が脇からヘソの方へ伸びてきて、下か腹ふく部ぶをまさぐった。涼子は両りよう腿ももをぴたりと閉とじて防ぼう衛えいしながら叫さけぶ。


「静馬！　そそ、それ以上やったら冗じよう談だんじゃ済すまないわよ!?」


「アホ、勘かん違ちがいすんな。袴はかまの紐ひもを解ほどいてるだけや」


「キャアア──ッ！　バカァ──ッ!!」


　本気で暴れる涼子を無視して、静馬は鼻歌を歌いながら結び目を解いた。さらに袴を摑つかんで引っ張るが、後ろの方の帯おびしか解いていないため脱ぬがすことができない。


　最後の結び目を巡めぐって無言の格闘を繰くり広げていた二人は、床ゆか板いたを踏むかすかな足音に気付いてハッと顔を上げた。


　おはぎを載のせたお盆を持った美雪がすぐそこに立っていて、不思議な生き物でも見るような目つきで二人を見下ろしていた。静馬はノックもせずに部屋に乗り込んできた姉の視界からＨな本を隠かくす時に匹ひつ敵てきする反応速度でカニバサミを解き、涼子から離れる。


　美雪に続いて道場に入ってきた慶一郎が見たのは、汗だくで息も絶え絶えの状態で乱れた剣道着を直している涼子と、それに背を向けたまま、揃そろえた二本指を唇に当てて（何な故ぜか）素そ知しらぬ顔でタバコを吸う真ま似ねをしている静馬の姿だった。


「何かあったな？　そうだな、神矢!?」


「ええ、ありましたとも。かなり低レベルな闘いが」


　美雪が床に行ぎよう儀ぎよく正座して、慶一郎の持ってきたポットの熱ねつ湯とうでお茶をいれている。涼子と静馬の間にある妙みような雰ふん囲い気きはとりあえず無視することにして、慶一郎は言った。


「よし、草[image: ]！　掃そう除じも済んだようだし、おやつを食ったら相手をしてやろう。お前にはいろいろと聞きたいこともあるしな」


「おう、望むところや！」


　威い勢せいよく答える静馬を横目に、涼子はボソッと呟つぶやいた。


「……いっそ殺されなさいよ」





　　　　六





　十五分後──


　道場の中央で、慶一郎は静馬と向かい合った。


「東ひがし方かた流りゆう玄げんという男を知っているか？」


　いきなりの質問に、静馬は怪け訝げんな顔つきになった。


「知らんなあ……聞いたこともあれへん。誰だれや、それ？」


「俺の師し匠しようさ。そしておそらくは、お前の師匠でもあるはずの男だ。十一年前、大阪の外語大に進学した俺は、枚ひら方かたに移り住んだ。そこで流玄師匠に出会ったわけだが、その頃お前が住んでいたのも枚方だ。俺とお前が同時期に師匠と出会い、〈神威カムイの拳けん〉を伝でん授じゆされたことはほぼ間違いない」


「〈神威の拳〉……!?」


「仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう──お前の〈炎ほのおの虎とら〉や俺の〈龍りゆう気き〉のように、肉眼では見えない〈神しん気き〉という特別なパワーを利用した格闘術だ。お前はその力の溜ため方を『近所に住んでいた酒さけ臭くさい男』から教わったと言ってたが、その人こそ東方流玄だ」


「あのケッタイなおっさんが……オレとお前の師匠？」


　静馬は自分の右手を見つめながら呆ぼう然ぜんと呟いた。大作がデジタルカメラを回しながら、興こう奮ふんした口調で尋ねる。


「先生、その〈神威の拳〉について詳くわしく教えてもらえませんか!?　誰が創そう始しして、どんな歴史を経へて現代に伝えられたのか、そしてその格闘理論は……？」


「〈神威の拳〉の歴史は古い。一万二千年前の超古代アトランティス文明崩ほう壊かいの頃、すでに伝説の武術と呼ばれていたらしい」


　湯ゆ呑のみでお茶を飲んでいた涼子は思わず吹き出した。


「い、いちまんにせんねん～!?」


「そうだ。創始者が誰で、どういう経けい緯いで現代に伝わったのかは俺も知らないが、とにかく相当に古いという話だ。格闘理論のようなものは特にない……特別な呼吸法によって体内で〈神気〉を生み、それをコントロールすることで様々な神かみ技わざや超常現象を起こす、というのが基本思想だ。拳法というよりはまさに〈仙術〉だな」


「超常現象って、アレですか？　遠く離れた相手に触ふれずに攻撃できるような……」


「ああ、〈神気〉の塊かたまりを砲ほう弾だんのように飛ばす技わざは〈神威の拳〉でも基本中の基本だ」


「その威い力りよくは？　有ゆう効こう射しや程てい距きよ離りはどのくらいですか？」


「威力は技によってまちまちだが、届く距離は俺の場合で肉眼で見えるところまでだな。これが師匠になると……」


　慶一郎は天てん井じようを指差した。


「月の表面には何がある？」


「ウサギ」


「……それ以外のものだ」


「クレーターですか？」


「そうだ。月面のクレーターの三分の一は、大おお昔むかしに流玄師匠が練習で飛ばした神気弾が命中してできた代しろ物ものだそうだ。当時の月は現在よりももっと地球寄りだったんだが、そのせいで少し遠くなったという……」


「本気で言ってるんですか、それ？」


　大作の口調が途と端たんに疑うたがわしいものに変わった。慶一郎は困ったように頭を搔かいて、


「本人がそう言ったんだから仕方ないだろ？　ただ……日がな一日酒を飲んでるような人で、その話を聞いた時もベロンベロンだったからなあ……事実かどうかは保ほ証しようの限りじゃないがね。他にも木星と土星の間にあった惑わく星せいを撃うち砕くだいたとか、ハレー慧すい星せいの軌き道どうを変えて地球衝しよう突とつを防いだとかいう話もある」


「スケールがでかすぎるわい！　酒でアタマをやられとるんとちゃうか!?」


「本当にやりかねないほど強い人なんでな……あながちホラとも言い切れないのが恐こわいところだ。大戦中にＢ29を撃げき墜ついしたという話は信用できそうだが」


「もうええ！　とにかく話を元へ戻せや。その〈神威の拳〉がどうしたって？」


「そうそう、それだ。草[image: ]……例の〈炎の虎〉とかいう技をもう一度、俺に見せてみろ」


　慶一郎が軽く手て招まねきすると、それを挑発と受け取った静馬は反射的に身構えた。


「必殺技を見せろやと？　何のつもりや、南雲!?」


「安心しろ。俺から見ればお前の技は必殺でもなんでもない。思う存分撃うってこい」


「言うてくれるやないか……このデカブツが！」


　静馬は軽く握った拳こぶしを顔の高さに持ち上げ、膝ひざを軽く曲げて腰を据すえるようにして重心を下げた。リズムをとりながら踊るように足あし踏ぶみし、唇くちびるを尖とがらせて鋭するどい息い吹ぶきの声を上げる。


「ヒュウゥゥ──……」


　静馬の体内に〈神気〉の火種が生まれ、それが瞬またたく間に全身に広がって高圧の〈炎〉と化す。霊的な視力でしか捉とらえられないその輝かがやきに目を細めながら、慶一郎は両腕を組んだ不動の姿し勢せいのまま、静かに神気練法の呼吸を行なった。


　大作が涼子の道着の袖そでを引っ張って耳打ちする。


「一昨日おとといと同じ現象ですよ……なんか暑くありませんか？」


「──シッ！　黙だまって」


　静馬がゆっくりと右腕を振り上げた。その肘ひじから先は燃え上がる炎のような神気を帯びている。


「覚かく悟ごはええな……南雲ォ！」


「前置きはいいから、さっさと来い」


　静馬は舌打ちすると、大きく踏み込みながら前方の空間を薙なぎ払うようにして右腕を振るった。


「往おう生じようォォォ──せいやあァッ!!」


　轟ゴオォッ！


　静馬の腕の先から、紅ぐ蓮れんの神気がプロミネンスのように弧こを描いてほとばしる。爆発的に広がる炎の渦うずが慶一郎を呑のみ込み、直後、熱風を伴ともなった衝しよう撃げき波はが道場を揺ゆるがした。


「オラァ、どや!?」


　静馬は発達した犬けん歯しを剝むき出しにして、勝利を確信した笑みを浮かべた。神気の爆発の余よ波はをモロに受けて引っくり返っていた涼子と大作が起き上がる。


「あっ……」


　涼子は思わず声を上げた。慶一郎は両腕を組んで立ったままの姿勢で、その場から微び動どうだにしていなかったのである。


「なるほど。その程度か……思った通りだ」


　慶一郎は場違いなほど落ち着いた口調で感想を述べた。その言い方は、静馬にとってより屈くつ辱じよく的てきだった。


「なんでや？　なんで平気な顔で立ってられる!?」


「驚おどろく前に俺をよく見ろ」


　言われて、静馬は目を凝こらす。慶一郎の全身は青白い燐りん光こうを放つ〈龍気〉に包まれていた。薄うす絹ぎぬのように見える朧おぼろな龍気の膜まくが、強固な障しよう壁へきとなって〈炎の虎〉の効果を遮しや断だんしたのか──


「お前の考えていることは事実とは少し違うな。〈神威の拳〉の威い力りよくは、個人の体質や性格からくる神気そのものの性質とは関係がない……その総量、そして何より密度が問題だ！」


　慶一郎は両腕を解とき、両の掌を胸の前で向き合わせて、その間に龍気を集中した。龍気の青白い粒りゆう子しが、星せい雲うんのように渦を巻いて集しゆう束そくしていく。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　ソフトボール大に成長した龍気弾を、慶一郎はサイドスローで投げ付けた。


「うおっ!?」


　静馬は胸の前に差し出した両手で龍気弾を受け止める。


　キュイィィィン──


　手の中で暴れる龍気弾は、まるでモーターコイルのようにそれ自体が高速回転しながら電気を生み出しているようだった。


「なな、なんやねん、これは──!?」


「それが本当の〈神気〉というものさ」


　慶一郎が指をパチンと鳴らすと、龍気弾が炸さく裂れつし、静馬の身体は数メートルも吹き飛んで道場の壁かべに叩たたき付けられた。軽い脳のう震しん盪とうを起こして床ゆかに這はいつくばっている静馬に、慶一郎は話を続ける。


「お前に分かりやすく説明するとだ……例たとえばの話だが、バケツ一杯の水をぶっかけられるのと、同じバケツ一杯の水を凍こおらせて作った氷の塊かたまりをぶつけられるのとでは、どっちがより痛いかということだ。水すい蒸じよう気きが冷えると液体の水になり、さらに冷やされると氷という固体に変化するように、〈神気〉もまた高密度に圧あつ縮しゆくすることによって性質が劇げき的てきに変化する。ちなみに今の一発は、お前の〈炎の虎〉とほとんど同じ質量がある。気体と固体ほどの差はあるがな……」


　何が起きているのか分からない涼子と大作は、呆あつ気けにとられた顔で話を聞いている。


「草[image: ]、どうやらお前は〈神威の拳〉のほんの初歩の呼吸法しか教わっていないようだな。神気の溜ためも練ねり込みもまだまだ甘い。要するに修しゆ行ぎようが足りんということさ」


「ケッ……言いたいことはそんだけか！」


　静馬は生まれたばかりの仔こ馬うまのように震ふるえる足で立ち上がりながら、口だけは達たつ者しやに言った。慶一郎をにらみつける双そう眸ぼうには、追い詰められた獣けものの怯おびえはなく、ただ純じゆん粋すいな闘とう志しの輝かがやきだけがあった。


「神威の拳やと？　そんなもん使わんだかて、お前なんぞ素す手でで倒したるわい!!」


　ダメージを受けたように見えたのは芝しば居いだったのか、静馬は低い姿勢のまま猛もう然ぜんと突とつ進しんし、足を刈かるようにスライディングした。慶一郎は軽く床を蹴けってふわりと跳ちよう躍やくし、その攻撃を躱かわす。反撃を予想した静馬はすぐさま横っ飛びに転がり、顔面をガードしながら素早く身を起こした。


「……なに!?」


　慶一郎の巨体が視界から消えていた。


　ドンッ！


　背後からいきなり突き飛ばされた静馬は、前に倒れながらとっさに片手を床について受け身を取る。


「神気をぶつけるだけが能じゃない。〈神威の拳〉の奥はまだまだ深いのでな──」


　その声は背後から、それも静馬の耳元で聞こえた。振り向かずに肘ひじ打うちを放つが、手て応ごたえはない。直後、周囲に風が渦を巻いたかと思うと、静馬の正面に慶一郎が唐とう突とつに姿を現した。両腕を組んだ直立不動の姿勢のままである。


「俺の動きが見えたか？　これは〈旋つむじ駆がけ〉という特とく殊しゆな歩ほ法ほうだ。これをやるには十分な量の神気の蓄ちく積せきが必要なんだが……せっかく練った神気をすぐに放出してしまうお前には到とう底てい無む理りだろうな」


「クッソォ～、手品みたいに出たり消えたりしやがって。勝手なことほざくな！」


「まあそう言うな。藤とう堂どう校長にお前を鍛きたえてくれと頼たのまれてるんだ。俺としては気が進まないが……お前がどうしてもと言うのなら〈神威の拳〉の手ほどきをしてやらんこともないぞ。どうだ？」


「どうって……なんや、その思いっきし投げやりな言い方は？」


　再ふたたび身構える静馬に、横から涼子が声をかける。


「この間のことにワビを入れれば弟で子しにしてやるってことでしょ？　いい機会じゃない。土ど下げ座ざでもしとけば？」


「…………」


　静馬は黙だまって慶一郎の顔を見上げていたが、やがてゆっくりと右手を持ち上げると、握にぎり拳こぶしから親指一本を立て、それをグイッと真下に向けた。大きく息を吸って、一気にまくしたてる。


「ふざけんな！　誰がお前みたいな怪人熊くま男おとこの弟子になんぞなるか!!　たかだか十年やそこら長生きしとる程度で、このオレにナメた口をきくな……お前なんぞ実力で叩き潰つぶしたる!!」


　静馬らしい注文通りの台詞せりふに、慶一郎は苦笑をもらした。


「やっぱりな。お前ならそう言うと思ったよ。ところで、叩き潰すといっても具体的にいつまでにだ？」


「へ？」


「俺は今からでも構わんぞ」


「待て待て……慌あわてるな！」


　慶一郎が前に出たのを見て、静馬は飛び退のいて間合いを外はずす。


「いつまでやと？　そんなもん……そのうちに決まっとる！」


「ああっ、逃げる気ですね!?」


「アホ、逃げいでか！」


　静馬はダッシュで戸口に向かうが、そこに行く手をふさぐように人影が現れた。静馬とほぼ同じ一八五近い長身に、紺こん色いろの作さ務む衣えを着込んだ老人──鬼塚鉄斎である。


　道場に上がった鉄斎は、格こう子し窓まどのところまでやってくると、桟さんを軽く人差し指で掃はいた。


「小こ僧ぞう……草[image: ]とかいったな？」


　ドスの利きいた低い声に、忍び足で出て行こうとしていた静馬の足が止まった。


「やり直せ」


「な、なんでやね──んっ!!」




[image: ]





　結局、その日、静馬は鬼塚家で夕食まで食べることになった。










　第十話　魔王剣シュバルツカイザー







〈五月二十日──曇り〉





　運命の歯車ってやつが、どこでどう嚙かみ合っているかなんて、ただの人間に分かるものじゃない。


　それでも俺おれは〈見えない運命の力〉を確かに感じている。


　運命の力に導みちびかれ、俺は愛すべき人に出会い──そして憎にくむべき敵と闘たたかうことになる。





　　　　一





　Ｐｒｕｕｕｕ……


　校長室の電話が鳴った。


　出しゆつ勤きんしてきたばかりの藤堂は、受信ボタンを押してから椅い子すに腰を下ろして応おう答とうする。


「藤堂だが」


『あっ、校長ですか？　こちら南雲です。え～と、ちょ……急用が……して……』


「何かね？　よく聞き取れない……南雲君？　どうした、答えたまえ！」


　耳みみ障ざわりな雑ざつ音おんがしばらく続き、やがてプッツリと通つう話わは途と絶だえた。藤堂はいったん電話を切り、自分から慶一郎の携けい帯たい電話に掛け直したが、通話可か能のう圏けん外がいに出てしまっているようで一向に通じる気け配はいはない。


「やれやれ……また出張かね？　まったく君は謎なぞだらけの男だな。しかし、いい加か減げんにしておかないと給料を減へらすよ」


　藤堂は慶一郎の欠勤を職員室に知らせるために受話器を取ったが、何を思ったか、内線ボタンを押しかけたその手を途中で止めた。





　　　　☆





　二年Ｂ組の教室。


「おっはよー、涼子！」


「うむ、おはようでござる」


　月曜朝の開かい口こう一いち番ばん、涼子はクラスメートを豪ごう快かいにコケさせた。


「ご、ござるじゃないっしょ!?　どうしたっての、涼子？」


　涼子は窓側から二列目の一番後ろの席に腰を下ろすと、腹式呼吸を使っておごそかな口く調ちようで答える。


「実は昨夜、今は亡なき藤ふじ沢さわ周しゆう平へい氏を偲しのんで『用心棒』シリーズを読破したところ、かような時代劇口調になってしまったというわけでござるよ。なあに、拙せつ者しやにはよくある事。お気になさるな」


「気にするっつーの！　朝っぱらから友達が江戸時代になってりゃ……そんなハスキーな声出してると、ま～たぞろ一年の女子にファンが増えるよ？」


「むむ、それは由ゆ々ゆしき事態……」


「だからよせっつーの！」


　二人は互たがいに見つめ合った後、同時にプッと吹き出した。いつもならあまりはしゃぐことのない涼子だが、今日は珍めずらしく友人よりも長く笑い続けた。


「あれれ～、何かあった？　やけにゴキゲンじゃん」


「ふっふっふ……まーね。今日はあの真夏のストーブみたいに暑っ苦しいバカも来てないことだし、気分も良くなるってもんよ」


　それを聞いた友人はギョッとした顔になり、急に額ひたいを寄せて涼子に耳打ちする。


「いるわよ」


「へ？」


「ほら、そこ……」


　言われて初めて、涼子は自分の席の隣となり──窓側の一番後ろの席に座すわっている生徒の存在に気付いた。


　草くさ[image: ]なぎ静馬はそこにいた。机に頰ほお杖づえをつき、物もの憂うい表情で窓の外を眺ながめている。


　普段は黙だまっていてさえ全身からメルトダウン寸前の原げん子し炉ろのような一いつ触しよく即そく発はつの熱い存在感を醸かもし出している静馬が、今日は二万年前の地層から掘ほり出された玄げん武ぶ岩がんのように地じ味みに見えた。涼子は数秒間かけてじっくりと観察し、それでもなお我が眼を疑うたがった。


「まさか……影かげ武む者しや!?」


「いーかげん、時代劇モードから復ふつ帰きしなさいよ。あたしも最初はまさかと思ったけど、確かに本物よ。やっぱり先週、全校生徒の見てる前で南雲先生に完かん敗ぱいして、赤あかっ恥ぱじかいたから落ち込んでんじゃない？　『無敵伝説の終しゆう焉えんか？』って、もっぱらの噂うわさだけど」


「あいつのちっこい脳のう味み噌そに、反省だの謙けん虚きよだの自じ粛しゆくだのって単語があるとは思えないけど……ま、静かになって万ばん々ばん歳ざいってとこね。いっそ修しゆ行ぎようの旅にでも出りゃいいのに」


「あ～らら、相変わらず手て厳きびしいご意見ですこと」


　二人のやりとりにもまるで興きよう味みを示さず、静馬は深く溜ため息をつくだけだった。


　授業開始のチャイムが鳴った。


　席についた生徒たちは英語IIＡのテキストを机に出して、今や話題のニューヒーローとなった担当教師の登場を待ち受けた。


「グッモーニン！　生徒諸君」


　渋しぶいバリトンが教室に響ひびく。しかし、その挨あい拶さつに応こたえた生徒は一人もいなかった。なぜなら、教室に現れたのが、まったく予想外の人物だったからである。




[image: ]


　教きよう壇だんの正面に座っている大作が、生徒全員を代表して質問した。


「こ、校長先生……何か御ご用ようですかあ？」


「何だね、その心底いやそうな口くち振ぶりは？」


　出しゆつ席せき簿ぼを手にした藤堂校長はややムッとした顔で答える。


「南雲君が急用で出掛けたので、一時限目の授業は私が代理を務つとめることにしたのだよ」


「ええ～っ!?」


　教室のあちこちから本気のブーイングが飛ぶ。藤堂は教壇を指でコツコツと叩たたき、


「静まりたまえ。週の最初の授業から休講にすることは私の教育方針に反するのだよ」


「でも、校長先生って教きよう職しよく免めん許きよ、持ってたんですか？」


「私が趣しゆ味みで校長をやっていると思ったのかね!?　こう見えても英語を始め主要八ヶ国語をマスターしているのだ。問題はない」


「ウッソだあ～っ！」


　校長の言葉は満まん場じよう一いつ致ちで否ひ定ていされた。


「う、噓うそをついてどうなるというのだね!?　どうやら、諸君らは私に対して根本的に誤あやまった認にん識しきを持っているようだな……」


「あながちそうとも言い切れないわよ～。都立高なのにほとんど私し物ぶつ化かしちゃってるし～、裏で何やってるか分かったもんじゃないのよ～怪あやしいのよ～？」


　いつ現れたのか、校医の菱ひし沼ぬま女史が廊ろう下か側がわの窓から顔を出して、外野から口を挟はさんだ。


「そこで何をしているのかね、菱沼君！」


「だって～、月曜の保健室ってヒマなんですも～ん」


「だからといって授業を妨ぼう害がいし、そのうえ私があたかも裏で不正を働いているかのごときデマを流すのはやめたまえ」


「伯お父じ様さまの方こそ、下へ手たな授業なんかやめた方がいいわよ～。みんなも変なグラサンオヤジに英語教わるくらいなら、私の楽しい保健の授業の方がいいわよね～？」


「は──いっ!!」


　菱沼女史の意見は満場一致で受け入れられた。声せい援えんを受けた菱沼は両手でＶサインを作って無む邪じや気きに喜ぶ。


「ほら～、私の方が民みん衆しゆうの支し持じを受けてるのよ～。そろそろ退たい陣じんの時期かもね」


「……言いたいことはそれだけかね？」


　藤堂は上着のポケットからインターコムを取り出した。


「私だ……至し急きゆう、２─Ｂの教室に来てくれたまえ。そう、今すぐにだ！」


　間もなく廊下に大勢の足音が近付いてきたかと思うと、菱沼は大門高校の教員十数人に包ほう囲いされた。金かね田だや弥や永ながをはじめとする教師たちが、藤堂の召しよう集しゆうに応じて駆かけ付けたのだ。授業を中断させられた彼らは一人残らず真ま顔がおで、しかも殺さつ気き立だっていた。


「ほ～ら奈々子ちゃん、おとなしく保健室へ戻もどろうね」


「我々の授業にも差さし障さわりがあるからね」


「さあ、もうドンドンいこうね」


「キャ～、イヤ～ッ！」


　菱沼が強制連行されていくと、藤堂は生徒たちを見回し、サングラスの奥の眼をギラリと光らせた。


「私が大門高校校長、藤堂鷹たか王おである！　諸君らが無ぶ事じに卒業できるかどうかは、私の胸ひとつだということを忘れんようにな」


「大人おとな気げないなあ……よっぽど悔くやしかったんですね」


「黙だまりたまえ。さあ、授業を始めるぞ！」





　十五分後──藤堂式催さい眠みん言げん波ぱにより全員爆ばく睡すい。





　　　　二





　ゴスッ！


　自由落下しているような奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かん覚かくから解かい放ほうされた直後、慶一郎は脳天に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けた。続いて、地球上の数倍の重力がいきなり両肩にのしかかってきたような重圧感に襲おそわれる。


「な……何だ何だ!?　どうした？」


　眼を開けてみたが、周囲は完全な闇やみだった。


「もしや次元の狭はざ間まに引っ掛かったとか!?　それは困るぞ！　おい、レイハ……どこだ？」


　両手を伸ばして闇の中を探っていると、何者かがアーミーパンツのベルトを摑つかんで引っ張った。それがレイハの手だと直感した慶一郎は、膝ひざの力を抜いてその場にしゃがむ。すると肩の重圧が消えて、突然視界が開けた。


「──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　紅あかい瞳ひとみが目の前にあった。ひと目で白子アルビノと判わかる、血管が透すけて見える白い肌はだとガラス繊せん維いのような髪。異世界ソルバニアの鬼神召しよう喚かん士しレイハである。


「あのな、レイハ……狭せまいよ？」


　慶一郎が召喚された場所は、天てん井じようの高さ一・八メートルにも満たないトンネルの中だった。慶一郎は召喚されるなり天井を突き破り、そのまんま挟はさまってしまったのである。トンネルの材質は例によって軽かる石いし程てい度どの硬かたさで、さしたるダメージはない。


　上下につぶれた六角形のトンネルには、左右の壁かべに緑みどり色いろに発光するパネルが並んでいる他に照明らしい物は見当たらない。床ゆかに描かれた召喚用の魔ま法ほう陣じんの放つ光が、レイハの顔を下から照らしている。袖そでの大きい白い上着に、キュロットスカートのような赤いパンツといういでたちは、やはり巫み女こをイメージさせるものだった。


「ここはサーガイアの地下、〈魔ま導どう大だい法ほう円えん〉の内部です。これより〈法円〉の最下層にある中ちゆう枢すう部ぶへ向かいます」


「……何をしに？」


「〈マキシの儀ぎ〉を止めるためです。時間がありません……すぐに出発しましょう」


　言うなりレイハはトンネルの奥、わずかに下くだり坂になっている方へ向かって歩き出した。慶一郎は極きよく端たんに背を丸めた不自然な姿し勢せいで歩きながら後に続く。匍ほ匐ふく前ぜん進しんするほど狭くはないが、立って歩くには絶ぜつ妙みように窮きゆう屈くつな通路だった。


「〈マキシノギ〉とか言ったな？　それを止めるとも……すると、今回の相手は人間ってことか？」


「〈邪じや神しん〉の時と同じです。しかし〈賢けん者じや〉たちは今回、〈魔ま素そ〉の発生源そのものを制せい御ぎよしようとしています」


「それは……いいことじゃないのか？」


「〈マキシの儀〉は〈冥めい王おうの書〉に記しるされている対たい処しよ法ほうですが、〈大だい殺さつ戒かい〉に入った現在の状じよう況きようでは逆の効果しかもたらしません。どうしても止めなければ……最悪の結果を招まねいてしまうでしょう」


「〈メイオウの書〉!?　〈ダイサッカイ〉……？」


　レイハの背中を見つめるが、答えは返ってこなかった。


「最悪の結果って……前よりも強力な〈邪神〉が生まれるとか？」


「サーガイアが崩ほう壊かいします」


「……了りよう解かい」


　非常事態だということでとりあえずは納なつ得とくしたものの、慶一郎はひどく釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。ソルバニアに召喚されるようになっておよそ半年──しかし慶一郎の知っている情報といえば、わずかな事柄に過ぎないのだ。


　この異世界ソルバニアは〈魔素〉と呼ばれる霊的に有ゆう害がいな物質が凝ぎよう固こして生まれる魔物の脅きよう威いにさらされている。


　ソルバニアの人間たちはそれに対処するべく様々な方法を用もちいているが、強力な魔物を退たい治じするのに有効な手段は〈イェネンの鬼神〉＝慶一郎を召喚する以外になく、そしてその召喚魔法はレイハ以外の者には使えないらしい。あるいは使おうとしない。もしかすると禁止されているのかも知れない。


（い……いかん！　よく考えてみたら俺おれは何も知らんのでは!?）


　レイハに質問しても体ていよく無視されることが多いため、魔物以外の情報はほとんど教えてもらっていない。


　ソルバニアの賢者たち（高位の呪じゆ術じゆつ師し）とレイハの方針はどうして食い違うのか？


　慶一郎が魔物を退治することにどんな意味があるのか？


　そもそも〈魔素〉とは何なのか──謎なぞはあまりに多い。


（まあいい、考えるのはよそう。どうせ地球の常じよう識しきなんて通用しないし、どうせ俺なんかカプセル怪かい獣じゆう扱あつかいだし……）


　急ぐと言いつつレイハは悠ゆう然ぜんと歩いていく。緩ゆるやかに右にカーブした通路は延えん々えんと続き、慶一郎の首と腰が痛くなってきた頃、レイハはようやく足を止めた。


「ここです」


　レイハが立ち止まった場所は、それまでの通路とまったく同じように見えた。


「ここって……？」


　その場にしゃがんで辺あたりを見回していると、足元の床が突然消え失せ、慶一郎はレイハとともに宙に投げ出された。


「──!?」


　眼下に巨大な人工空間が広がった。直径一〇〇メートルにも及およぶ縦たて穴あなの中央に、銀色の金属板が尖せん塔とうのようにそびえ立っている。銀色の尖塔の周囲には、金色に輝かがやく光の帯おびが三重四重に螺ら旋せんを描えがいてゆっくりと回転している。


　この空間にはわずかな重力しか働いていないのか、ゲルの中を沈しずんでいくように緩やかな落下速度のため、慶一郎は空くう洞どう内ないの様よう子すを落ち着いて観察することができた。一いつ緒しよに落下しながら慶一郎の肩にお尻しりを乗せているレイハが、尖塔を指差して言う。


「あれがソルバニアの魔力の源みなもと──〈魔ま王おう剣けん〉シュバルツカイザーです」


「へっ!?」


　慶一郎はレイハの台詞せりふの内容よりも、言葉そのものに驚おどろいた。


「〈闇の皇帝シユバルツカイザー〉？　どうしてそこでドイツ語が出てくる!?」


「ドイツ……？　分かりません。ソルバニアでは古いにしえよりこの名で呼ばれています」


「昔から!?　じゃあ日本語はどうなんだ？　俺たちの話しているこの言葉も、ずっと昔から伝わったものなのか？」


「……レイハには分かりかねます」


「分からんってのはどういうことだよ!?」


「最下層に着きます」


　下を見ると、床がすぐそこまで迫せまっていた。慶一郎は月着陸船よろしくやんわりと着地する。


　正面にそびえる巨大な銀色の尖塔──〈魔王剣〉シュバルツカイザーは支ささえもなしに空中に浮いており、その真下には階段ピラミッド状の祭さい壇だんが設もうけられていた。祭壇の頂上には三角フード付きの黒いマントに身を包んだ三人の神官らしき人物が並び立ち、折おりしも〈儀式〉の真っ最中であった。〈魔王剣〉を囲む光の帯は、祭壇中央の魔法陣から伸びている。


「ケイ、レイハを祭壇まで運んでください」


「このままか？　君もけっこう横おう着ちやくだな」


　慶一郎はレイハを肩に乗せたまま歩き出した。


　レイハがテープの早回しのような独特のソルバニア語で呼び掛ける。すると階段にずらりと並んだ白しろ装しよう束ぞくの兵士たちが一いつ斉せいに振り返り、先が三みつ叉またになった長なが槍やりを二人に向けて構えた。


「見たところ通してくれそうにないが、どうする？」


「突とつ破ぱしましょう」


「言うのは簡単なんだがな……しょうがない、跳とんでみるか」


　慶一郎は思い切り床を蹴けって跳ちよう躍やくした。兵士たちの頭上を飛び越え、一気に祭壇に降り立とうという狙ねらいである。


　バィン！


　慶一郎の身体は突とつ如じよ目の前に出現したオレンジ色の光のカーテンに衝しよう突とつし、軽い電撃のショックとともに弾はじき返された。空中で身体をひねって体勢を立て直し、レイハを両腕に抱かかえて着地する。慶一郎を迎げい撃げきしたのは、前回〈青あお鬼おに〉を捕ほ獲かくしたのと同じ、長槍の先から発射された牽引光線トラクタービームだった。


「上からは無理か。すると正面突破しかないわけだが……レイハ、今さらという気もするが話し合いで解決という道はないのか？」


「彼らはレイハを信用していません。〈戦巫女イクサノミコ〉の存在は〈冥王の書〉の写しや本ほんには記されていないからです」


「その〈冥王の書〉ってのは聖書か予言書みたいなものなんだな？　つまり君はここでは異い端たん者しや扱いなわけか……すると俺の立場は!?」


「急いでください。時が迫せまっています」


「……はいはい」


　慶一郎はレイハを置いて一人で前へ出た。兵士たちが慶一郎に槍を向けている。白い頭ず巾きんを目ま深ぶかに被かぶって表情を隠かくしているが、彼らが〈イェネンの鬼神〉を悪魔か魔神のように恐れていることは、小こ刻きざみに震ふるえている槍の穂ほ先さきを見ても明らかだった。


（あんまり嫌われたくないんだがな～……）


　静かに〈龍気〉を練ねりつつ前進すると、慶一郎の身体は黄金色の火の粉このような瞬またたきをまとった。


　ブァン！


　十数条のオレンジ色の光線が走る。慶一郎は龍気を集中した左手を前に突き出し、掌てのひらで光線を受け止めた。まるで消防車の放水のように物理的な光の圧力に耐たえながら、それでもじりじりと進んでいく。


　弾かれた光線が作る虹にじ色いろの光こう輪りんの向こうに、不意に眩まばゆい光の柱が噴ふき出した。祭壇から伸びる光の帯が爆発的に膨ふくれ上がり、〈魔王剣〉を下から花弁のように包み込んでいく。


「あれは!?」


「魔素封じの結けつ界かいが完成します。祭壇に神気弾を撃ち込むのです！」


「神気弾を……？」


　慶一郎は左手で光線を防ぎながら、右手に龍気を溜ためて〈神しん飛ひ拳けん〉を撃つ構えを取ったが、そのままの姿勢で固まった。


（チッ……この角度では撃てん！）


　慶一郎は躊ちゆう躇ちよした。祭壇は階段状になっているため、慶一郎の位置から頂上に向かって龍気弾を撃つと、間にいる十数人の兵士たちをも巻き込んでしまう。


〈神飛拳〉の破は壊かい力りよくは、大リーグのピッチャーに重さ約四キログラムの鉄球を至し近きん距きよ離りから思いっ切りぶつけられるのと同程度である。地球の格闘家でも肋ろつ骨こつ粉ふん砕さい及び内ない臓ぞう破は裂れつの危険があり、小学生並の体力しかないソルバニア人が直撃を受ければ即そく死しは確実だった。


「ケイ、何をしているのです？　早く撃ちなさい！」


「このまま撃ったらこいつらまで吹っ飛ぶぞ？」


「問題はありません。儀ぎ式しきを止めることが優先です」


「バカ言うな!!」


　慶一郎は退ひくことも撃つこともできず、その場で硬こう直ちよくした。四重の螺ら旋せんを描く光の帯が〈魔王剣〉を下から縛しばるように包んでいく。兵士たちが光線の照しよう射しやを止める気け配はいはない。


「レイハ……レイハ！　本当に撃っていいのか？　本当にこれは正義なのか!?」


　龍気弾を摑つかむ手が震える。慶一郎は幾いく度どとなく撃とうとして、その度たびに思い止とどまった。


（撃てば目の前の連中が死ぬ。撃たなければサーガイアが崩ほう壊かいして全員死ぬ──究きゆう極きよくの選せん択たくってやつか？　冗じよう談だんじゃねえ！）


　封魔結界が〈魔王剣〉の下半分まで達した。結界完成まであと十数秒──


「チィィッ、南な無む三さん!!」


　慶一郎は〈神飛拳〉を撃った。


　祭壇ではなく、結界そのものに向けて。


　残ざん像ぞうを引いて飛んだ龍気弾は、光の帯が閉じ合わさる寸前の隙すき間まに命中した。爆光が広がり、結界の閉じ目が弾はじかれて解ほどける。


「よし……！」


　会かい心しんの笑みを浮かべた直後、光の帯は再び収しゆう束そくしはじめた。〈神飛拳〉の一撃はほんの二、三秒の時間稼かせぎにしかならなかったのだ。


　慶一郎は全力で床を蹴り、垂すい直ちよくに三〇メートル以上も跳ちよう躍やくした。


「うおおおっ!!」


　両手を使って〈神飛拳〉を連射するが、結界はびくともしない。慶一郎は全身の龍気を両手に集中する。


「〈天てん覇はァ龍ゥゥ……」


　ビシュ！


　最大威い力りよくの龍気弾を放とうとした慶一郎は、地上から光線の一いつ斉せい射撃を受けて弾き飛ばされた。


「……クソッ！」


　撃げき墜ついされて地上に戻もどってきた慶一郎が上を見上げた時、すでに光の帯は〈魔王剣〉を完全に包み込み、誕たん生じよう日びのプレゼントよろしくラッピングしてしまっていた。


『手遅れだった、ようだな。レイハ。そして、イェネンの鬼神よ』


　少年のように若い男の声が響ひびいた。その声の主は、壇上にいる三人の内で最も背の高い神官だった。発音こそ正確だが、合成音声のように平へい坦たんで人工的なトーンの日本語である。


『〈マキシの儀〉は、完成した。イクサノミコを名乗る、お前が、何を考えていたのかは知らないが……これで、我々の正しさが、証明されるだろう』


「そうでしょうか？」


　レイハの言葉には、明らかな否定の響きがあった。


『レイハ、お前は、何を恐れる？　〈魔王剣〉を封じても、このソルバニアを支える、我らが〈主〉の魔力は、衰おとろえることはない』


「いいえ、闘たたかいこそ我らが〈主〉の欲よくするもの……だからこそ〈戦巫女〉は存在するのです。〈冥めい王おうの書〉の叡えい智ちをもってしても〈大だい殺さつ戒かい〉は止められはしません」


『ならば見よ！』


　神官は両手を頭上に掲かかげて、結界に包まれた〈魔王剣〉を示した。


『我々の結界は〈魔王剣〉の放つ、混こん沌とんの波動を、こうして封じ込めたではないか!?　いまさら、何を言おうと──』


　神官は最後まで言葉を続けることができなかった。〈魔王剣〉の頂点に出現した銀色の光が、結界の表面を切り裂さいて真下に向かって走り抜け、神官の身体を貫つらぬいたからである。


「……なに!?」


　慶一郎の目の前で、残る二人の神官の胴どう体たいが水平に切せつ断だんされた。床ゆかの近くに銀光が閃ひらめくのを見た慶一郎は、レイハの身体を抱いて後方に跳び退のいた。


　カッ！


　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが、慶一郎の網もう膜まくを刺さした。


　次の瞬間、三十数名の兵士たちの身体は、見えない刃やいばに両断されて宙ちゆうに舞まった。しかしその断面からは一滴の血も流れ出なかった。魔法の呪じゆ文もんかコンピュータのプログラム言げん語ごのような記号と文字の連つらなりが、鮮せん血けつの代わりに噴き出したのである。


　ソルバニア人の身体はまるで古いセーターが解ほどけて毛糸に戻るように分解され、空中の見えない糸車に巻き取られていった。超高速で回転しながらすべてのソルバニア人を分解吸収した〈毛糸玉〉は、やがて、銀色に輝く人型を形成した。


　猛もう烈れつな大たい気き摩ま擦さつによって生じた熱風を両腕で防ぎながら、慶一郎は陽かげ炎ろうの中に立つ人影の正体を見み極きわめようと目を凝こらした。


「こいつは……!?」


　慶一郎は目を瞠みはった。


　それは、まさに機械との合体人間と呼ぶに相応ふさわしい姿だった。頭部は西洋の鎧よろいを思わせるフルフェイスの仮面で、胴体は鱗うろこ状じように並ならぶ無数のナイフによって被おおわれている。上じよう腕わんや太ふと腿ももは皮ひ膚ふに直接銀メッキを施ほどこしたように滑なめらかで、その先にあるべき手首や足首は、巨大なアーミーナイフ風の片刃の剣になっている。


「〈魔王剣〉から生まれた魔物？　魔剣の精ってとこか……」


『──その通りだ。イェネンの鬼神よ』


　魔人がさっきの神官の声で答えた。


『我は〈剣けん魔ま〉──殺戒を破り、この地を千万の贄にえの血に染めるが我が〈主〉より与えられし使命……』


〈剣魔〉は両腕の剣を頭上で交差させた。背中から銀色の翼つばさが左右に広がる。その羽根の一枚一枚が鋭するどいナイフになっていた。


「血に飢うえた魔剣ってか？　自分で言ってりゃ世話はねえが……やれやれ、こんなのを相手にするのか、俺は!?」


　すでに死闘の覚かく悟ごを決めながら、慶一郎は召しよう喚かんされたことを真しん剣けんに後こう悔かいしていた。
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　昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。


　体育の授業のためにジャージに着替えた涼子は、校こう舎しやからグラウンドに出てきたところで、低い地響きのようなバイクのエンジン音を耳にした。駐ちゆう車しや場じようは校舎の反対側にあり、こんなに大きく聞こえてくるはずがなかった。


「……何かしら？」


　奇き妙みように思う間もなく、けたたましいクラクションの音が背後から浴あびせかけられた。驚おどろいて横に身を躱かわすと、中庭を突っ切ってきた黒い大型バイクが猛もう牛ぎゆうのごとく脇わきをすり抜け、グラウンドへ飛び出していく。


「何よ何よ？　何なのよ、いったい!?」


　後を追っていくと、グラウンドで止まったバイクは大勢の生徒たちに遠巻きに囲まれていた。ライダーは長ちよう身しん瘦そう軀くを黒のレザースーツに包み、銀色のフルフェイスのヘルメットを被かぶっている。


「我が大門高校の神しん聖せいなるグラウンドにバイクで乗り込むとは、何たる狼ろう藉ぜき！　貴き様さま、覚悟はいいだろうな!?」


　体育担当の金田が詰め寄ると、ライダーはバイクから降りてヘルメットを取った。


　生徒たちの間から驚きの声と溜ため息が同時に漏もれた。ヘルメットの下から現れた素顔が、ダークブロンドの髪にグリーンの瞳ひとみを持つ美青年だったからである。鼻が高く、顎あごが尖とがっているため鋭い印象があるが、目元に愛あい嬌きようがあり、どこか人の好よさを感じさせる顔だちだった。


「いったい何者だ!?」


　金田の問いに、謎なぞの外人ライダーはいきなり満面の笑みを浮かべ、揉もみ手をしながら前に歩み出た。


「ハァ～イ！　というワケでケイン・バーネットなんですケド、イヤ～頑がん張ばっていかなアカンな～言うたりナンカしましてネェ～」


　呆あつ気けに取られている生徒たちに構かまわず、謎の外人ケインはさらに調子に乗ってまくしたてる。


「ジャ、ここでメリケン小話をヒトツ──


　『ヘイ、ジョージ！　隣となりのゴードンの家にバリケードが出来たってネェ？』


　『ＯＨ！　イッツ・ソー・クール（カッコイイ）!!』


　ナ～ンつって、ＨＡＨＡＨＡＨＡ……！」


　魚うお河が岸しのマグロのようにどんよりとした生徒たちの視線にさらされながら、ケインは腹を抱えてバカ笑いした。


「ええい、わけの分からんことを言って誤ご魔ま化かすな！」


　金田が怒鳴ると、ケインは首をすくめて『やれやれ』のポーズを取って皮ひ肉にくな笑みを作った。


「フウ……挨あい拶さつ代わりのジョークも理解できネーとは、とんだカッペ野や郎ろうッスネ！　ンモ～信ジランナイ、超ダサ!!」


　外見に反して実に流りゆう暢ちようで、ついでに人を食ったような嫌いや味みな口調の日本語だった。


「オイラはアメリカン・ニンジャ・ファイターのケインってモンさ。早さつ速そくで悪いケドネェ～、ここにケーチローがいるって聞いてきたんだけっどもさ～、イッチョ呼んでくれっかな～？」


「ケーチロー……？」


　誰だれのことを言っているのか分からず、皆が怪け訝げんな顔をしている中、一人だけ手を上げた生徒がいた。神矢大作である。


「それって、南雲慶一郎先生のことじゃないんですか？」


「ＯＨ！　それだよ、それ……奴やつはイズコに？」


「急用で出掛けたそうですけど、何の御用ですか？」


「そんなの聞くまでもネェーッス！　ストリートファイターの用っつったらファイトに決まってるっショ!?　オイラと勝負、勝負、勝負しねェ!!」


　生徒たちはどよめいた。担任教師と勝負するために、わざわざ地球の反対側から挑戦者がやってきたのである。


「しかしケーチローがいないんじゃ、オイラの不ふ戦せん勝しようってワケだね。じゃあガッコのカンバンは貰もらってくよ～？」


「……カンバン？」


「勝ったら証しよう拠こ品ひんを持ち帰るルールは、日本の古き良き伝統だね」


「それは要するに道場破りでは!?」


「いかん。そんな事は認みとめんぞ！」


　猛然と抗議する金田を脇へ押し退のけて、一人の生徒がケインの前に進み出た。


「南雲と勝負やと？　そいつは聞き捨てならんなあ」


「草くさ[image: ]なぎ!?」


　やってきたのが草[image: ]静馬だと知った生徒たちは、とばっちりを避けるために慌あわてて人の輪を広げた。


　体育の授業をサボるつもりだったらしく制服姿の静馬は、ポケットに両手を突っ込んだままのだらしない姿勢で、無ぶ礼れい極きわまる挑戦者の顔をにらんだ。


「ケインとか言うたな……あんた、あっちアメリカで南雲と勝負したことあんのか？」


「ＮＯ！　イッペン手合わせしただけでね～、正式にはファイトしてネーのよ。だからここで決着をつけるってワケさ」


「ふうん……そういうことやったら、南雲よりも先に、まずこのオレと勝負するっちゅうのがこの学校のキマリや。オレに勝てたら、看かん板ばんでも銅どう像ぞうでも好きなもん持ってったらええ」


「誰がそんなことを許可した!?　勝手なことを言うな！」


　金田の怒鳴り声を無視してケインはニッコリと笑い、片手でＯＫサインを作る。


「オッケェ～イ、勝ちゃいーんダネ？」


　言うなり、左手に持ったヘルメットを投げ付けた。ヘルメットが静馬の顔面に向かって飛び、視界を塞ふさぐ。ケインはその一瞬の死し角かくをついて大きく踏ふみ込んだ。


「──!!」


　静馬の両手はポケットの中だった。左右に避よけるにしても後方に退ひくにしても、致ち命めい的てきな隙すきが生じてしまう。ケインにとっては必勝のタイミングであり、必殺の間合いであった。


　ガツン！


　静馬はまったく避けようとはせず、目の前に飛んできたヘルメットを逆に頭ず突つきで打ち返した。至し近きん距きよ離りに踏み込んできたケインはカウンターで顔面にメットの直撃を受け、泡あわを食って横に飛び退いた。


　二人は互たがいに赤くなった眉み間けんを手でさすりながら、不敵な笑みを浮かべてにらみ合う。


「フン……いきなりとは穏おだやかやないな」


「そっちこそ、ファーストアタックを見事に躱かわすとはね。ただのエチオピアのヒトじゃないらしーネ」


「誰がエチオピア人やねん!?」


　静馬は両手をポケットから出して戦せん闘とう体勢を取った。


「──待ちたまえ！」


　今まさに二人が激げき突とつせんとするその時、数人の生徒を引き連れた藤堂校長がおっとり刀がたなで駆かけ付けた。


「その勝負、この藤堂とＫファイト実行委員会が預あずかる！」


「なんやと？　呼びもせんのに横からしゃしゃり出てくんな、このグラサン親おや父じが」


「そうはいかんよ。校内での争い事はすべて実行委員会が立ち会う決まりになっているのだ。それに草[image: ]君、なにもこんな校庭の真ん中で闘うこともあるまい。ケイン君はどうかね？」


「オイラはどこでもイーッスよ、別にィ～」


　ケインは能天気な口調でそう言うと、地面に転ころがったヘルメットを拾い上げた。


「よろしい。それではすぐに対戦場所を用意させよう。諸君、ただちに準備に取り掛かってくれたまえ」


「ちょーっと待たんかい!!」


　静馬のひと声で実行委員たちの足が止まった。静馬はケインの正面に歩み出ると、尖とがった鼻先に指を突き付ける。


「場所を変えてやり合う前に、言うときたいことがある……」


「ナニ？」


「あんたのバイク、ちょっとだけ見せてくれへん？　ええやろ!?」


　実行委員会のメンバーは何も聞かなかったかのように足早に立ち去り、その場にはグッタリとした空気が残された。
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　チュイイイィィ──ンッ!!


　銀色に輝かがやく巨大な超高速回転ノコギリが、床ゆかを削けずりながら目前に迫せまってきた。


　慶一郎は寸前まで引き付けてから身を躱かわし、避よけながらノコギリの回転面に対して垂すい直ちよくに突き蹴けりを放つ。


　バィン！


　回転ノコギリは耳みみ障ざわりな金属音を上げて横おう転てんすると、レンズ状のボディを一瞬で人型に変形させて、床の上に両足で起き上がる。慶一郎は滑すべるように踏み込んで、〈剣魔〉の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。


　全身刃物の金属人間は爆破されたように吹っ飛び、床で二回バウンドして空くう洞どうの内ない壁へきに激突した。


「〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　倒れた〈剣魔〉に向けて龍りゆう気き弾だんを連射する。たて続けに巻き起こる爆光の中から、数十に及およぶ剣やナイフが飛び出し、空中の一点に寄り集まって人型を形作った。


「ええい、またかよ!?」


　身体の前面から無数のナイフを生はやした〈剣魔〉が四し肢しを広げて頭上にダイブしてきた。慶一郎は後方に跳とび退のきながら龍気弾を撃ち、着地寸前の〈剣魔〉を吹き飛ばす。しかし〈剣魔〉は一振りの大剣に変じて床に突き刺さった。


「打撃も神気もさっぱり効きかん！　レイハ、こいつに弱点はないのか!?」


　龍気を練ねる息いき継つぎの合間に、慶一郎は祭さい壇だん上じようのレイハに尋ねた。


「〈剣魔〉の身体を形作る刀剣をいくつ壊こわしても無む駄だです。核かくとなる玉があるはず。それを見つけて壊す以外にありません」


「またそうやって簡単に言ってくれるけどな……」


　ボヤキつつ〈剣魔〉の変身した大剣を観察した慶一郎は、鍔つばの部分に拳こぶし大だいの真っ赤な宝石がはめ込まれているのを発見した。


「……あった！」


　慶一郎はありったけの龍気を胸の前で合わせた両手の間に集め、最強の龍気弾を発射する。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」


　直径二メートルを超える巨大龍気弾が床をえぐりながら疾しつ走そうし、人型に戻もどって避けようとした〈剣魔〉を呑のみ込んで爆ばく裂れつする。同時に慶一郎は床を蹴って跳ちよう躍やくし、空中で何かを摑つかみ取った。


　爆発の中から飛び出した無数の刀剣が、行き先を見失ったように慶一郎の周囲で渦うずを巻いて旋せん回かいする。


「悪いが、あんまり本業をおろそかにできないんでね」


　慶一郎はそう断ことわると、手の中の〈宝ほう玉ぎよく〉を握にぎり砕くだいた。
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　静馬とケインの対戦場所として藤堂が用意したのは、体育館の一角に設もうけられた六角形のリングだった。


　リングは六本の柱とその間に張られたネットで囲まれており、素す足あしでも自由に動けるようにとの配はい慮りよから、床には硬かたいマットが敷き詰められている。


「あんた、そのまんまでやる気か？」


　いつもの赤いＴシャツに、下はトレパンに体育館シューズという、計はからずもサボる予定だった体育の授業そのままの格かつ好こうの静馬は、レザースーツ姿のケインに尋ねた。


「ダイジョーブ！　マ～カシテ!!」


　謎なぞの外人格闘家ケインは、絶対信用ならない軽い調子で答える。さすがにブーツでは闘たたかえないので、足元はスニーカーに履はき換かえていた。


「どーでもいいから、とっとと始めなさいよ！　あんたのせいで授業がつぶれてるんだから……」


　他の生徒たちと一いつ緒しよに体育座ずわりで観戦している涼子が、投げやりに言った。


　先週の空から手て部との対戦とは違い、見物客は五限目が休講だったり、授業で体育館を使っているクラスの生徒たちだけで、盛り上がりに欠けていた。撮さつ影えい班はんも記録用のハンディカメラが二台あるだけで、校内放送はされていない。しかしそれ以上にこの対戦を地味にしている理由は、静馬自身が妙みように落ち着いていて、普段の勢いがないからだった。


　リングサイドに設置された簡かん易い実じつ況きよう席せきには、みずから実況担当を買って出た大作と、解説担当の藤堂が陣じん取どっていた。


『時間も残り少ないので、そろそろ始めちゃいましょうか。ねえ、校長先生？』


『そうだな。金田君、始めてくれたまえ』


　藤堂の指示を受け、レフリー役の金田教きよう諭ゆが二人にルールを説明する。


「対戦は一本勝負。制限時間は今から五限目終了まで──あと二十分だ。投げと関かん節せつ技わざ、絞しめ技はフリーだが、急きゆう所しよ及び背面への攻撃は禁止とする。いいな？」


　二人に異い存ぞんがないことを確認した金田は、即座に試合の開始を宣言した。


「──始め！」


　試合開始と同時に、ケインは豹ひようのごとく突進した。静馬が反応して防ぼう御ぎよの構えを取ると、目の前で身体を沈め、スライディングで足元を攻撃してきた。




[image: ]


　静馬は前方に跳ちよう躍やくしてケインの頭上を飛び越え、前ぜん転てん受うけ身みを取る。背後を振り向いた時、ケインはすでに反転して目の前に迫せまっていた。素早い跳躍からの跳び蹴りを紙かみ一ひと重えで躱かわすが、ケインは着地と同時に裏うら拳けんを放ち、反撃の機会を与えない。


　ケインの突進の狙ねらいは始めから超接近戦に持ち込むことにあった。


　密着するほどの間合いから肘ひじと掌しよう打だをまじえた短打を連続で繰くり出し、常に相手の側面に回り込むように動きながら、決して相手を逃がさない。ねばりつくような執しつ拗ような攻撃を、静馬は的確に受け止め、あるいは左右に弾はじいて防いだ。カンフーの達人同士の組み手のような目まぐるしい攻防であった。


『いや～、ケインさんの攻めは厳きびしいですねえ！　静馬さんが受けに回っていますよ。どうですか、校長？』


『ケイン君は身長も一八〇そこそこで、格闘家としては決して大きい方ではない。スピードと手数、そして頭脳で闘うタイプだ。本来ムラッ気のある一発屋の草[image: ]君がどう闘うか、見物だよ』


『自じ称しようニンジャファイターというのは？』


『彼はアメリカに渡った戸と隠がくし流りゆうを学んでいたから、噓うそではないよ。ジークンドーの道場にも熱心に通かよっていたと聞いているが』


『物知りですねえ。さすが格闘オタク！』


『フフフ……私のデータ収集力をナメてもらっては困るよ』


『よっぽどヒマなんですねえ』


『…………』


　防戦一方に回っていた静馬は、ケインの攻撃速度がわずかに緩ゆるんだ瞬間を狙って強ごう引いんに割り込んだ。顎あごの先を狙って右フックを放つ。しかし攻撃の切れ目には常に横に回り込むというケインの動きを読み切れず、拳こぶしは鼻先で空を切った。


「ヒォウ！」


　ケインは唇くちびるを尖とがらせて口笛を吹くと、静馬の右手首を右手で摑つかんだ。摑んだ腕を引き寄せながら、左の肘を静馬の顔面に打ち込んでくる。


「くっ！」


　静馬は右膝ひざをケインの腰に当てて肘打ちを防ぐが、ケインは腕を伸ばして裏拳に切り換えた。静馬は左腕で顔面をガードする。


　苦しまぎれの反撃で静馬はさらなるピンチに陥おちいった。ケインは静馬の右手を捕つかまえたまま死し角かくからの拳と蹴りで攻めたてる。静馬は顔面への攻撃を防ぐのに精一杯で、中段蹴りを腹に食らってしまう。


「クソッ……調子に乗んな!!」


　ケインが右手を引いた瞬間、静馬は床を蹴り、その力を逆に利用して〈飛ひ燕えん十字固め〉を仕掛けた。相手の右腕にぶら下がり、左足を首に引っ掛けて倒そうとするが、ケインはとっさの判断で右手を放して逃のがれる。


　静馬の反撃に驚おどろいていったんは間合いを広げたケインだったが、懲こりずにまたダッシュで接近してきた。静馬は相手が変化するよりも先に動き、間合いに入るはるか手前にもかかわらず、その場で拳を突き上げてアッパーを放った。


　ゴオッ!!


　足元から水みず飛沫しぶきのように火柱が上がる。それは肉眼では見えない〈神気〉のパワーであった。


　静馬の放つ〈紅あかい牙きば〉にみずから突っ込んだケインは、身体を貫つらぬく衝しよう撃げきに棒立ちになった。静馬は右腕を振り上げたままの姿し勢せいで、一瞬、躊ちゆう躇ちよする。


（もう一発……撃てるか!?）


　静馬の右拳から神気の炎ほのおが噴き上がった。〈紅い牙〉から連続で〈神威カムイの拳けん〉を撃とうというのだ。


「往おう生じようォォ、せいやああァァ──ッ!!」


　水平に振るった拳から真しん紅くの神気が爆発的に広がった。〈炎の虎〉と〈紅い牙〉が交差し、紅ぐ蓮れんの十字架となってケインを吹き飛ばした。


『うお～っと、逆転です！　草[image: ]静馬、ピンチから一転、大逆転勝利ィ──ッ!!」


　息を呑のんで見守っていた生徒たちの間から歓かん声せいが上がる。しかし静馬はいつもの派は手でなガッツポーズは見せず、どこか釈しやく然ぜんとしない顔で自分の手を見つめた。


『あれ？　ケインさんが起き上がってきませんねえ……どうしたんでしょう!?』


　大作に指し摘てきされてその事に気付いた静馬は、倒れているケインの側そばに駆かけ寄った。


　ケインが起き上がってこない理由はすぐに判わかった。焦こげ臭くさい煙けむりを上げる黒いレザースーツは、脱だつ皮ぴしたようにきれいに抜ぬけ殻がらになっていたのである。


『ＨＡ・ＨＡ・ＨＡ……なかなかヤルじゃねえノ、ファイヤーボーイ！』


　体育館中にどこからかケインの声が響ひびいた。静馬は周まわりを見回したが姿は見えない。近くにいるようでもあり、遠くからの声のようにも聞こえる。


「これはいったい何のつもりや!?」


『見たコトない？　ジパング名物〈ニンポー〉ッスよ、ニ・ン・ポ・ウ！』


「誰だれがそんなこと聞いとるんや？　出てこんかい！」


『オイラはケーチローとファイトしに来たのさ。マ、今日のところはこんくらいでカンベンしてやるぜ。次に会う時までにせいぜい腕を磨みがいときな。ジャネ～、バーイチャ！』


　外人忍者は最後まで自分勝手にしゃべりまくった挙あげ句く、完全に気け配はいを断った。


「チッ……フケやがって！」


　静馬は口調とは裏腹に楽しそうな笑みを浮かべ、レザースーツをリングから放り投げた。


　五限目終了のチャイムが鳴った。





　　　　五





　ドォン！


　慶一郎の身体を受け止めたベッドは地震のように激はげしく揺ゆれ、軋きしんだ悲鳴を上げた。


　白い枕まくらにうつぶせに顔を埋うずめた慶一郎は、うっすらと目を開けて周りの様よう子すを確認する。ベッドの左右は白いカーテンで仕し切きられており、帰き還かんの瞬しゆん間かんを誰かに見られた心配はなさそうだった。


（よし……寝るか）


　深い眠りの淵ふちに沈んでいこうとした慶一郎の意識は、荒っぽく引き開けられたカーテンの音で呼び戻もどされた。


「あら～、南雲先生!?　どこから入ってらしたんです～？」


　カーテンを開けたのは菱沼女史だった。慶一郎が帰還したのは大門高校の保健室であった。


「ナグモ!?　もしやケーチローッスか？」


　素すっ頓とん狂きような声とともに菱沼の後ろから顔を出したのは、逞たくましい裸の胸に包ほう帯たいを巻いた、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外人青年だった。目を細めてその顔を見た慶一郎は、驚いてベッドから飛び起きた。


「お前は……ケイン？　冒ぼう険けん屋やのケイン・バーネットか!?」


「イエェェェ──ッス・アイ・ア～ム!!」


「日本オタクでマンガやアニメ大好きの……」


「そうそう！」


「毎日毎日カラオケとゲーム三ざん昧まいで、ちっとも仕事をしなかったあのケインだな？　借金苦で日本に逃げてきたのか？　それとも銃の密売人にでも転職したか」


「そうそう……って、違うダロ！　Ｅ加か減げんなコト言うんじゃねえぜ、このチ〇カス野郎が!!」


「チ……!?　ケイン、そういう悪い日本語を使うなと何度言ったら分かるんだ!!」


　慶一郎の蹴けりを食らったケインは入口付近まで吹っ飛んでいった。


「南雲先生、いくらお友達でも怪け我が人に乱暴しちゃダメよ～」


「友達？　この男と友達だったことなんて過去に一度もないね。こいつと関かかわって何度、死にそうな目に逢あったことか……チャンスがあれば首をねじ切ってやろうと思ってたんだ」


「マアマア、昔のコトは水に流してやんなよ。ヤツも反省してるさ」


「お前のことだ！」


　慶一郎は懲こりずに減らず口を叩たたくケインに詰め寄り、首を絞しめ上げた。


「どうしてお前がここにいる!?　絶対に日本の土は踏むなと言っておいたはずだが……だいたい俺がここにいることをどうやって知った？　おっと、下品な日本語は使うなよ。英語で答えろ」


「ＯＫ……分かったよ。苦しいから放せって」


　万まん力りきのような慶一郎の握あく力りよくから解放されたケインは、真ま面じ目めな顔つきになって言った。


『日本には戸と隠がくし流の師し匠しようの誘さそいでやってきたのさ。ここへ寄ったのはレイチェルからあんたへの伝言メツセージを頼たのまれたからだ』


『伝言？　俺の居い所どころが判ってるのなら、手紙でもくれりゃいいのに……』


『内容が内容だからな……お前に会って直接伝えた方が安全だと考えたんだろうよ』


『どんな伝言なんだ？　もったいぶらずに教えろよ』


『なあに簡単、たった二つの単文センテンスで事足りる。〈ウィラード・ゲイツは生きている。そして奴やつはあんたを捜さがしている〉──以上だ』


『──!!』


　慶一郎は雷かみなりに打たれたように絶句した。


　ウィラード・ゲイツ──それは二度と聞きたくないと思っていた、二度と聞くことはないと思っていた。不吉な名前だった。


　かつて〈闇の皇帝シユバルツカイザー〉と呼ばれた男の名前であった──










　第十一話　奇跡の起きた夜







〈五月二十一日──晴れ〉





　ラスト・クリスマス・イヴ──その夜、俺は生しよう涯がい最大の危機の真まつ只ただ中なかにいた。


　舞ぶ台たいはニューヨークの地下に極ごく秘ひに建設された大闘技場コロシアム。


　そこで開かい催さいされた異種格闘トーナメントは、まさに生死を賭かけた真剣勝負の連続だった。大会の出場者は、表の格闘界には決して出てこない、アンダーグラウンドでのみ活かつ躍やくする超一流の武闘家やプロの暗殺者ばかり。金かな網あみに囲まれたリングで始まる対決は、どちらかがスクラップになるまで終わらない文字通りの死闘──ショウという名の無む慈じ悲ひな〈殺し合い〉だ。


　何の因いん果がかその大会にエントリーされてしまった俺は、ＩＣＰＯインターポールの女刑事レイチェルの依い頼らい（というか脅きよう迫はく）により、大会を主しゆ催さいするマフィアの麻薬取引の証しよう拠こを摑つかむために、自称〈冒険屋〉のバカ探たん偵ていケインと組んで一仕事するハメになった。並なみ居いる強つわ者ものを打ち倒して試合を勝ち抜き、待ち時間になると控ひかえ室しつを抜け出して潜せん入にゆう捜そう査さに協力する──とまあ、どう考えても無茶な過か密みつスケジュールである。案の定じよう、ボロが出るまでにたいして時間はかからなかった。


　俺は〈神威カムイの拳けん〉の奥おう義ぎを尽つくして激げき闘とうを制し、ついに準決勝まで突とつ破ぱしたものの、土ど壇たん場ばになって内職がバレてしまったため（ケインがヘマをやらかしたせいだ）、何十丁もの銃に取り囲まれて降こう参さんを余よ儀ぎなくされたのだった。


　イヴの夜だというのに、俺は窓一つない鉄の箱のような部屋に閉じ込められ、死し刑けい執しつ行こうを待つ囚しゆう人じんの気分を味わっていた──





　　　　一





　かすかなモーター音とともに、ステンレス張りの壁かべの一角が横にスライドして入口が現れた。


　ＳＭＧサブマシンガンを油ゆ断だんなく構えた二人の手下を引き連れて部屋に入ってきたのは、銀色の髪をオールバックにし、黒いスーツを上品に着こなした三十男だった。瘦やせぎすで血けつ色しよくの悪い顔をしたその男は、ニューヨーク暗黒街を支配する〈皇帝〉ウィラード・ゲイツの片かた腕うでとして知られる〈銀ぎん狼ろう〉ことジョニー・マクガイアであった。


　ジョニーは頰ほおのこけた白い顔を巡めぐらせて殺さつ風ぷう景けいな部屋を見回し、床ゆかに座すわっている大男に視線を合わせると、灰色の目を細めた。


　慶一郎はアーミーパンツを穿はいた足で座ざ禅ぜんを組み、目を閉じて静かに瞑めい想そうしていた。装そう甲こうのように分ぶ厚あつい筋肉を乗せた胸板が、ゆったりとした呼吸のリズムに合わせて上下している。


　慶一郎の全身からは磁じ力りよくにも似にた圧倒的な存在感が発はつ散さんされており、四メートル四方の部屋がまるで棺かん桶おけのように狭せまく感じられた。護ご衛えいの二人も、檻おりの中で虎とらと顔を突き合わせているような落ち着かない様よう子すを見せている。


「ミスターナグモ、あなたに耳寄りのお話を持って参りました」


「……つまり、悪い知らせってことだな」


　慶一郎は前髪の間からジョニーの顔を見上げた。日本を離れてから七年間、伸びるままにしていた髪は、首の後ろで無む造ぞう作さに束たばねてミサンガで結ゆってある。


　ジョニーはアルカイック・スマイルを浮かべながら、


「あなたらしくもない……悲観的になるのはまだ早いですよ。これより十分後、あなたには当初の予定通り決勝戦を闘っていただきます。私はそれを知らせにやってきたのですよ」


「決勝戦!?　俺が警察に協力していたのがバレたのにか？」


「はい。私の主人があなたのことを大層気に入られたそうで、格別の待たい遇ぐうをせよとの仰おおせです。決勝戦にて勝利を収おさめれば、あなたは三百万ドルの賞金とともに自由を手に入れることができます」


「そんな話をこの俺が信じると思うか？」


　慶一郎は軽けい蔑べつしきった口く調ちようで吐はき捨てる。


「貴様らのやり口は百も承知さ。勝ったところで背中から撃たれるのがオチだ」


「不戦敗を選ばれた場合は、この部屋を青せい酸さんガスで満みたすことになるでしょう。あるいは換かん気きが止とまって徐じよ々じよに酸さん欠けつ死しするか……どちらにせよ、選せん択たくの余地はないと思われますが？」


「そうやって選択の自由を奪うばうところが、ヤクザらしいやり方だと言ってるのさ。あんたと後ろの二人をブチのめして、ここから逃げるって手もあるんだぜ？」


「おやおや……それはいけませんね」


　ジョニーは右手の人差し指を一本立てて、嫌いや味みったらしくゆっくりと左右に振った。


「この部屋の出入口は四重扉とびらになっておりまして、ドア自体も爆薬で破れるほど貧ひん弱じやくではありません。万一脱出できたとしても、ここは核シェルターでもある地下二〇〇メートルの要よう塞さい。しかも周まわりは武装した部下で一杯です。それでもあえて惨みじめな死に方を選ぶとおっしゃるなら、私も止めはしませんが？」


「……意地を張ってもいいことはなさそうだな」


「左さ様ようで」


　慶一郎は深く溜ため息を吐つくと、座禅を組んでいた足を解といて立ち上がった。獅し子しが後あと肢あしで立ち上がったような迫はく力りよくに、護衛の二人が反射的に後ずさって銃口を上に向ける。ジョニーは片手を振って二人を制すると、天てん井じようの近くにある慶一郎の顔を見上げた。


「二〇四センチと聞いていましたが、もっと大きく感じますね。やはりモニター越しに見るのとでは迫力が違う」


　ジョニーの言葉は掛かけ値ねなしの賞しよう賛さんというわけではなく、あくまで感心したという程度のものだった。


　鉄の部屋を出た慶一郎は、ジョニーに案内されて暗い通路を闘技場へと向かった。ＳＭＧを持った二人が後に続く。


「闘っているあなたの姿を拝見した時、私は昔の映画で見たサムライを連想しましたよ。カンフー映画のスターではなくてね」


　やや興こう奮ふんした口調からすると、慶一郎を気に入っているのは主人だけではないらしい。


「瞑めい想そうなさっていたようでしたが、何をお考えでしたか？」


「いろいろさ」


「ご家族のことですか？」


「あいにく俺には家族はいないんでね……遺ゆい言ごんでも考えようかと思ったが、伝える相手もいないんでやめたよ」


　それは噓だった。目前に迫せまった死の運命を意識した時、慶一郎の脳のう裏りには、艶つややかな黒髪を背中まで伸ばした年上の女性の姿が鮮あざやかに甦よみがえっていた。


（ねえ慶ちゃん……あなたは何が欲しくて闘うの？）


　喧けん嘩かをして帰ってくると、彼女は腫はれ上がった慶一郎の顔を濡ぬれタオルで冷やしながら、いつもそう尋ねた。少し太めの眉まゆをひそめて怒おこった顔をしてはいるが、その目は深く確かな愛情に満ちている。彼女は慶一郎が心を開くことのできる、ただ一人の家族と呼べる存在であった。


（もう十年も会ってないんだな……そうだ、ここから生きて出られたら今度こそ日本へ帰ろう。そしてあの人に──美み咲さきさんに会って、謝あやまらなければならないんだ）


　そう考えると不思議と気分が落ち着き、肝きもが据すわった。人間、一つでも心残りがある限り、何があろうと死ぬはずがない──そう単純に信じることができた。


「ところで決勝戦の相手は誰だれだい？　アルバイトが忙いそがしくて、まだ知らないんだ」


「誰が勝ち残っていようと関係はありませんよ。ゲイツ様みずから、あなたと拳こぶしと拳を交まじえて闘うおつもりです。正せい々せい堂どう々どうとね」


「暗黒街の帝王が!?　マフィアのボスといえば太っちょの親父を想像してたが、よほど腕に自信のある武闘家らしいな。しかし俺に負ける可能性は考えていないのか？」


「御心配には及およびません」


　ジョニーは口元にしわを刻きざんで、自信の笑みを浮かべた。


「ゲイツ様はこの地上に並ぶ者なき巨人……いわば最も神に近いお方です。そして伝説の武術〈バリツ〉の使い手でもあらせられる。あのお方の前では、あなたといえども赤あか子ご同然ですよ」


「神のごとき巨人ねえ……まさか、身長が三メートルってことはないよな？」


「フフ……すぐに分かりますよ。すぐにね」


　長い通路の先に、闘技場の明かりが見えてきた。低い唸うなりのようなどよめきがその向こうから響ひびいてくる。入口の前でジョニーは脇わきに退しりぞき、慇いん懃ぎんに一礼して最後の挨あい拶さつをした。


「では私はここで……健けん闘とうを祈っていますよ。ミスター・ナグモ」


　慶一郎はその前を数歩行きすぎたところで立ち止まり、


「ゲイツが勝つと最ハ初ナっから信じている顔だな……だがな、今夜はクリスマス・イヴだぜ？　奇跡が起きるかも、な」


　その捨て台詞ぜりふを強がりと受け取ったのか、ジョニーはかすかに鼻を鳴らして嗤わらったようだった。





　　　　二





　ウィラード・ゲイツとの決勝戦の舞ぶ台たいとなる闘技場は、慶一郎がかつて経験したことのない異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。


　東南アジアを旅行中に何度か足を運んだ賭かけ試合のテントに充じゆう満まんしていたような、汗あせ臭くさく殺さつ気き立だった熱狂とは明らかに違っていた。観客たちはわずかな日ひ銭ぜにを握にぎりしめて賭けに没ぼつ頭とうする労働者ではなく、ほとんどが退たい屈くつを持て余あましている金きん満まん階級だった。防弾ガラスに守られたボックス席に収まった彼らは、ホステスからシャンパンをサービスされながら楽しげに談だん笑しようしている。


　この地下格闘トーナメントでは一試合あたり数百万ドルという額の金が動き、同時にゲイツの組織が扱あつかう〈商品〉が取引されていた。今夜のゲイツの収入に比べれば、優勝賞金の三百万ドルなど端は数すうにすぎない。


　壁かべの一面を占しめた巨大なパイプオルガンの奏かなでる、荘そう厳ごんで悲ひ壮そうなメロディが闘技場の空気を震ふるわせていた。宗教的ともいえる静かな興こう奮ふんと高こう揚よう感を全身で味わいながら、慶一郎はリングへと続く階段を一歩ずつ踏み締しめながら登っていく。


　リングサイドにたどり着いた慶一郎は、そこで奇き妙みような光景に出くわした。


　真昼のような白い光の降り注そそぐリングの上に、二人の人物がいる。一人はルネッサンス期の彫ちよう像ぞうを思わせる完かん璧ぺきなまでに美しい肉体を有した白人の美び丈じよう夫ふ。もう一人は筋肉こそ発達しているが、小こ柄がらなため太った子供のようにも見える黒人格闘家。白人は左手で黒人のスキンヘッドをわし摑みにし、自分の頭よりも高い位置まで持ち上げていた。恐るべき膂りよ力りよくである。


　しかしさらにリングに近付いていくにつれ、慶一郎は名めい状じようしがたい違い和わ感かんを覚えた。何かがおかしい。自分は何かとんでもない勘かん違ちがいをしているのではないか──その不安な感覚は、リングを囲む金かな網あみの前に来た時に確信に変わった。


　慶一郎は黒人の体型に見覚えがあった。トーナメントに参加していた格闘家の一人である。しかしその男は小柄どころか、慶一郎に劣おとらぬ巨漢のはずだった。


（あの大男がお子様に見えるってことは……ってことは!?）


　黒人格闘家の身体がゴム風船のように放り投げられ、慶一郎の目の前の金網のフェンスに激突した。


「──!!」


　金網越しに血ち飛沫しぶきが飛び散り、慶一郎の顔や腕を朱に染める。


　黒人格闘家は悲鳴ひとつ上げなかった。両目は眼球が飛び出さんばかりに大きく見開かれ、一杯に開いた口からはピンク色の舌が巨大なナメクジのようにはみ出している。金網に顔を押し付けて観察すると、頭ず蓋がい骨こつは砂じや利りのように砕くだかれて変形し、左脇腹がえぐられたように潰つぶれている。


　ほどなくしてトーナメントのスタッフ数人がやってきて、黒人格闘家を死体袋に詰めて運び去った。リングにぶちまけられた大量の血を清せい掃そう係がかりがモップで念入りに拭ふき取っている。その作業が終わるのを待ちきれずに、慶一郎は五メートル以上ある金網のフェンスを乗り越え、八角形のリングに降り立った。


（うわ……で、でっけえ──!!）


　同じリングの上に立って初めて、慶一郎はウィラード・ゲイツの常識外はずれの超巨体に度ど肝ぎもを抜かれた。


　ゲイツの身長は冗じよう談だんではなく本当に三メートルを超えていたのである。身長二メートル強の慶一郎の目の高さにゲイツの胸板があった。プロレスラーのような真しん紅くのパンツとタイツを身に着け、編あみ上げのブーツを履はいているが、すべて特注以外には考えられない。


　ゲイツの身体のバランスは常人とは異なっていた。身長に比べて頭が普通のサイズなので、九頭身どころか十頭身に近い。しかし、まるでそれが人類の理想の体型であるかのごとく違和感がなく、鍛きたえ抜かれた筋肉とあいまって美しいとさえ言えた。


（こいつ……本当に地球の人間か!?）


　本来文もん句くの一つも言うつもりでリングに上がった慶一郎だったが、呆ほうけたように見上げているうちに、ゲイツの方が先に口を開いた。


「ようこそナグモ・ケーチロー。驚おどろいているようだな？　あれは君と同じくトーナメントを決勝戦まで勝ち上がってきた男だよ……私にはウォームアップの相手にもならなかったがね」


　太く、渋しぶく、深みがあり、そして気品を感じさせる声こわ色いろだった。たてがみのようなダークブロンドの髪、口元にはカイゼル髭ひげ。ドイツ系の血が混じっているらしい彫ほりの深い貴き族ぞく的てき容よう貌ぼうは、鋼こう鉄てつの威い厳げんと冷れい徹てつさを具そなえており、さしずめ『悪魔の軍団を率ひきいる地獄の騎き士し団だん長ちよう』といった印象である。全身から発散される悪のカリスマ性が、ほとんど物理的な圧あつ迫ぱく感かんとなって感じられる。




[image: ]


「どうしたナグモ？　フム……さては私の姿に驚いて声も出んというところか？」


「いや……何を食ったらそんな図ずう体たいになるのかと思ってね」


　精神的に圧倒されまいとして、慶一郎はわざとらしく大きな咳せき払ばらいをした。


「念のために聞いておきたいんだが……あんた、本当に生なま身みの人間か？　背中にチャックがあって、誰かが中で動かしてるんじゃないだろうな？　実はＮＡＳＡで開発されたロボットとか……」


「くだらん質問だ。自分の置かれた立場が分かっているのか？　些さ細さいな事にこだわっている場合ではあるまい」


「こだわるなと言われても……気になる！　やっぱり原因は放射能だろ？　違うか!?」


　ゲイツの顔にうんざりしたような表情が浮かぶ。身長についてあれこれ聞かれることに飽あきているのだろう。


「私の正体が知りたいのなら、その身体で確かめてみるのだな。だが、その前に礼を言っておかねばならんだろう。君のおかげで今夜のトーナメントは実に盛せい況きようであった。公式戦では過去に何ひとつ実じつ績せきもなく、素す性じようすらさだかでないまったく無名の男が、世界の表裏を問わず超一流と呼ばれた武闘家どもを次々と破やぶっていったのだからな……フフッ、久々にこの身が震え、血が沸わき立ったわ！」


　ゲイツはボウリングの球ほどもある拳こぶしを胸の前で握り締める。凍こおりつくような闘気に全身の皮ひ膚ふを粟あわ立たせながら、慶一郎は表情ひとつ変えなかった。


「俺のおかげでずいぶん儲もうかった──の間違いじゃないのか？」


「確かにそれもあるな。最後にとんだ種たね明あかしさえなければ、私の喜びも完璧なものになったはずだがね……」


　正面から慶一郎を見み据すえ、ゲイツは静かな口調で言った。


「君も知っている通り、私は多くの人間を支配する立場にある。もちろん敵も多いわけだが、それだけ私は多くの種類の人間を見てきたということだ」


「……いったい何が言いたいんだ？　自じ慢まんか？」


「まあ聞け。私は人間という生き物の本質について、すべてとは言わんが多くの真実を知っているつもりだ。結けつ論ろんから言えば、すべての人間は自分の欲よく望ぼうを満足させるために生きている。ただし、その欲望は金や名めい誉よで満たされるものばかりとは限らない……絶対に買ばい収しゆうされない人間は確かにいるのだ」


「ふうん……案外、普通のことを言うじゃないか。それで？」


「ナグモ・ケーチロー……君はどんなタイプの人間だ？　君の欲望とは何だ？　君は何を求めて闘うのだ？　それは金でも、名誉でも、権力でもあるまい……もちろん家族を守るためでもない。警察の犬となって働くことが本ほん望もうではないだろう。話してくれないか？　私は君の強さを高く評価している……私なら、君の欲望を満足させてやれるはずだ」


「…………」


　慶一郎は黙だまり込んだ。まったく意外なことに、ゲイツの言葉に心が揺れ動いたのである。『それもアリかな』という気持ちが確かに心の裡うちに生じたのである。それだけゲイツの言葉には抵抗しがたい魅み力りよくが──甘く強きよう烈れつなカリスマがあった。


（──あなたは何が欲しくて闘うの？）


　迷まよいの淵ふちにあった心に美咲の声が響いた。乾かわいた血の鉄てつ錆さびのような臭においを鼻の奥に感じ、慶一郎は瞬時に我われに返った。ゲイツの視線を受け止めながら、逆に尋ねる。


「じゃあゲイツ、お前の欲望ってのは何だ？　言ってみろ」


「人を支配することだ。金でも権力でも、格闘技でもな……」


　ゲイツの物言いは呆あきれるほどストレートだった。


「なるほど……悪党だな」


「そうとも。支配とは〈力〉だ……他者を圧倒し、ねじ伏せ、搾さく取しゆし、蹂じゆう躙りんする力だ。そして〈力〉の本質とは〈悪〉なのだ！　そしてその〈悪〉こそが私にとって唯ゆい一いつの正義でもある。君の〈力〉は素す晴ばらしい。私の元へ来い！　君は自分の欲望のままに生きればいい……私が手助けをしてやるぞ」


「だったら、お言葉に甘えさせてもらおうかな。ひとつ、頼たのまれてくれるか？」


「……ほう、何だね？」


「俺にブチのめされてくれないか？　あんたが血ヘドを吐いてくたばる姿が見たくなった」


「面おも白しろい冗談だな」


　ゲイツは唇くちびるの端を歪ゆがめて笑った。恐ろしく邪じや悪あくな笑みだった。慶一郎はゲイツの反応に意外そうな顔をして見せた。


「冗談だって？　バカ言え、それが俺の正しよう直じきな気持ちさ。俺の欲望が何なのか教えてやろうか？　根こん性じようの腐くさった生意気な連中の面ツラを、この拳でイヤってほどブチのめしてやることさ。正義のためだなんて甘ったるいことは言わない……ただ、スカッとした気分になりたいだけでね」


　慶一郎は軽く膝ひざを曲げて腰を落とし、握った拳を顔の高さに持ち上げて、半身の構えを取った。


「俺の欲望を満たすことができるって言ったな？　確かにその通りだな。お前をブン殴なぐったら、さぞかし気分がいいだろうよ」


「フン、私との闘いが望みということか……よかろう！」


　ゲイツの身体から黒い炎ほのおのような闘気がほとばしった。それを全身で浴びた慶一郎は、皮膚が焦こげるような戦せん慄りつを覚えた。


　極限の死闘の幕まくが上がった。





　　　　三





（──先手必勝！）


　慶一郎は独特の踏み込みを用もちいて、低い姿し勢せいのまま滑すべるように間合いを詰める。途方もなく長いリーチと常人離れした握あく力りよくによって相手を捕とらえ、抵抗できなくしてから仕し留とめる──ゲイツの戦法をそう予測した慶一郎は、相手の腕をかいくぐって懐ふところに飛び込み、全体重を乗せた必殺必倒の一撃を急所に叩たたき込むつもりだった。


（しょせんはデカブツ、動きは鈍にぶいはず。一撃で決める!!）


　しかし、その読みは甘かった。


　ゲイツの第一撃は予想よりもはるかに遠い間合い──慶一郎が足を伸ばしても爪つま先さきすら届かないような遠えん距きよ離りから打ち込まれてきたのである。


「なっ!?」


　砲弾のような巨大な左拳がほとんど真上から打ち下ろされてきた。とっさに反応して右に体を躱かわしたものの、避さけきれずに両腕でガードする。丸太を打ちつけられたような異様に重い衝しよう撃げき。しかしそれが牽けん制せいのジャブにすぎないと知ったのは、真横から襲おそってきたドラム缶のようなミドルキックの直撃を食らった時だった。


　一一〇キロの慶一郎の身体が宙を舞い、金網のフェンスに叩きつけられた。


（まさか、これほどとはな……）


　二トントラックに跳はね飛ばされたような衝撃を味わった慶一郎は、咳せき込みながら身体を起こした。身長三メートル強、体重二五〇キロ（推定）の巨体では、バランスを崩くずしやすい蹴り技わざは使わないだろうという予想は見事に裏切られた。切れ味鋭するどく、十分に体重の乗った申し分のない蹴りだった。


「どうした、もうダウンかね？　まだ一分にもならんぞ」


　ゲイツは振り上げた右足をゆっくりと降おろした。三メートルの肉体が爪先まで完かん璧ぺきにコントロールされていることがひと目で判る。


（これでは間合いが読めん。正面から近付くのは無理か……なら！）


　慶一郎は立ち上がると同時にゲイツに向かって突進し、すぐに右に方向転換した。横に回り込みながら隙すきを窺うかがう作戦である。


「フフ……どこへ行こうというのかな？」


　全速で走る慶一郎に、ゲイツは早足で歩いて追い付き、易やす々やすと正面に回り込んだ。足の裏にタイヤでも装そう備びしているようなスピードである。ゲイツは素早いターンにも余よ裕ゆうで反応し、慶一郎は死し角かくに回り込むはずが、逆に追い回される立場になった。


　ブゥン！


　後頭部に風圧を感じた慶一郎は、自分から倒れて前転した。直後、ゲイツの手が頭上の空間を薙なぎ払って通過する。慶一郎はその瞬しゆん間かんを逃のがさず、四つんばいの姿勢から素早く突進し、ゲイツの下半身にタックルを仕掛けた。


「ほほう、どうしようと言うのかね？」


　慶一郎は強ごう引いんに倒してグラウンド状態に持ち込もうとしたが、ゲイツの足は地面に根を下ろした大木のようにビクともしない。ゲイツは重心を前に移動し、右腕を慶一郎の腹に回して抱かかえ込む。


「うおおっ!?」


　慶一郎の身体は引っこ抜くようにして持ち上げられ、そのまま肩越しに投げ落とされた。辛かろうじて受身を取って起き上がった直後、高々と振り上げられたゲイツの右足が真上から降ってくる。


　ズガォン！


　慶一郎は両腕を交差させて受け止めたが、二階から落ちてくるような踵かかと落おとしの破は壊かい力りよくに背骨が悲鳴を上げた。たまらず後退する慶一郎を追って、ゲイツは半歩ずつ踏み込みながら拳と蹴りのコンビネーションを繰くり出す。上下左右から容よう赦しやなく襲おそいかかってくる攻撃に、慶一郎は耐えるだけで精一杯だった。


（クソッ、これじゃあまるっきり大人と子供だ!!）


　慶一郎は蹴りを放ちながら宙返りし、着地後さらに二回バク転してゲイツの間合いから退たい避ひした。ゲイツは冷静にその動きを目で追っている。


「ようやく三分というところか……おや、もう息が上がっているのかね？　私はまだ本気を出してはいないのだが」


　慶一郎は答えず、爪つま先さき立だちのフットワークを使って警けい戒かいしながら、乱れた呼吸を調ととのえる。


　ゲイツは慶一郎の動きをすべて見み透すかしているようだった。図ずう体たいのわりに素早いとはいえ、技そのものはやはり大振りである。それでも付け入る隙がないのは、その巨体を十二分に活いかすことのできる類たぐい稀まれなる格闘センスの賜たま物ものと言えた。『最も神に近い男』と呼ばれる通り、本当に古代の神々の末まつ裔えいなのかも知れないとさえ思えてくる。


（さしずめ歩く要よう塞さいってとこか。リーチに差がありすぎて、とてもじゃないが殴なぐり合いにならない……となると、手は一つだな）


　慶一郎はフットワークを止め、両足を開いて腰を落とした。身体全体をゆるやかに上下させながらリズムを取り、深く、長いストロークの呼吸を繰り返す。果か汁じゆうを搾しぼるように身体の隅すみ々ずみから霊的なパワーを抽ちゆう出しつし、精せい練れんし、圧あつ縮しゆくして束たばねていく。それは、自分の体内に強きよう烈れつな破壊力を秘めた爆ばく烈れつ弾だんを生み出すような作業であった。


　ゲイツが無む造ぞう作さな足取りで近付いてきた。慶一郎は腰だめに構えた両手の間に意識を集中し、熱気の塊かたまりをイメージしてパワーを──〈龍りゆう気き〉を集しゆう束そくしていく。


　間合いの外からゲイツの右拳が打ち下ろされる瞬間、慶一郎は右の掌を突き出した。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　掌から不可視のパワーがほとばしった。


　ドシュウッ！


　高圧の〈龍気〉の塊が、五〇センチ以上離れたゲイツの胸板を直撃した。慶一郎の霊的な視覚には、金色の光の輪が爆発的に広がる様がはっきりと見えた。


　ゲイツの巨体がのけぞり、突き飛ばされたように二歩、三歩と後退した。闘技場に低いどよめきが波のように広がっていく。


「ぬう……こ、これは!?」


　ゲイツは胸を押さえて喘あえいだ。龍気弾の衝しよう撃げきは肉体内部に浸しん透とうして背骨にまで達しているはずだったが、〈皇帝〉を倒すには十分ではなかった。


（至し近きん距離から食らってそのダメージとは……化け物め！）


　慶一郎は再ふたたび〈龍気〉を練ねり始めた。〈神飛拳〉は連続で撃つこともできるが、二発目からは極端に威い力りよくが落ちてしまう。


「ナグモ……貴様、いま何をした!?」


　ゲイツの目は驚きよう愕がくに見開かれていた。慶一郎は挑発的に手て招まねきし、


「知りたけりゃ身体で確かめるんだな」


「粋いきがるなよ、小僧が！」


　怒いかりに燃えたゲイツは大おお股またで突進し、牽けん制せいではない必殺の破壊力を秘めた右ストレートを打ち込んできた。しかし先程のように前に出ようとしたところへのカウンターでないため、慶一郎は冷静に反応することができた。


（──見える！）


　空を引き裂さいて迫せまる巨大な拳を、慶一郎は体を右に開いて紙かみ一ひと重えで躱かわすと、その手首を肩越しに左手で摑つかんで引いた。


　ドスウッ！


　慶一郎の右肘ひじがゲイツの脇わき腹ばらに突き刺さった。そのまま脇の下をくぐって体を入れ換え、ゲイツの背中に肩の裏の靠こうの部分で体当りした。前のめりに体勢を崩くずしたところへ、背中に直接両手で触ふれて渾こん身しんの発はつ勁けいを叩き込む。


「──〈双そう龍りゆう勁けい〉!!」


　カァァン！


　銃弾が鉄骨に当たったような、人間の身体が互たがいにぶつかって発するものとは絶対に思えない音が響ひびいた。ゲイツの巨体が爆破されたように吹き飛び、フェンスに激突する。


　無敵の〈皇帝〉はリングの上に崩れ落ちた。悲鳴のような歓かん声せいが闘技場の地下ホール全体を揺るがす。


　慶一郎は針のように尖とがった殺気を肌はだに感じた。闘技場のそこかしこから、複数の狙そ撃げき手しゆがいつでも射殺できるように自分に狙ねらいを定めているのだ。


（潮しお時どきだな……よし、可か及きゆう的てき速すみやかに撤てつ退たい！）


　慶一郎は顔は動かさずに目だけで周囲を見回した。ゲイツが倒れたことで部下たちの間にかなりの動どう揺ようが見られたが、慌あわてて逃げ出そうとすると撃たれる可能性が高い。そう判断し、わざとゆっくりした足取りで堂々と出口方面に向かった──その時である。


　不意に歓声がとぎれ、慶一郎の周囲に影が落ちた。


「──!?」


　振り向こうとした慶一郎の腹に、ハンマーのような爪つま先さきがめりこんだ。突き上げられて身体をくの字に折った慶一郎の視界の隅すみに、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうのゲイツが映うつる。


「粋がるなと言ったはずだ！」


　ゲイツの巨大な手が視界を覆おおい、万まん力りきじみた凄すさまじい握あく力りよくが慶一郎の頭を締しめつけた。頭ず蓋がい骨こつの軋きしむ音とともに血が逆流し、頭の中に火花が飛び散る。


「ぐわあああ──っ!!」


　慶一郎の爪先が床ゆかから離れる。超人的な腕わん力りよくで振り回され、天地が入れ替わるような浮ふ遊ゆう感かんを感じた直後、慶一郎は背中からリングの床に叩きつけられた。


　全身がバラバラになったような衝撃に意識が遠のくが、それも一瞬のことで、胸の上にのしかかってきた巨大な岩のようなゲイツの膝ひざの重さで現実に引き戻もどされる。


「ハハハハッ……終わりだ、ナグモ！　この〈皇帝〉を倒し、生きて地上に戻れるとでも思ったか!?　愚おろか者が!!」


　ゲイツの両手が慶一郎の頭と顔面を包み込んだ。頭蓋骨をリンゴのように丸ごと粉ふん砕さいしようという握力に、視界が真しん紅くに染まった。


（殺やられる──）


　その瞬間、慶一郎の身体の奥で〈安全装置リミツター〉が解かい除じよされたような感覚が弾はじけた。


　慶一郎の両手が顔面を覆っているゲイツの左手首を摑つかんだ。


「今さらどうしようと言うのだ？　無駄なこと、を……おお!?」


〈皇帝〉の顔が激痛に歪ゆがんだ。慶一郎の指が楔くさびのようにゲイツの手首に深々と食い込み、皮ひ膚ふを破やぶって血を噴き出させていた。


　ゴキィ！


　子供の胴ほどもあるゲイツの手首が音をたてて折れた。


「ぬおおおおッ!!」


　慶一郎はゲイツの胸板を蹴り上げ、二五〇キロの巨体を押し返した。後転して起き上がると同時に床を蹴り、弾だん丸がんのように突進する。ゲイツはカウンターで右拳を打ち込んでくるが、慶一郎の磨とぎ澄すまされた感覚には、その動きがひどく緩かん慢まんなものに感じられた。ゲイツの筋肉の動き一つ一つが手に取るように見える。


（遅い！）


　慶一郎は自分の体重をまったく感じなかった。爆発的なパワーが身体を突き動かし、音おん速そくすら超えられそうだった。ゲイツの右ストレートをうぶ毛が掠かすめるほどの紙一重で躱かわし、慶一郎は〈皇帝〉の絶対支配圏内に侵しん入にゆうする。


「オラァァァッ!!」


　慶一郎の右拳がゲイツのみぞおちに突き刺さった。上体を折って倒れかかるゲイツの急所という急所に、無数の突きと蹴りを叩き込む。普通のカメラでは残ざん像ぞうしか写らないほどの猛もう烈れつなラッシュである。百を超える打撃を浴びせた慶一郎は、ゲイツの胸板を両足で蹴り上げ、巨体を真上に弾き飛ばした。


　全身の〈龍気〉を両手に集め、落ちてくるゲイツに向けて一気に開放する。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」


　直径二メートルを超える巨大な龍気弾がゲイツを直撃した。


　ドコォォン！


　吹き飛ばされたゲイツの身体は天てん井じようの照明ユニットに背中から突き刺さった。大型ライトが砕くだけ、照明ユニット全体にショートの火花が走る。次の瞬間、地下闘技場を照らすライトのほとんどが一いつ斉せいに消えた。会場にヒステリックな悲鳴と怒ど号ごうが飛び交かう。


　逃げるなら今しかなかった。〈龍気〉を消しよう耗もうしきった身体は鉛なまりのように重く感じられる。それでもなんとか立ち上がった慶一郎の姿を、スポットライトの光が眩まぶしく照らした。


（い……いかん！）


　暗くら闇やみの中に、ライフルのマズルスパークの火花が見えた。


　時間の流れが異常に緩慢になる感覚はまだ続いていた。発射されたライフル弾が、固体化した殺意とともに自分に向かって直進してくる様よう子すがはっきりと見てとれる。その弾だん道どうは慶一郎の身体の中心を正確に貫つらぬいていた。多少身体をひねったくらいでは致ち命めい傷しようは避けられない。




[image: ]


（あ～、こりゃあダメだ……確実に死ぬな）


　慶一郎はひどく冷静な気分でその事実を受け入れた。


　そう悟さとった時──奇き妙みような声が頭上から聞こえてきた。


〈あなたの力をお貸しください！〉


　少女の声──それも明めい瞭りような日本語であった。


〈あなたはイェネンを持った方。私たちにはあなたの助けが必要なのです〉


（俺の力を借りたいって？　まいったな……今、ちょうど死にそうなところなんだが）


〈私の招まねきに応じていただけますか？　よろしければ、あなたをソルバニアに召しよう喚かんします〉


　慶一郎はスローモーションで近付いてくる銃弾をちらりと見た。


（あんたが天使だか悪魔だか知らないが、どっちにせよ鉛なまり玉だまを食らうよりはマシのようだな……いいぜ。来いってんならどこへでも行ってやるさ）


　次の瞬間、慶一郎の視界は青白い閃せん光こうに包まれた──





　　　　四





　青白い闇やみの中、慶一郎は天へ昇のぼっていくような、あるいは果てしない奈な落らくの底へ落ちていくような、名状しがたい感覚に包まれていた。


　一瞬とも数分とも思える時間が過ぎ、足の裏に床ゆかの感かん触しよくが戻ってくる。しかし、下りの高速エレベーターに乗っているような重力の異常はまだ消えなかった。


『──ＧＯＶＡＡＡＡ！』


　異い様ような咆ほう哮こうが響ひびいたかと思うと、不意に視界が開けて周囲の光景が飛び込んできた。


「へ？」


　慶一郎は怪け訝げんな顔で自分の立っている場所を見回した。


　そこは、石造りの建築物の内部のようだった。床は石板を隙すき間まなく敷き詰めた石いし畳だたみで、左右にはひと抱かかえもある太い石柱が立ち並んでいる。天井や遠くの方は暗くてよく見えない。神しん殿でん、という単語が浮かんだが、荘そう厳ごんというよりは全体的にＢ級映画のセットのようなウソっぽい感じがした。


　慶一郎の目の前では、その舞ぶ台たいによくマッチしたファンタジックな光景が繰くり広げられていた。


　頭から三本の角つのを生はやし、やたら毒どく々どくしい派は手でな色をした恐きよう竜りゆうとヤシガニの合いの子のような姿の〈謎なぞの怪物〉を相手に、槍やりや剣で武装した数人の〈戦士〉らしき人間が闘たたかっている。しかしその戦士たちは映画「コナン・ザ・グレート」のシュワルツェネッガーを彷ほう彿ふつさせる筋肉モリモリの汗あせ臭くさい大男などではなく、雪のように色が白くて手足の細い、まるで人形のように華きや奢しやな少年少女たちであった。ファンタジーに登場するエルフなどと呼ばれる妖よう精せいに似にている。


　エルフの戦士たちは見るからに苦戦していた。怪物が強いというよりは、明らかに彼らが非ひ力りきすぎるのである。


（ははあ……こりゃあモヤシッ子集団だな）


　慶一郎はテレビ番組でも見るように傍ぼう観かんしながらそう思った。


「何をしているのです？　イェネンの鬼き神しんよ、早く彼らに加勢するのです！」


　凛りんとした声に振り向くと、そこには巫み女こを思わせる白と朱の衣い裳しように身を包んだ少女がいた。血管が透すけて見える白い肌はだにガラスのような銀髪、そしてひと目で白子アルビノと判わかる紅あかい瞳ひとみ──


『…………！』


　白子の巫女はどこの国のものでもない奇妙な言葉を発した。それを合図にエルフの戦士たちは闘いをやめ、怪物から離れて後退する。結果、慶一郎の立っている場所が怪物に一番近い位置になった。


「これはつまり、その……俺にあの怪獣と闘えと？」


「そうです」


　巫女はキッパリとそう言って頷うなずいた。


「どうやって？　武器は？」


「あなたに武器は必要ないはずです」


「そうは言っても……そうだ、剣を貸してくれないか？」


「分かりました」


　慶一郎は巫女から戦士の使っていた剣を受け取った。両刃の剣で刀身の厚みはそこそこあるが、やけに軽い。試ためしに刃先を指でつまんで力を入れると、ソフトビニール製のオモチャの刀のようにクネッと折れ曲がった。エルフたちが一いつ斉せいにどよめいて後ずさる。


「何だよこれは!?」


「それがソルバニアの武器です。他にも試してみますか？」


「いや、いい……もう分かった」


　慶一郎は諦あきらめて怪物に向き直った。怪物は低く唸うなりながら、胸と背中にある赤いヒダのような物を開いたり閉じたりして慶一郎を威い嚇かくしている。全長は三メートル近くありそうだが、不思議とゲイツほどのプレッシャーは感じられない。


（やれやれ、三メートルの巨人の次は謎の怪かい獣じゆうだと!?　どうして俺ばっかりこんな目に……）


　自分の運命を嘆なげいていると、突然怪物が咆ほう哮こうを上げて突進してきた。図ずう体たいのわりに素早い動きに虚きよをつかれた慶一郎は避よけるタイミングを逸いつした。三本の角が慶一郎の腹と胸に突き刺さる。


「痛あ──……く、ない!?」


　激痛を予想して顔を歪ゆがめた慶一郎は、すぐに真ま顔がおに戻った。


　突進スピードに比して激突の衝撃は大型犬に頭ず突つきを食らった程度のものだった。確かに角に当たると痛いが、死ぬほどではない。見た目ほどの体重もパワーもないらしい。


「コケ威おどしかよ！」


　慶一郎は角を摑つかんで怪物を押し戻し、顎あごに蹴けりを食らわせた。


『ＶＯＨ！』


　怪物は悲鳴を上げて後退するが、すぐにまた威嚇を始めた。好戦的でしつこい性格らしい。


「可か愛わいげのない奴やつだな……一発、こいつを食らってみるか？」


　慶一郎が〈龍気〉を練ねるためにほんのひと呼吸した直後、脇わきに構えた両手の間から眩まばゆい金色の光がほとばしった。


「なんだ!?」


　その光の源みなもとは〈神飛拳〉の核となる小さな〈龍気〉の塊かたまりだった。普段はイメージするだけで実際は目に見えないはずのその霊的エネルギーが、はっきり光として肉眼で確認できる。


（こいつはどういうわけだ？　ここがソルバニアだから……異世界だからなのか!?）


　驚おどろいている間もなく怪物が襲おそいかかってくる。


「──〈神飛拳〉!!」


　慶一郎はソフトボールほどの大きさに育った龍気弾をアンダースローで投げつけた。


　ボシュウッ！


　龍気弾は怪物の眉み間けんを貫かん通つうし、体内で爆ばく裂れつして巨大な火柱を上げた。爆発四散した怪物の身体は紙のようにあっという間に燃えて白い灰と化す。


「お見事です、イェネンの鬼神よ」


　振り向くと、白子の巫み女こが微笑を浮かべていた。慶一郎はその時初めて、その巫女がとても美人だと気付いた。


（なんだかよく分からんが、どうやら奇跡は起きたらしいな……）


　夢でも見ているようにボンヤリとした慶一郎の頭は、それ以上なにも考えられなかった。
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「……とまあ、そんなよーな事があったわけだ」


　慶一郎は最初にソルバニアに召喚された夜の出来事をかいつまんで説明した。


「ふ～ん……で、あたしにどうしろって言うわけ？」


　ベンチに腰掛けて話を聞いていた涼子は、紙パックに残ったヨーグルトドリンクを飲み干すと、どうでもいいような口く調ちようで尋ねた。


　大門高校、旧校舎の屋おく上じよう──昼休みである。


「いきなり『話がある』って連れてこられて、聞けばマフィアのボスが身長三メートルの巨人だったって？　荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあるわよ！」


「そうか？　異世界に召喚されることに比べればだいぶ現実的だと思うんだが……」


「だいたい同じくらいのバカ話よ。それで、いったい何が言いたいの？」


「ケインからゲイツが生きてるって聞いて、すぐにレイチェルに電話して確かめてみたんだ。ゲイツ本人が目もく撃げきされたわけじゃないが、五月になってから奴やつの名の下もとで組織が再ふたたび動き出したらしい。そして連中は俺を捜している……近いうちにここをかぎつけてくるのは確実だ。と言うか、ケインがここに来た段階でもう奴らにバレてるような気がする」


「だ・か・らぁ～！」


　涼子はベンチから立ち上がり、慶一郎に食ってかかった。


「そんな話を聞かされて、あたしはどうすればいいわけ？　どうして欲しいの？　結論は何なのよ？」


　慶一郎は涼子が腹を立てている理由が分からず、怪け訝げんそうな顔になる。


「だから……相談してるんじゃないか。ゲイツが俺に復ふく讐しゆうするつもりだとしたら、いつどこで襲おそわれるか分かったもんじゃない。俺の周囲の人間まで危険にさらす可能性があるんだ。この状じよう況きようで、俺はどうするべきだろうか？」


「どうしてあたしに聞くのよ？」


「御み剣つるぎの他に俺の秘密を知っている人間がいないんだから、仕方ないだろ？」


「やっぱり、そうくるわけね……」


　涼子は憮ぶ然ぜんとした表情で腕を組み、溜ため息を吐ついた──考えること数秒。


「とりあえず用心する以外に手はないんじゃないの？　殺し屋に狙ねらわれるのか、爆弾を送り付けてくるのかは知らないけど……でもそのゲイツって奴、帝王だか皇帝だかって名乗ってるくらいだから、やっぱり格闘で復ふく讐しゆうしようと考えるんじゃないかしら？」


「なるほど……ありそうな話だ」


「でも本人が姿を現さないってことは、先生との闘いのダメージからまだ回復してないのかも……となると十中八九、先生に勝てそうな強い格闘家を送り込んでくるって展開になりそうね」


「どうしてそんなことまで分かるんだ!?」


「よくあるパターンだからよ！」


　涼子はクールに言うと、紙パックを五メートル先のゴミ箱に投げ入れた。


「ところであのバカ外人、どうしたの？」


「ああ……『ニッポンの聖せいなるガンガー、ドートンボリで泳いでくるヨ』とか言って大阪へ旅立ったよ」


「かなり豪快に勘かん違ちがいしてるわね。いったいどこから日本の知識を仕入れてるんだか」


「まったくだ。一秒でも早く日本から出ていってもらいたいんだが、……そう言えば草くさ[image: ]なぎと闘ったそうだな。ケインは自分が勝ったようなことを言ってたが、本当はどうだったんだ？」


「時間切れ引き分けってとこね……正しよう直じき、無ぶ様ざまな勝負だったわ。終しゆう始し押されっぱなしで、例の〈神威カムイの拳けん〉って技わざがなければ負けてたわね、きっと。あいつも分かってるとは思うけど……」


　涼子は屈くつ託たくのある顔つきで慶一郎を見上げ、


「あのさ、先生……」


「なんだ？」


　昼休みの終しゆう了りようを知らせるチャイムが鳴った。涼子は喉のどまで出かかった言葉を呑のみ込み、軽く首を横に振った。


「何でもないわ。あたしが口を出すことでもないわけだし……じゃあ先生、またね」


「御剣！」


　慶一郎は階段の方へ歩いて行こうとする涼子を呼び止める。


「ケインという男が超一流なのは減へらず口と逃げ足だけで、勝負となれば勝ち逃げが専門のようなチキン野郎だ。奴に勝つのは俺でも難むずかしい。勝ったのに負けたような気分にさせられるくらいだからな……草[image: ]には気にするなと言っといてやれ」


「お……大きなお世話よ！」


　涼子はプ～ッと頰ほおをふくらませると、逃げるように階段を駆かけ降りて行った。





　　　　五





　その夜──飛天神社の境けい内だい。


「フン……ハッ！」


　鋭するどい呼気とともに二メートルを超える身体が躍おどり、連続的に繰くり出される突きや蹴けりが空を裂さく。凄すさまじい速さで連続攻撃を放はなったかと思えば、一転してピタリと動きを止め、氷上を滑すべるような奇き妙みようなステップで前後左右に移動する。それが終わると再び単発の攻撃へ──その繰り返しである。


　慶一郎は、すでに日課となっている入浴前のトレーニングの最中であった。


　今夜のトレーニングはいつにも増して激しいものだった。想定している敵がソルバニアの魔物ではなく、あるいはそれ以上の怪物かも知れない世紀の巨人、ウィラード・ゲイツだからである。


　慶一郎はゲイツ戦の一部始し終じゆうを思い出しながら、あらためてその闘いの内容を分ぶん析せきしていた。涼子の台詞せりふではないが、あまりに理り不ふ尽じんなことが多すぎる。身長三メートルもの人間があれほど素早く動けるものだろうか？


（ジョニーはゲイツの格闘技を〈バリツ〉と言っていたな。かの名探偵シャーロック・ホームズもマスターしていたという、確か日本の古流柔じゆう術じゆつをベースにした総合格闘技だったはず……すると〈気〉を操あやつる技術が伝えられていてもおかしくはないわけだ）


　あの巨体を意のままに動かし、さらには〈神威の拳〉の直ちよく撃げきに耐たえる超人的なタフネスの秘密はそこにあったのではないか──その推測から当然のように導みちびき出される答えに気付いた時、慶一郎は戦せん慄りつに身み震ぶるいした。


（ゲイツが姿を現さないのは、御剣の言ったようにダメージが残っているということもあるだろうが……それだけじゃない！　おそらく奴は俺の〈神威の拳〉に対抗する手段を探し求めているんだ。次に闘う時は前回のようにはいかないだろうな……）


　慶一郎は自分の行く手に巨大な暗雲が待ち受けているのをはっきりと感じた。それは死闘という名の嵐あらしの渦うずであった。


「……？」


　闘いの構えを取ったまま暗くら闇やみの向こうに潜ひそむ見えざる敵を見つめているうち、慶一郎は背中に誰だれかの視線を感じた。以前にも何度か感じたことのある気け配はいだった。


　慶一郎は構えを解とくと、素早く身体ごと背後を振り向いた。本殿と社務所の間の、月光も届かない影の中へ声をかける。


「美雪ちゃん……そこにいるんだろ？」


　暗がりの中でハッと息を呑む気配があった。


「こっちへ来ないか？　俺と少し話をしよう」


　人影が動いた。慶一郎のいる境内ではなく、鬼塚家の玄関の方へ小走りに駆けていく。一いつ瞬しゆんだけ月光に照らし出された白い横顔は、確かに美雪だった。


「きゃっ！」


　足音が乱れ、小さな悲鳴が聞こえた。急いで駆け寄ると、わずかな段差につまずいて転んだのか、美雪が自分の右足を両手で抱かかえるようにして地面に倒れている。


「大だい丈じよう夫ぶかい？　足をくじいたんじゃ……」


「い、いや……来ないで！」


　慶一郎が近付こうとすると、美雪は怯おびえきった顔で呻うめいた。


「それ以上、近寄らないで……」


「そんなに恐こわがらないで、俺は何もしやしないよ」


「ダメェ！」


　助け起こそうとして一歩前に踏み出した瞬間、糸のように細い銀色の光が目の前で閃ひらめいた。


「──!?」


　刺すような鋭い痛みを感じて胸に手をやると、グレーのＴシャツの胸にカミソリで切ったような裂さけ目が真一文字に走っており、その下の皮ひ膚ふが裂け目に沿そって浅く切られていた。〈かまいたち現象〉という単語がとっさに頭に浮かんだ。


「美雪ちゃん……？」


　近寄ろうとすると再び銀光が一いつ閃せんし、今度は右の太ふと腿ももを切られた。美雪はぎゅっと目を閉じ、自分の肩を抱いて震えている。慶一郎は、美雪の身体の上に立ちこめる何か白いもやのようなものに気付いた。


（……なんだ!?）


　よく確かめようと目を凝こらすと、それはかえって輪りん郭かくを失ってかすんでしまう。しかし焦しよう点てんを合わせようとしなければ逆に鮮せん明めいになると気付いた慶一郎は、目を半眼に閉じて呼吸を調ととのえた。霊的な視覚を働かせると、周まわりの風景は闇に溶け、瞼まぶたの裏に白い影だけがくっきりと浮かび上がった。


　それは月光を紡つむいだ糸で織おったような、白く輝かがやく衣い裳しように身を包んだ若い女性の姿をしていた。巫み女こ装しよう束ぞく──それも神事を行なうための正装である。流れるような美しい黒髪は腰まであり、額ひたいには赤いバンダナのような冠かんむりをしている。顔だけははっきりとしなかったが、頰ほおから顎あごの輪郭を見ただけで美人だと分かった。


　その〈月影の巫女〉が右手に携たずさえているのは玉たま串ぐしではなく、薙なぎ刀なたであった。三日月形の刀身は銀色に光り輝いている。慶一郎が近付こうとすると、巫女はその薙刀を構えて斬きりかかろうとした。


（やれやれ……不思議なこともあるもんだな。彼女は美雪ちゃんの守しゆ護ご霊れいなのか？　それとも美雪ちゃん自身の力なのか……まあ何にせよ、担任の先生の言ってた超能力の噂うわさの正体はこれだな）


　慶一郎はさしたるショックも受けずに〈月影の巫女〉の存在を現実として受け入れていた。三メートルの巨人と格闘し、異世界に召しよう喚かんされて怪獣と闘たたかった経験のある男にとっては、十分に常識の範はん疇ちゆうに入る現象に思えたのである。


「大丈夫だよ……君を傷付けたりしないから」


　足を踏み出すと、巫女は袈け裟さ掛がけに凄すさまじい速度の斬ざん撃げきを放った。光の帯おびと化した刃が肩を掠かすめるが、慶一郎は痛みに構わず前へ出た。歩を進めるごとに目の前に銀光が閃き、腕や足に冷気を伴ともなった鋭い痛みが走る。


　美雪の側そばまで来ると、巫女の攻撃は烈れつ風ぷうのような激しさになった。頰や首筋を切られた時はさすがに顔をしかめたものの、慶一郎は一度も止まらずに進んでいく。


「ほ～ら、捕つかまえた」


　しゃがんで美雪の肩を摑つかむと、巫女の姿は風に吹き飛ばされたように消え失せた。慶一郎は両腕で美雪の身体を抱き上げる。


（軽いな……）


　華きや奢しやで柔らかな身体は、まるで雛ひな鳥どりを抱いているような感かん触しよくだった。美雪は身を固くして小こ刻きざみに震ふるえている。


「は……放して」


「そうはいかないよ。今夜はね」


　慶一郎は境けい内だいに美雪を運び、本殿前にある階段に座すわらせた。


「どこが痛むんだい？」


　膝ひざ上まである黒いストッキングに包まれた細い足に触ふれると、美雪は恥はずかしさに堪たえかねたように顔をそむけた。足首から脛すね、そして膝へ手を這はわせていくと、ビクッと身体を震わせる。


「ここか……ちょっと見せてくれるかな」


　ストッキングの下から現れたものを目にした慶一郎は、わずかに眉まゆをひそめた。膝の下からふくらはぎの外側にかけて、斜ななめに大きな傷跡が走っている。四年前の事故による怪け我がに違いなかった。


「これ……ひどく痛む？」


「ううん。時々、急にしびれたみたいになって……立っていられなくなるの。お医者さまは治なおってるって言うけど……」


　慶一郎は傷ごと膝を包むように両手を当て、気き功こうを使って傷の周囲の状態を探った。


（ここだけ血の流れが悪くなってるな。神経が興こう奮ふんして筋肉が痙けい攣れんしてるんだ……）


　患かん部ぶをマッサージしながら、慶一郎は優しい口調で言う。


「怪我はちゃんと治ってるよ。でも、こういう傷は身体の方が覚えてるから、何かのきっかけで痛みが戻もどってくるってことはよくあるんだ。ほら、『古傷がうずく』ってよく言うだろ？　心配はないよ」


　美雪は一応は納なつ得とくしたようだったが、沈んだ表情が晴れることはなかった。慶一郎はすぐに自分の言葉が何の慰なぐさめにもなっていないことに気付いた。身体が覚えている痛みは、同時に心が覚えている痛みも思い出させてしまうのだ──


「いや……でも、体内の〈気〉の通りを良くすれば、発ほつ作さを抑おさえることはできると思うんだ。少し熱いかも知れないけど我が慢まんしてね」


　慶一郎は掌てのひらから美雪の膝に〈神気〉を送り込んだ。過か敏びんになっている神経を鎮しずめ、収しゆう縮しゆくした筋肉をほぐしていく。


「あっ……」


　熱さを感じた美雪が身をよじる。その身体をしっかりと捕まえながら、慶一郎は神気を送り続けた。


　飛行機事故──鉄斎の口から聞いた事実はそれだけだった。それ以上の質問はまったく無む駄だに思えた。事故の内容を詳くわしく知ったところで、残された現実が変わるわけではない。残された悲しみは決して──


　不意に目の奥が熱くなり、溢あふれ出してくるものがあった。つんとする鼻を慌あわてて手で押さえたが、流れ出す涙なみだを止めることができなかった。


（不覚……）


　慶一郎は肩を震わせて泣いた。最初に事故のことを聞かされた時とは違い、時間を経て、胸の奥に溜たまりに溜まっていた涙だった。


「あの……先生？」


「ごめん。少し、待ってくれ……少しだけ……」


　美雪が見ていると思うと、慶一郎は不思議と安心して泣くことができた。これが美み咲さきのために流す最後の涙だと思った。





「君のママは……美咲さんは、俺にとっては姉のような人だったよ」


　美雪と並んで腰掛けながら、慶一郎は静かに語りはじめた。


「優しい人でね。俺みたいな不ワ良ルでも家族と同じように扱あつかって、何かと気に掛けてくれた……日本を捨てて七年も世界中を旅したけど、美咲さんのことは忘れなかったよ。幸せな思い出ってやつが、どんなに辛つらい時でも心の支えになるんだなって、よく分かった。日本に戻ってきたら、恩返ししなきゃいけないって思ってたんだ……」


「……好きだったのね」


　立てた膝を両手で抱えて座っている美雪が、ポツリと言った。ただ単純に慕したっている、という意味での『好き』ではないことは明らかだった。


「そうだな。美咲さんは俺を弟のように思ってくれたけど、俺は彼女を姉としてよりもずっと……好きになりすぎたんだ。だから、この家には二度と戻らないつもりだった。思えば日本を離れたのも、それが本当の理由だったかも知れないな……」


　自分のことを得とく意い気げにペラペラと喋しやべるような男は一番信用ならない、と固く信じていた慶一郎だが、涙るい腺せんと一いつ緒しよに心のタガも緩ゆるんでしまったのか、今夜は何もかも告こく白はくしてしまいそうな気分だった。


（どうかしてるぜ、俺は……まあ一生に一度や二度はあってもいいのかも知れないな。こんな狂った夜が──）


　慶一郎は珍めずらしくハイになっている自分自身を観察して面おも白しろがっていたが、美雪の唐とう突とつな一言で凍こおり付いた。


「私が代わりに死ねばよかったのにね」


「──!!」


　慶一郎は絶句した。ハンマーで頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきだった。


　美雪は虚うつろな瞳で前方の闇やみを見つめながら呟つぶやく。


「ママの代わりに私が死んでいれば、また会えたのにね……ごめんなさい。私のせいね」


「違う……それは違う！」


　慶一郎は断固たる口調でそう叫さけび、立ち上がって美雪の肩を摑つかんだ。しかし剣けん幕まくに怯おびえる美雪の顔を見ると、それ以上強く言うわけにもいかず、少し呼吸を調ととのえてから諭さとすように言った。


「美雪ちゃん……君のせいじゃない。君は何も悪くないんだ」


「……どうして？」


「この俺が認めないからさ。そんな話はこの俺が絶対に認めない……誰が何と言おうと、絶対にだ。世界中の人間が君を責せめたって、俺は違うと言ってやる！」


　慶一郎は美雪の瞳の奥を見つめ、内側に閉じこもっている心を捕とらえようと必死になった。


「聞いてくれ、美雪ちゃん……俺はいろんな国に立ち寄ったが、中には戦場になっている街まちもあった。爆撃機が市街地のど真ん中に爆弾を落としていくようなひどい所さ。そんな街には、戦闘で親を亡なくした子供たちがたくさんいてね……子供って、自分の身の回りの世界しか知らないだろ？　だから両親がいなくなったのは自分が悪い子だったせいだと思い込んで、心に深い傷を負ってしまうんだ。だから……」


　美雪は首を横に振って、膝の間に顔を埋うずめた。


「だって先生はママが好きなんでしょ……？　本当は私なんて死んじゃえばよかったって思ってるでしょ？」


「そんなことあるもんか。美雪ちゃんが生きていてくれて嬉うれしいよ」


「噓……私のことなんか好きじゃないのに」


「どうしてそう思うんだい？　俺は美雪ちゃんが好きだよ」


「噓よ！　だって私、先生と何も話してないわ……私のこと、どんな子かも知らないのに、どうして好きなんて言えるの？」


「君がどんな子か知らなくたって……もし本当は悪い子だったとしても、俺は君のことが大好きだよ」


「私がママの子供だから……でしょ？」


「君のママが、君のことをどれだけ深く愛してたか、よく知ってるからさ」


　美雪は顔を上げて、上目使いに慶一郎を見上げた。潤うるんだ黒目がちの瞳が儚はかなげで美しい。慶一郎はシフォンケーキのように柔らかい頰ほおに触ふれ、優しく髪を撫なでる。


「美雪ちゃん……君は美咲さんに愛された、世界で一番大切な人なんだ。だから、自分が死ねばよかったなんて、間違ってもそんな悲しいことを考えちゃいけない。悲しいのは分かる……でも自分を苦しめることはないんだ」


「…………」


　再び美雪は目を伏ふせた。慶一郎は美雪の小さな手を取り、姫君に仕つかえる騎き士しのようにひざまずく。


「俺は君のママの代わりにはなれないけど、君を大事に思う気持ちなら負けないつもりだ。何があろうと俺は君の味方だ。これからは俺が君を守ってやる」


「守る……？　何から？」


「美雪ちゃんを悲しませるもの、全部さ」


　そう言って、慶一郎は美雪の顔を覗のぞき込んだ。戸と惑まどった表情からははっきりとした心の動きは読み取れないが、少なくとも嫌われてはいないようだ。


「……いいね？」


　美雪がこくりと頷うなずいたのを見て、慶一郎はようやく安心して笑みをこぼした。男臭い顔つきからはちょっと想像できない、大人になり切れない少年のような笑みであった。


「実は……話しついでに謝あやまっておきたいことがあるんだけど」


「なあに？」


「君がまだ赤ちゃんの頃、美咲さんがあんまり君のことばかり気に掛けるもんだから、少し悔くやしくて……こっそり君のほっぺをつねったことがあるんだ。あの時のことを許してくれるかな？」


「…………」


　美雪は無言で手を伸ばし、慶一郎の頰に触さわった。〈月影の巫み女こ〉に切られた傷に気付いて、血の固まった傷口を指でなぞる。


「これ……痛い？」


「これくらい、なんてことはないよ」


「そう」


　言うなり、美雪はギュ～ッと力一杯頰をつねった。


「あ、イテテテテ……！」


「これで許してあげる」


　ほんのわずかながら美雪の顔がほころんだのを、慶一郎は見み逃のがさなかった。


「そろそろ戻ろうか。身体が冷えるといけない」


　慶一郎は美雪の身体を軽々と抱き上げると、境けい内だいから鬼塚家の方へ歩いていく。


「先生……もう足、平気だから」


「いいよ、美雪ちゃんは軽いから。それとさ……俺のことは『先生』じゃなくて名前で呼んでくれないかな？　先生って呼ばれるのは照てれ臭くさいんでね」


　玄関から上がり、廊ろう下かの途中にある階段を上って二階へ向かう。美雪が慶一郎のシャツを摑んでおずおずと言った。


「あの、先生……？」


「先生じゃないだろ」


「じゃあ……け、慶一郎さん？」


「なんだい？」


「私の部屋……一階なの」


「え!?」


　無意識に二階の自分の部屋に行こうとしていたことに気付いた慶一郎は、階段を下りながら慌あわてて弁べん解かいした。


「ご、ごめん……そういうつもりは全然なくて……その、ちょっと間違えただけなんだよ。他意はないんだ。本当だって！」


　舌がもつれてしどろもどろになる慶一郎を、美雪は不思議そうな顔で見上げていた。





　　　　☆





　美雪と別れて自分の部屋に戻もどった後、慶一郎は愛の告白のような台詞せりふを吐はいてしまった自分を猛もう烈れつに恥ずかしく感じ、しばらく顔を真っ赤にして転ころげ回っていたが、翌朝の寝覚めはかつてないほど壮そう快かいだった。全身に気力がみなぎり、相手が三メートルの巨人だろうが二〇メートルの怪かい獣じゆうだろうが、まったく負ける気がしない。


（言うだけ言ったからスッキリしたんだろうな……まあいいや、今さら後には退ひけないんだ。前向きに生きていこう）


　なかばヤケクソ気味に開き直ると、胸を張って玄関を出た。ちょうど巫女姿の美雪が竹ぼうきを手に玄関前を掃はいているところだった。


（待ってたのかな……？）


　朝食の席では昨日までと変わらず無関心な態度で、慶一郎の方も照れがあったので自分からは話し掛けなかったが、美雪にわずかな変化があったことには気付いていた。今朝の美雪は、なぜかいつもより可愛らしく見えたのだ。


「じゃあ行ってくるよ。美雪ちゃん」


「……行ってらっしゃい」


　美雪は背中を向けたまま、小さな声で言った。


　朝っぱらから幸せな気分にひたりながら石段を下りていくと、耳元に懐なつかしい声が聞こえてきた。


〈あなたは何が欲しくて闘うの？〉


　以前なら口をつぐんでいたその問いに、今なら、はっきりと答えを出せそうだった。










　第十二話　我われ闘たたかう、故ゆえに我在あり［前篇］







〈五月二十四日──快晴〉





　俺おれの尊そん敬けいする人物の言葉に、こういうのがある。


『どうしていいか分からん時に、何かを摑つかもうとあがく姿こそ、男の闘いにおいて最も見どころというべき場面である──』


　まさに名言ってやつだ。





　　　　一





「ねえ涼りよう子こちゃん。昨日、草くさ[image: ]なぎ君が三年生とＫファイトで対戦したって話、聞いた？」


　ひとみの問いに、涼子は手にしたハードカバーの小説本の活字に視線を落としたまま、興きよう味みなさそうに答えた。


「ああ……知ってるわよ。キックボクシング部のエースでしょ？」


「圧勝だったって話よね」


「そうね。対戦っても中味は将棋だったけど」


　Ｋファイトのルールでは挑戦を受ける側に対戦方法の選せん択たく権がある。ひとみが話題にしたのは、対戦方法に将しよう棋ぎを選んだのが挑戦を受ける側の静馬自身だったからである。


「どうしちゃったのかしら……挑戦を受けて例の『何でもありバーリ・トウード』ルールで闘わなかったのって、初めてよね？」


「さあね。将棋が強いところをアピールしたかったんじゃないの？」


「気にならない？　南な雲ぐも先生に負けて以来、なんだか落ち込んでる様よう子すだったし」


「あんな人類に進化しそこねたような奴やつ、永久に落ち込んでりゃいいのよ！」


　涼子は本をバタンと閉じて、愛あい想そを尽つかしたように言った。本の表紙にあるタイトルは──『人斬きり剣奥おう義ぎ』。


　ひとみは唇くちびるに人差し指を当てて（静かにして）とジェスチャーした。昼休みの図書館は大勢の生徒が出入りするため騒さわがしいが、それでも涼子の声は高く響ひびいてよく通るのだ。


「どうして、あたしにその話を振るわけ？」


　涼子は声のトーンを落として尋たずねた。ひとみは意味ありげに微笑ほほえんで、


「だって涼子ちゃん、草[image: ]君と仲いいでしょ？」


「あの底抜け脱だつ線せんバカと？　冗じよう談だん言わないでよ」


「でも最近、なんだか機き嫌げんがよくない？　物もの腰ごしが柔らかいって言うか、急にトゲトゲしさが薄うすれたように見えるけど」


「……つまり、あたしは親友のあんたから見てもトゲトゲしい女と思われてたわけね」


　涼子はショックを受けて少し肩を落とした。机に頰ほお杖づえをついて文もん句くを言う。


「そもそも、あのバカがあたしの血圧を上げる原因だったのよ。おとなしくなってくれて、やれやれってとこだわ」


「でも、機嫌のいい理由はそれだけじゃないでしょ？」


「えへへ……分かる？」


　涼子は悪いた戯ずらっぽく笑って、ひとみに耳打ちした。


「実はね……あたし、理想の男性に出会ってしまったの」


「それって、南雲先生のこと？」


「バカね、あれのどこが理想なのよ!?　あんなのとはもはやケタが違うわ……現代に甦よみがえった剣けん豪ごうと言うか、市いち川かわ雷らい蔵ぞうと三み船ふね敏とし郎ろうを足して西にし村むら晃こうで割わって、さらにクリント＝イーストウッドをブレンドしたような、それはもう究きゆう極きよくの男前なのよ！」


　涼子は両手を胸の前で組み、恋する乙女おとめのような恍こう惚こつとした表情で熱っぽく語った。ひとみは額ひたいに手を当てて想像力をフルに働かせたが、どうしてもイメージが一人にまとまらず、『眠ねむり狂きよう四し郎ろうと桑くわ畑ばた三さん十じゆう郎ろうをお供に連れた黄こう門もん様が、巌がん流りゆう島じまの砂浜で荒こう野やの用よう心じん棒ぼうと対決している図』しか思い浮かばなかった。


「それ……いったいどういう人なの？」


「神社の神かん主ぬしで、しかも剣術の師し範はんなの。んも～速そつ攻こうで弟で子し入りしたわよ」


「歳としは？」


「六十って言ってたかしら。ひとみにも会わせてあげたいわ……そりゃあもう素す敵てきなのよ～!?　弟子よりも養女になりたいくらいね」


「その人も、えらい女子高生に弟子入りされたものね……」


　あらためて自分の親友が変わり者だと思い知らされたひとみは、そう控ひかえ目にコメントするしかなかった。


「まるで眼中にないって感じね……その様子じゃ知らないでしょうけど、草[image: ]君って今、女子の間じゃちょっとした人気なのよ？　元気に暴れてる時は気付かなかったけど、ああして沈んだ顔で静かにしてると、実はけっこうハンサムなんだって」


「へーえ、そう」


　涼子はあっさりそう答え、再ふたたび本を開いた。拍ひよう子し抜ぬけした顔のひとみに横顔を向けたまま、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。


「とっくに知ってたわよ。それぐらい……」





　　　　☆





　同時刻──旧校舎屋おく上じよう。


「南雲先生、ちょっとよろしいでしょうか？」


　ベンチに背をもたれてウトウトしていた慶一郎は、少年の声で目を覚ました。ベンチの横に直立不動の姿し勢せいで立っていたのは、空から手て部二年の古こ賀がだった。


「何か用か？」


「はい。先生に相談に乗っていただきたいことがあります」


　普段から寡か黙もくで愛あい想そがないことで知られる古賀は、表情にこそ出さないものの、どこか屈くつ託たくのある様子だった。


「草[image: ]に勝つにはどうすればいいでしょうか？」


　古賀の質問は、およそ慶一郎の予想した通りのものだった。先週の静馬との一戦以来、格闘サークルの部員が次から次へと教えを乞こいにやってきていたのだ。しかし、古賀の質問は格闘指し南なんを求めるのとは少しニュアンスが違っているようだった。


「草[image: ]に勝つには、か……それには、あいつの不ふ得とく意いな分野で勝負することだな。頭を使って、できるだけ体力勝負はしないことだ。詩し吟ぎんとかあや取りとか……」


「頭を使うのは自分だって不得意です。そうではなく、草[image: ]の好きなストリートファイトルールで勝つための方法です」


「だったら草[image: ]より強くなるしかないだろうな」


「だからそれを伺うかがっているんです」


「顧こ問もんの金田先生には相談したのか？」


「はい。余計なことは考えずに稽けい古こに励はげめと言われました」


「もっともな意見だと思うが、お前はそれだけじゃ不満なわけか」


「そうです」


「ふむ……」


　慶一郎は腕組みして考えた。しかし秘ひ策さくを授さずけてやろうという気は特になく、実際に考えていたのはもっと根本的なことだった。


「じゃあ聞くが……古賀、お前にとって格闘とは何だ？」


「格闘とは──ですか？」


　いきなりの問いに面めん食くらったようだったが、古賀は真ま面じ目めに考えて答えた。


「自分にとっては格闘とは……空手とは、男を磨みがくための一つの方法です。自分がどこまでやれる人間なのか、それを確かめるための……」


「精神的にはそうだろうが、俺が聞きたいのはもっと即そく物ぶつ的てきなことだよ。要するにどれくらい強くなれれば満足なんだ？　スポーツ格闘技としての空手を追究するなら、ストリートファイトの勝負にこだわることはないだろう？」


「それは……自分でもよくは分かりません。ただ、自分の気持ちを言葉にすると『草[image: ]と五ご分ぶに闘いたい』という一言に尽つきるんです」


「……なるほど。あいつは人気者だな」


　慶一郎は面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かいた。人生相談を受けるようなガラではないのだ。


「それでは自分からお聞きしますが、南雲先生にとって格闘技とは何ですか？」


「俺か？　俺は……そうだな。『自分の手の届く範はん囲い内において、正義を実行するための手段』ってところかな。簡単に言うと、悪党を懲こらしめるための一番手っ取り早いやり方さ。だからスポーツとしての格闘技にはまったく興きよう味みがない。武器を持った複数の敵を相手に闘えないようでは意味がないんだ」


「つまり骨こつ法ぽうのような実戦的格闘技ということですか？」


「……口で説明しても分からんようだな」


　慶一郎はベンチに腰こし掛かけたまま古賀に手て招まねきした。


「突きでも蹴けりでも構わんぞ。本気で打ってこい」


「しかし……」


「後ろを向いていてやるから、好きな時に打ってこい」


　慶一郎は古賀に背中を向けると、ベンチの背に横向きにもたれかかった。まったく無防備な姿勢である。古賀はさすがに躊ちゆう躇ちよしたが、慶一郎の言うところの格闘技に興味をひかれ、決心して制服の上着を脱ぎ、シャツの袖そでをまくった。腰を落とした半身の構えから、慶一郎の後頭部を狙ねらって正拳突きを放つ。


　パンッ！


　拳が頭に当たる瞬しゆん間かん、突き出した腕がいきなり上へ弾はじかれ、古賀は体勢を崩くずした。視界から慶一郎の姿が消え、背後から太い腕が首に回される。真ま綿わたのように抵てい抗こうなく巻き付いてきた腕が、一瞬の後には大だい蛇じやに変じたように凄すさまじい圧力で顎あごごと首を絞しめ付けてきた。


「──!!」


　気管と頚けい動どう脈みやくを同時に絞しめるチョークスリーパーホールドであった。呼吸が止まり、視界が真っ暗になる。急速に遠のく意識の中、ミシミシと自分の首の骨が軋きしむ音を聞いた古賀は、必死に慶一郎の腕を叩たたいてギブアップした。解放された古賀は床ゆかに崩れ落ち、笛ふえのように喉のどを鳴らして空気をむさぼった。


「どうだ、感想は？」


　青ざめた顔に脂あぶら汗あせを浮かべて喘あえぐ古賀を見下ろしながら、慶一郎は尋ねる。


「い、一瞬……死神の顔が見えました」


「それが俺の格闘技ということだ。理解できたか？」


　古賀は床に四つんばいになったまま何度も頷うなずいた。首を横に振ったが最後、完全に理解できるまで身体に直接教えられそうだった。


「しかし、お前や草[image: ]が求める格闘技はこんなものとは違うはずだ。あいつは闘うことをゲームのように楽しんでいる……そうだ古賀、〈ストリートバイパーズ〉を知っているか？」


「話だけは……」


「草[image: ]はその連中の間ではけっこう有名人らしい。連中が週末にやっているストリートファイトを見れば、お前の知りたいことも分かるかも知れないな……ま、あまり勧すすめられることじゃないがね。俺としては金田先生の意見が正しいと思うが、どっちにせよ、自分で考えて決めるんだな」


「は、はい……ありがとうございました！」


　古賀は少しフラつきながら立ち上がり、深々と一礼した。





　　　　二





「先せん輩ぱい、御剣先輩！」


　剣道部の部室に数人の女子部員が駆かけ込んできた。


「どうしたっての？　何を慌あわててるのよ？」


　汗を拭ぬぐって制服に着替えている最中だった涼子は、ついさっき出ていったはずの後輩たちが戻もどってきたのを不ふ審しんに思って尋ねる。


「い、い、いるんですよ……外に！」


「水道のところで待ち伏ぶせてたんです!!」


「いっきなり声掛けられちゃって、あたしらもう、ビビリまくりって感じで……」


　後輩たちはひどく興こう奮ふんした様子で口々にまくしたてる。涼子はてんでバラバラの情報を頭の中で組み立てて、おおよその事情を察さつした。


「……それで、外に誰だれがいたの？」


　肝かん心じんなことを質問すると、後輩たちは急に静かになり、困ったような顔で互たがいに目くばせしたり隣となりの部員を肘ひじで小こ突づき合ったりして、なかなか口に出そうとしない。


「早く言いなさいよ。誰なの!?」


「えーと、その、草[image: ]先輩なんですけどぉ……御剣先輩を待ってるみたいなんです」


「あのバカ……」


　涼子は急いで髪を梳とかしてポニーテールに結ゆい直すと、デイパックと竹刀しない袋ぶくろを持って部室を出た。


　後輩の言葉通り、静馬は部室棟とうの前にある水道に寄り掛かり、暇ひまそうにして立っていた。部室から現れた涼子に気付くと、少し憂ゆう鬱うつそうな顔を上げて視線を向ける。


「何の用かは知らないけど、うちの部員を脅おどかさないでくれる？」


　涼子の文もん句くにいつものように言い返そうとはせず、静馬はズボンのポケットに両手を突っこんだまま前に歩み出た。


「……な、なによ？」


「涼子、お前……オレと付き合えや」


　一瞬何を言われたのか理解できずに、涼子はキョトンとした顔になる。


『ええ～ッ!?』


　黄色い声に振り向くと、部室棟の陰かげから女子部員たちが興きよう味み津しん々しんという顔を並べて二人を覗のぞき見ていた。自分の置かれた立場に気付いた涼子は耳まで真っ赤になり、手を振って追い払おうとするが、部員たちはさらに歓かん声せいを上げる。


『先輩……前、前！』


「え？」


　よそ見をしている間に近寄ってきた静馬に、涼子はいきなり手を摑つかまれた。


「ちょっとこっち来んかい！」


「え？　ええっ!?」


『頑がん張ばって～、御剣センパーイ!!」


　後輩たちの声せい援えん（？）に送られながら、涼子は抵抗することも忘れて、グイグイと引っ張られるままについていく。




[image: ]


　静馬に連れてこられた先は教員用の駐車場だった。そこには静馬専用の駐車スペースがあり（昨年の校内格闘トーナメントの優勝賞品の一つ）、静馬が学校に来ている時にはいつも愛用の赤いバイクが置いてある。


「ほらよ」


　いきなり銀色のヘルメットを渡されて、涼子はようやく事じ態たいを理解しはじめた。


「あたしにバイクの後ろに乗れって言うの？　どこへ連れていくつもりよ!?」


「部活終わったら今日はもう用事ないんやろ？　ちゃーんと調べはついとんねん。ええから、黙だまってちょっと付き合えや」


「ちょっと付き合えって……まさか、そういう意味で言ったわけ!?」


「そういう意味て、他にどういう意味があるっちゅうねん？」


「ただの『付き合え』と『ちょっと付き合え』じゃ、だいぶ意味が違うわよ!!」


「はあ？」


　静馬は合が点てんのいかない顔をしたが、深く考えた様子もなく話を続けた。


「そんな細こまかいことはどうでもええ。とりあえず、お前はオレと一いつ緒しよに来たらええねん」


「だからどこへ行くのよ？」


「そんなもん着いたら分かるわい。とにかく、今日、お前が来てくれへんことには意味がないんや……行くんか？　行かんのか!?」


　静馬は涼子の答えも聞かずに勝手にバイクにまたがり、エンジンをかける。


「しょうがないわね……分かったわよ。乗ればいいんでしょ？」


　渋しぶ々しぶ承しよう知ちした涼子は、ヘルメットを被かぶり、タンデムシートにまたがった。正しよう直じき、戸と惑まどいや不安はあったが、それよりも好奇心の方がずっと勝まさっていたのだ。


「こういう強ごう引いんなやり方って、キライじゃないわよ」


　ヘルメットの中で聞こえないように呟つぶやく。


「なんか言うたか？」


「別に……ほら、さっさと出しなさいよ」


「おう。舌、嚙かむなよ」


　ブォンッ！


　景気よくアクセルを吹かすと、バイクはロケットスタートさながらに急発進した。


「きゃあ!!」


　涼子は放り出されそうになり、慌あわてて静馬の背中にしがみつく。本物の虎とらを思わせる、しなやかで強きよう靱じんな弾だん力りよくを秘めた筋肉質の身体──その逞たくましい背中に、ほんの十日ほど前に自分が抱きついていたことを思い出し、涼子は胸が高鳴るのを感じた。


（この背中は……素す敵てき）


　涼子は静馬の腹に手を回し、背中に胸を押し付けるようにして強く抱きついた。


　バイクは高速５号線の下を都心へ向かって疾しつ走そうする。


　中なか山せん道どうに合流し、板橋区役所の手前の分ぶん岐き点てんで山の手通りに入ったことで、涼子は静馬がどこに向かっているのか察しがついた。川かわ越ごえ街道を左に折れると、間もなく前方に白い超高層ビル、サンシャイン60が見えてきた。


　豊と島しま区く池いけ袋ぶくろ──そこは〈ストリートバイパーズ〉の本ほん拠きよ地ちであった。





　　　　☆





　サンシャインシティに隣りん接せつした池袋中央公園は、まるで野外コンサートでも開かれているような騒さわがしさだった。


　集まっているのは十代から二十代の学生がほとんどで、意外にも男女の比率は３：２といったところである。彼らの目当てはもちろんコンサートではなく、バイパーズが〈パーティ〉と呼んでいるストリートファイトの観戦であった。


「なんでこんなにギャラリーが一杯いるのよ？」


　静馬に手を引かれて公園の奥へと進みながら、涼子は人込みにうんざりした顔で文もん句くを言う。


「ここんとこ金曜日の夕方っちゅうたら、だいたいこんな感じや。クラブとかで宣せん伝でんした甲か斐いがあったわ」


「……とか言いつつ、どこまで連れてく気？」


「涼子に会いたいて言うとる物好きがおんねん」


「あたしに？」


　進んでいくうち、涼子は公園のあちこちから音楽が聞こえてくることに気付いた。ハードロックやヘビィメタル、あるいはパンクなどといったパワフルな曲がほとんどで、流れる楽曲は対戦の行なわれている場所ごとに違っている。


　公園の真ん中を突っ切ろうとした二人の行く手に、でっぷりと肥こえ太ふとった巨漢の背中が障害物となって立ちはだかった。


「こら、ブタァ！　邪じや魔まや!!」


　静馬がパンパンに張ったジーンズの尻しりを蹴けとばすと、肥ひ満まん男おとこは小さく「キャッ」と悲鳴を上げて振り向いた。つぶらな目をまん丸に開いて、自分を蹴った男を見つめる。


「あ……クサナギ？」


「なにィ、草[image: ]だと!?」


「とうとう来やがったか！」


　肥満男の一言で、さらに同じような力りき士し体型の男たちがその場に集まってきた。全員が体重一三〇キロ前後の巨漢で、禁煙マーク付きの黒いＴシャツをユニフォームのように着込んでいる。横一列に五人も並ぶと、まさしく巨大な肉の壁かべであった。


「ええい、並ぶな並ぶな！　暑苦しいんじゃ、このブタども!!」


「ブタって言うな！　我々は人間だ。デブと呼べ！」


「どっちでもええわい。とっとと退のきさらせ、このポリタンクが！」


「ポリタンク？　違ぁーう。我々はぁ～……」


　五人のデブはクルクルと踊りながら回ると、背中を並べてピタリとポーズを決めた。Ｔシャツの背中にでかでかと書かれた赤いアルファベットがつながって、一つの単語になる。


『──〈ガスターンク〉!!』


　すでに知名度のあるチームらしく、周囲から声援とブーイングが同時に飛び交かった。


「じゃかあしゃーッ！」


　静馬のドロップキックを食らったデブ五人組はボウリングのピンよろしく弾はじき飛ばされ、バウンドしつつ転がっていった。


「お前ら、お笑い界か角かつ界かいのどっちかへさっさと入門せえ！」


　静馬はそう捨すて台詞ぜりふを残して先へ進む。デブチーム〈ガスタンク〉の陣じん地ちを抜けた後で、涼子は静馬に耳打ちした。


「今のはいったい何!?　あれもバイパーズのチーム？」


「聞くな……」


　静馬と一緒に歩いていくと、黒いライダースーツを着て白い顔に金髪を逆さか立だてたバイカーチームをはじめ、共通のファッションに身を包んだ五人から十人単位の集団が目についた。外見に力を注そそぎすぎて明らかにストリートファイトに向いていない連中も多い。どこも真剣勝負の緊きん張ちよう感かんとはほど遠い、楽しげなお祭り的雰ふん囲い気きがその場を支配している。


「バイパーズの集会って、なーんか色物イロモノバンドのコンペみたいね」


「言うな……」


　やがて二人はそれまでで最大の人だかりにぶつかった。人ひと垣がきの向こうからは、重く鋭するどい、激しい疾しつ走そう感かんを伴ともなったメタリックサウンドとハイトーンのボーカルが轟とどろいてくる。


「ここや、ここ！」


　急に元気を取り戻した静馬と一緒に人込みをかき分け入っていくと、そこで涼子はようやくストリートファイトらしい一対一の勝負を目まの当たりにした。


　闘っているのはどちらも高校生らしい二人の少年だった。


　一人は、一見してヒョロッとした瘦やせ型の少年である。肩まで伸びた長髪に赤いバンダナを締しめ、上は腕をむき出しにした革のベスト、下は太いペインターパンツにバッシュといういでたちである。


　それに相あい対たいするのは、白い空手の道着のみというシンプルな服装の、大柄で角ばった体格の少年──


「ねえ静馬……あの空手着の方、もしかしてうちの高校の生徒じゃないの？」


「分かっとるわい！　那な智ちの相手しとる奴やつは──」


　涼子に指し摘てきされるまでもなく、静馬はすぐに気付いたようだった。


　道着の少年は大門高校空手部の二年生、古賀であった。





　　　　三





　二人の闘いは、小手調べで拳けんを交まじえた後、間合いを取って互たがいに攻せめ込むチャンスを窺うかがいながらにらみ合うという展開になっていた。


　那智と呼ばれた少年は身長一七五センチほどで決して小さくはないが、古賀とは肉の量でも差があるため、かなり小柄に見える。しかし全身にみなぎる気き迫はくでは互ご角かくか、それ以上だった。


　那智は手しゆ刀とうを顔の前に持ち上げ、右足を前に出した半はん身みの構えを取っていた。首と腰が据すわっており、背骨と軽く曲げた膝ひざで形作られるＳ字形の身体のラインが、強力な瞬しゆん発ぱつ力りよくを蓄たくわえたバネを連想させる。獲え物ものに襲おそいかかろうとしている豹ひようのようだった。


（──できる！）


　涼子の目には、那智の身体はまるで抜き身の刀のように見えた。


　対する古賀はやや左半身に構え、拳を顔の左右に持ち上げて防ぼう御ぎよを固めていた。両足を肩かた幅はばに開き、腰を落としたどっしりとした構えは、いかなる攻撃にも動じないという気合いに満ちている。


　先に仕掛けたのは那智だった。


　剣道の踏み込みや短たん距きよ離りのスタートダッシュと同じように、後ろの左足で地面を蹴けって一瞬で間合いを詰めながら、右足で古賀の膝を踏ふみ付けるような蹴りを放はなつ。


「!?」


　いわゆるローキックとは異ことなる、突き刺すような蹴りに驚おどろいた古賀の動きが止まった。那智は密着するほどの距離から掌しよう打だの連続攻撃を打ち込む。ボクシングで言うところのジャブとフックの連れん係けいに肘打ちをまじえた攻撃だった。


　古賀は顔面をガードして嵐あらしのような連打に耐たえながら、反撃の機会を窺うかがっていた。しかし間合いが近すぎるため拳による突きは打てず、密着戦で有効な肘や膝の攻撃は高校の部活では本格的に習ならっていない。空手の技わざで闘うには、なんとしても間合いを広げるしかなかった。


「チィィッ！」


　古賀は跳とび膝蹴りで突っ込み、短打数発から中段蹴りのコンビネーションで那智を追い払った。防戦一方だった古賀の反撃にギャラリーが沸わく。成り行きを見守っていた涼子もほっとひと息ついた。


「ひとまず耐え忍んだみたいだけど、古賀君に勝ち目あると思う？」


「まず無理やな。古賀ちゃんの勝ちはあり得へん」


　涼子の問いに、静馬はあっさりとそう断言する。


「相手が悪すぎるわ。なんせ、バイパーズの中でもオレの次に強い奴やからな」


「なんだ……じゃあ、たいしたことないのね」


「なんでそうなんねん!?」


　那智が再び攻撃を仕掛けた。柔道で言うところの小こ外そと刈がりのような鋭い下段蹴りで、古賀の右膝の裏を踵かかとで刈かった。


「むうっ!?」


　激痛に倒れそうになるが、古賀は気合いで踏み止とどまる。


　那智は素早く身体を一回転させて強きよう烈れつな逆回し蹴りを放った。


　古賀はガードして耐える。


　那智は身を沈めて足払いを仕掛けるが、古賀はまだ倒れない。


　ダメ押しの踏み蹴りを膝に受けてたまらず体勢を崩くずしたところへ、那智は前転しながら古賀の頭上に踵落としを浴あびせかけた。


　ガスッ！


　全体重が乗った上に遠心力によって威い力りよくを増した必殺の浴びせ蹴りは、古賀のガードを打ち破って脳天を直撃した。


　一八五センチの肉厚の身体が前のめりに崩れ落ちていった。


『──勝負あり!!』


　歓かん声せいと拍はく手しゆが巻き起こった。那智の舞ぶ踏とうのように鮮あざやかな技と、それにしぶとく耐え続けた古賀の驚きよう異い的てきなタフネスぶり、両方に対する賞しよう賛さんだった。


　那智が活を入れてやると、古賀はまだ夢を見ているような顔を上げる。しかしすぐに、目の前に静馬が立って自分を見下ろしていることに気付いた。


「草[image: ]……」


「惜おしかったなあ、古賀ちゃん。せやけど、こんなとこで格かつ好こつけて闘うんはお前のキャラクターやないで。お前は合がつ体たいロボで言うたら三号機にしか乗られへんタイプなんや。無理すんな」


「キャタピラ付きのやつか……」


「まあそういうこっちゃ」


　静馬は意地悪くそう言って、イヒヒと笑う。


「あんたね……それって何の慰なぐさめにもなってないわよ？」


「涼子ちゃん！」


　聞き覚えのあるその声に、涼子は驚いて振り向いた。


　ギャラリーの中に大門高校の制服を着た少女がいた。胸まである髪に白いヘアバンド、やや太めの黒縁の眼鏡めがねをかけたおとなしそうな顔だちの少女──それはこんな場所にいるはずのない、親友の結ゆう城きひとみであった。





　　　　☆





「やあ涼子さん、とうとう来てしまいましたね」


　那智率ひきいるバイパーズチームの陣地には、ひとみの他に神矢大作の姿があった。涼子はつかつかと早足で近寄ると、大作のシャツの胸ぐらをわし摑みにして問い詰める。


「これはいったいどういうこと!?　三十字以内に簡かん潔けつに説明しないと……ネジ切るわよ！」


「な、な、なにをネジ切られるんですか？」


「とにかくネジ切るのよ！　さあ、納なつ得とくのいく説明をしてもらおうじゃないの!!」


「それについては僕ぼくから説明しましょう」


　横から声を掛けてきたのは、古賀と闘っていた少年だった。


「初めまして。あなたが噂うわさの御剣涼子さんですね。僕はチーム〈ペインキラーズ〉のリーダー、氷ひ室むろ那な智ちです。どうぞよろしく」


　礼儀正しく挨あい拶さつすると、那智は右手を差し出して握あく手しゆを求めた。


　同じバイパーズのリーダーとはいえ、那智は〈ブラックチェンバー〉の黒木とはまったく異なるタイプの人間に見えた。非常に真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんそうな風ふう貌ぼうは、不良どころか生徒会長が似に合あいそうな感じさえする。


「なんで、ひとみがこんな所に来てるわけ？」


「実は神矢君に誘さそわれて一緒に来たの」


「あんたねえ……いくらなんでも警けい戒かい心しんってもんがなさすぎない!?　それともだまされて連れてこられたの？」


「ううん。涼子ちゃんと草[image: ]君も後から来るって聞いたから、安心だなって思って」


「あたしは安心じゃないわよ……」


　一方、涼子にすっかり無視された那智は、右手を差し出したまま硬こう直ちよくしていた。


「こ……この差し出せし我が右手のやり場はいずこに!?」


　助けを求めるように静馬を見るが、静馬は自販機で買ってきたペプシを飲みながら他ひ人と事ごとのように言う。


「押しが足らんのや。もっとこう前へ出ろ、前へ」


「よし」


　勇気づけられた那智は、涼子に二度目のアタックを試こころみた。


「御剣さん、僕の話を聞いてもらえるかな」


「バイパーズごときと話すようなことは何もないわ！」


「そ、そうですか……」


　那智はすごすごと撤てつ退たいして静馬に泣きついた。


「シャットアウトされたけど、どうする？」


「アホ、そやから押しが足らんて言うとるやろ!?　あの女に下した手てに出てもまったくのムダや。話を聞かしたかったらタルい能のう書がきはヌキで、いきなり本題から入っていかんかい」


「なるほど」


　那智は気を取り直して三み度たび涼子の前までやってくると、前置きなしで話を切り出した。


「君と結城さんに来てもらったのは、我々に対する誤ご解かいを解きたかったからなんだ。〈ストリートバイパーズ〉は本来、黒木たちのような不良集団の代名詞なんかじゃない。もともとはルールのない喧けん嘩かを、ストリートを舞ぶ台たいとした〈真に自由な格闘技〉に高めることを目的として始めたんだ。簡単にいえば『楽しく喧嘩をしよう』という主しゆ旨しさ。もっとも、ああいった志こころざしの低い連中のために評判を落としているという事実は否いなめないがね」


　涼子は公園のあちこちから聞こえてくる音楽が、バイパーズの持ち込んだＣＤラジカセが流しているものだと気付いた。


「どこのチームもＣＤを鳴らしてるけど、何か意味があるわけ？」


「さすがは涼子さん。いいところに目を付けましたね」


　バイパーズと（というより静馬と）付き合いの長い大作は、得意そうに解説した。


「バイパーズはチームごとにそれぞれテーマソングともいうべき曲があって、それを流すことで自分たちの存在をアピールしているんです。例たとえば那智さんのチーム〈ペインキラーズ〉だとジューダス・プリーストの曲、という具合にね。そして対戦が行なわれると、勝った方のチームが負けた方の曲を止めて、自分たちの曲を流すことができる……つまり一つのチームが連勝すると、同じ曲が延えん々えん流れ続けることになるわけですよ。他にも新しいチームが参戦してきた時なんか、すぐに判わかるという利点もありますね」


「ふうん……そのテーマ曲って、演歌でもいいの？」


「それはかなり危険ですねえ。他のチームが許さないでしょうから。でも静馬さんなんか一ピ人ンで一曲持ってますけど、ちょっと変わってるんですよ」


「あいつのテーマ曲って、何なの？」


「それが〈第九〉なんです」


「……カーペンターズ？」


「それは大工！　〈第九〉と言ったらベートーヴェンの〈交こう響きよう曲きよく第九番〉じゃないですか。第四楽章の荘そう厳ごんなコーラスが響ひびき渡る中で、敵のチームが次々と倒されていくところなんか、見てると鳥とり肌はだが立ちますよ」


「話が弾はずんでるところを申し訳わけないんだけど……ねえ、聞いてる？」


　おずおずと尋ねる那智を、涼子はうるさそうに横目で見る。


「聞こえてるわよ。だから何だっての？　あんたらの目的が何だろうと、こっちは知ったこっちゃないのよ！　バイパーズなんか、あたしに言わせればただの愚連隊よ」


「ぐ、愚ぐ連れん隊たい……？」


「愚連隊で嫌いやなら虫ケラの集まりね！　どっちにせよ、いいバイパーズだろうが悪いバイパーズだろうが、免めん許きよ皆かい伝でんの暁あかつきにはこのあたしがまとめて地じ獄ごくへ送ってやるわよ!!」


「……ちょっとタンマ、ね」


　那智は急いで静馬のところへ引き返すと、額ひたいを寄せて相談した。


「どういうことなんだ？　彼女には我々と仲良くしようという気がまったくないのか!?　僕が何か一つでも悪いことをしたか？」


「あれは基本的にそういう女や。いっぺん敵に回したら最後、完全に息の根止めるまで絶対気ィ許さんっちゅうタイプやな。あいつの頭ん中ではもうバイパーズは全部敵なんや」


「そ、それは……なんだか恐こわいぞ!?」


「下へ手たに怒おこらせたらマジで殺されるよって、気ィ付けんとな。なんせ、黒木のチーム十人を相手にして一歩も退ひかなんだ女や。だいたいオレが助けに入る前に半分倒しとったし、もし人ひと質じち取られてなかったら一人で全滅させとったと思うで」


「全滅……」


「しかも最近、ホンマモンの剣術使いに弟で子し入いりしたらしいし、その気になったらバイパーズ全部壊かい滅めつさせられるかも知れへんな。まあたぶんムダやとは思うけど、もうちょい頑がん張ばってみいや」


「……分かった。お前にはもう何も聞かん」


　まるで励はげましになっていない無責任な助じよ言げんを聞き、那智は暗あん然ぜんたる面おも持もちになって涼子の前に戻もどってきた。


「黒木たち〈ブラックチェンバー〉のメンバーがどうなったか、聞いてる？」


「どうって……あのカスども、生きてるの？　図ずう々ずうしくも」


「うっ……まあ、連中が入院している病院まで行って確かめてきたんだけど、一応は生きてるよ。生きてると言うよりは、死んでないと言った方が正確かも知れないけどね。なにしろ利きき腕と利き足、それと顎あごの骨が粉こな々ごなに砕くだけて再起不能なんだから。医者によるとおそらく一生障害が残るだろうという話だよ。この目で見た感想を言えば……人間としてはもうスクラップだね。あれは」


「アハハハッ、いい気味ね！」


　声を上げて笑う涼子を見て、那智は嫌けん悪お感かんをはっきりと顔に表した。


「ちょっと待ってくれないか。僕の話の中で、笑えるようなところなんてあったかい？」


「正義が勝って悪が滅ほろんだんだから、愉ゆ快かいな気分になって当然じゃない？」


「確かに黒木たちは悪いことをしたが、だからって他人の不幸を笑わなくてもいいだろう？　同情しろとまでは言わないけど、少し不ふ謹きん慎しんじゃないのかな。無神経に過ぎると思うよ……君はそれでも女の子なのかい!?」


　喧けん騒そうに包まれた公園の中で、その一角だけが無音になったような沈ちん黙もくが流れた。


　静馬と大作は無意識に視線を合わせていた。まるで時限爆弾のタイマーがゼロになった瞬しゆん間かんのような、取り返しのつかない一線を越えてしまった感覚を共有していたからである。


（涼子が──キレる!?）


　二人の頭によぎったのは、まさにその予感だった。


「じゃあ聞くけど……人生って、そんなに何度もやり直しがきくものかしら？」


　二人の予想に反して、涼子は逆ぎやく上じようすることなく、それどころか驚おどろくほど冷静だった。


「万まん引びきぐらいなら大目に見ることもできたでしょうけど、あの連中がやろうとしたことはとても許されるものじゃないわ。これはあたしの想像だけど、あれが初しよ犯はんだったとは思えない。あの連中にオモチャにされて自殺した子だって、一人や二人はいるんじゃないかしら？　取り返しのつかない罪つみを犯おかせば、それ相そう応おうの罰ばつを受けるのは当然のことじゃないの？　それが許されると考えているのなら、生きるってことをナメてかかってるとしか思えないわね！　甘ったれるにもほどがあるわ!!　人の道を踏み外はずしたら地獄へ落ちるってのは当たり前のことで、理り不ふ尽じんなことなんて何ひとつないのよ！　簡単にやり直しのきかない人生だから、一生懸けん命めい考えて、自分を守って、本気で生きなきゃいけないのよ。そうでしょう!?」


　那智は絶句した。完全に圧倒されていたのである。


　涼子は何も極きよく端たんなことを言ったわけではない。普通すぎるくらい普通のことを、誰にでも理解できる易やさしい言葉で簡かん単たん明めい瞭りように言っただけのことである。しかし、だからこそ、これほど強きよう烈れつな言葉も他になかった。


　正論という名の切れ味抜ばつ群ぐんの真剣で、真まっ向こう両りよう断だん、脳のう天てん唐から竹たけ割わりに斬きって捨てられたようなものだった。右にも左にも躱かわすすべはなく、ただ斬られるしかなかった。


「……で、そういうことも踏まえて言うけど──あなた、いったい何様のつもり？」


「え？」


　鼻先にビシッと人差し指を突き付けられて、那智はようやく茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態から脱した。


「誤ご解かいを解ときたいって言うのなら、あたしたちを呼びつけたりしないで自分が来るのが当然じゃないの？　実際、ここに来るまでに見てきた限りじゃ、真ま面じ目めに格闘をやってるバイパーズなんて少なそうだけど……あなたの理想とやらを理解している人間がいったい何人いるのかしら？」


「いや……今日は金曜日だし、どっちかと言うと土曜日がメインで……」


「じゃあ今日呼んだ意味って、あるわけ？　そんなことじゃ解ける誤解も解けないじゃない。ちょっと考えが浅くない？」


「そ、それは……」


「バイパーズの間じゃ名が通ってるそうだけど、あなた、他のチームのやったことにまで責任が持てるわけ？　それとも、連中の無残な姿に哀あわれを誘われたのかしら？　だとしたら、根本的に同情する相手を間違えてるんじゃなくて？」


　涼子は何な故ぜかちょっとだけ高たか飛び車しやお姉様口く調ちようになりながら、那智をネチネチと言葉責ぜめにする。よく聞けばただの言いがかりに近いものもあったが、快かい刀とう乱らん麻まを断つがごとく断だん罪ざいされた後なので反論の余地がない。那智にしてみれば、手足を縛しばり上げられて釘くぎバットで折せつ檻かんされているようなものだった。


「ぼ、僕が間違っていたのか……そうなのか!?」


　精神的に追い詰められた那智は、その場に膝ひざから崩くずれ落ちた。静馬が肩を叩たたいて慰なぐさめる。


「まあそう落ち込むな。お前が悪いんやない……闘う相手を間違えただけや。通り魔にでも刺されたと思って諦あきらめるんやな」


「それじゃあ死んでますよ！」


　大作が横からツッコミを入れる。


「那智さん、元気を出して下さいよ。涼子さんは戦隊もので言えばピンクじゃなくてレッドの人なんです。ヒューマニズムの精神からとはいえ、正義の使者の前で悪を弁べん護ごするような発言をしたのが失敗だったんですよ」


「失敗……そうか、僕は失敗したんだな……」


　那智はそう呟つぶやいてさらにうなだれる。二人の言葉はまるで効果がなかった。


「でも……氷ひ室むろさんの話を聞くと、あの人たちも少し可哀かわい想そうに思えてくるわね」


　ひとみの出した助け船に、顔を上げた那智の目に少しだけ潤うるおいが戻ってきた。


「甘あますぎるわよ、ひとみ。拉ら致ち監かん禁きんに婦ふ女じよ暴ぼう行こう、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんに殺さつ人じん未み遂すいまでやった連中のいったいどこが可哀想なの？　世の中にはあんなクズよりもずっと可哀想な人たちが何十億といるのよ！」


「そ……それもそうね」


　助け船──撃沈。


「だいたい、連中をスクラップにしたのはあたしじゃないんだから、文もん句くを言われる筋すじ合あいは何もないのよ」


「そ、そうだ……僕はそれを聞きたかったんだよ。あんなことができる人間が本当にいるのか？　すでに降こう参さんしている人間の顎あごや手足を情なさけ容よう赦しやなく砕くだくことができるような……」


　涼子と静馬、大作、そしてひとみの四人は、少し気まずそうに視線を交かわした。当の本人から口止めされているわけではなかったが、事件が公おおやけになるといろいろと不ふ都つ合ごうがありそうだった。


「キャッホ～、ナギー！」


　沈ちん黙もくを破ったのは能天気な黄色い声だった。ダッシュで突進してきた少女が、ジャンプして静馬の首に抱きついた。


　ショートにした髪は見事な金髪で、ハーフっぽい派は手でな顔つきは十四、五歳くらいに見える。ピチピチの短いＴシャツの上に鋲びよう付つきジャケットを羽は織おり、革のショートパンツからすんなり伸びた長い足を惜おし気げもなくさらしている。


「おい、沙さ羅ら！　いきなりひっついてくんな」


「えっへっへ～……いーじゃん、ナギー。減るもんじゃなし～」


　金髪の少女──沙羅は甘えた声を出して静馬にじゃれついた。涼子は呆あきれたように半笑いの顔になって言う。


「静馬……あんた、ここじゃ『ナギー』とか呼ばれてるわけ？　恥はずかしいわね」


「アホ、ちゃうわ！　こいつが勝手に言うとるだけや」


　二人のやりとりを聞いた沙羅は、ようやく涼子の存在に気付いて顔を向けた。緑がかった大きな瞳ひとみと生意気そうな眉まゆが、逆三角形の顔の輪りん郭かくとあいまって仔こ猫ねこを連想させる。


「サラさんって言ったかしら。あなた……中学生よね？」


「だったらどうなんです？　お姉様の方こそ高校生のくせに、こんな所へ出入りしてていーんですかァ!?」


　沙羅はこれ見よがしに静馬の腕に身体をすり寄せながら、あからさまに反抗的な口振りで答えた。


　ピキピキピキィ！


　二人の間の空気がいきなりプラズマ化したようだった。大作をはじめとする周まわりの人間は、迫せまりくる悲劇の予感に青ざめた。


「ほら見なさいよ！　純真な中学生が悪の道に染まろうとしてるじゃない。この子に何かあった場合、あなたは責任持てるの!?」


「な……何な故ぜ、僕を責めるんだ？」


　いきなり矛ほこ先さきを向けられた那智が、もっともな意見を言った。


「だってあなた、リーダーなんでしょ？」


「いくらリーダーでも、そんなことまで責任は持てないよ!!　いい加か減げんにしてくれ！」


　那智はふっ切れた調子で言うと、打ちひしがれているのに飽あき飽きしたとでもいうように勢いよく立ち上がった。


「責せき任にん転てん嫁かもはなはだしいよ！　まったく……よく考えてみたら、僕が落ち込む理由なんかどこにもないじゃないか！」


「なんや、今頃になって気付いたんか？」


　静馬の冷静なツッコミに、那智は殺気みなぎる顔つきで食ってかかった。


「さっきから聞いていれば好き勝手に言ってくれるがな……草[image: ]！　お前が負けたという情報は僕の耳にも届いてるんだぞ!?　証人もいることだし、本当のところを聞いてみようじゃないか」


「アホ、そんなこと聞かんでええ！　だいたいあれはやな……」


　押し問もん答どうを続けていた二人は、不意に聞こえてきたある音を耳にして、怪け訝げんそうな顔になった。それはパンクでもメタルでもなく、ディズニーランドで流れているような、やたらと明るく楽しげなマーチであった。しかも子供の合がつ唱しよう団だんによるボーカルがついている。


「な……なんや、この曲は？　どこのチームや!?」


「こんな曲をテーマにしているチームはいないはずだが……」


　耳を澄すまして聞いていたひとみが、涼子の袖そでを引いた。


「ねえ涼子ちゃん……この歌、聞き覚えがない？」


「そう言えばそうね。何だったかしら……？」


「分かりましたよ、涼子さん！」


　大作がポンと手を打って、歌の聞こえてくる方角を指差しながら言った。


「この歌は……〈ア〇パンマンのマーチ〉です！」










　第十三話　我闘う、故に我在り［後篇］







〈五月二十四日──追記〉





　悪あくと闘たたかうヒーローの条件として代表的なものと言えば二つある。


　[image: ]あくまでも正義の味方である


　[image: ]とにかく最強である


　さらに醍だい醐ご味みとしてもう一つ付け加えるとするなら、これをおいて他にないだろう。すなわち──


　[image: ]とりあえず正体は隠かくす





　　　　一





　ＣＤラジカセで『ア〇パンマンのマーチ』流していたのは、身長二メートルを優に越こえる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。


　装甲のように分ぶ厚あつい胸板を黒いＴシャツに包み、巨木のような下半身にはアーミーパンツを穿はいて、足元はブーツで固めている。


　しかしその口元から上は子供に大人気の某ぼうアニメのヒーローを摸もした市販のプラスチック製のお面で隠かくされており、素顔を窺うかがうことはできなかった。


　謎なぞの仮面男は、パンクロッカー風の派手なファッションに身を包んだ四人の少年に囲まれていた。一八〇前後の大柄な少年ばかりだが、仮面男に比べるとかなり小さく見える。彼らは相当に立りつ腹ぷくしているようだった。


「てめえ……このふざけた歌を止めろ！」


「そうはいかないよ。どうしてもと言うのなら、実力で止めてみたらどうだい？」


　小さな子供に語りかけるような口調だが、台詞せりふの内容はかなり挑ちよう発はつ的てきだった。


「君たち〈ブラオ・カッツェ〉の悪あく行ぎようは耳にしているよ。今日もここへ来る途中で恐喝カツアゲを働いてたそうじゃないか。このボクが来たからには、悪いことはもう許さないぞ！」


　仮面男はそう言って右腕をブンブンと振り回しはじめた。いかにも幼よう稚ちな挑発に、〈ブラオ・カッツェ〉のメンバーは怒いかりを沸ふつ騰とうさせた。


「ザケんじゃねえぞ、このバカが！」


　右手にいた青髪トサカ頭の少年が仮面男に突っかかった。


「ア〇パァ──ンチッ!!」


　ボゴォン！


　間ま抜ぬけな掛け声とともに、予想もしない間合いから伸びてきた超高速の右ストレートがトサカ頭の顔面を直撃した。遠えん心しん力りよくによって威い力りよくが増しているのか、トサカ頭の少年は人間大砲で撃ち出されたようにギャラリーの頭上を越えて彼方かなたまで吹っ飛んでいった。


　驚きよう愕がくの視線を浴びながら、仮面男は再ふたたび腕を回しはじめる。


「さ～て、次は誰だれが飛ぶのかなーっ？」





　　　　☆





　聞いていると尻しりのあたりがかゆくなりそうなマーチの発生源を突き止めるべく、人込みを搔かき分け急行していた静馬の目の前に、派手な色をした謎の物体が落ちてきた。


「プゲッ！」


　潰つぶされたヒキガエルのような悲鳴を上げて地面に伸びたのは、静馬も見覚えのあるパンク野郎だった。顔面は引き攣つった笑顔のまま固まっており、前歯が欠けて四角い窓が開いている。


「ム、ムゴイ……」


「いったいこの先に何が!?」


　人ひと垣がきの向こうから悲鳴が上がった。ギャラリーの最前列に出た涼子は、チーム〈ブラオ・カッツェ〉の生き残り三人に囲まれている仮面の大男の姿を発見した。悲鳴が上がったのは、三人がナイフやスタンガンなどの武器を持ち出したからだった。


　ナイフを見ても仮面男はまるで動じた様よう子すもなく言う。


「ダメダメ、子供が刃は物ものなんか振り回しちゃいけないよ」


「っせえんだよ！」


　鼻ピアス男がナイフで突きかかると、仮面男は左手を出して、二本の指で切っ先をヒョイとつまんだ。


「へ？」


　ナイフはまるで空間に接せつ着ちやくされたように動かなくなった。鼻ピアス男がナイフの柄えを両手で摑つかんで必死に取り返そうとするのを見ながら、仮面男は右腕をブンブンと振り回す。


「ア～〇パァ──ンチッ!!」


　パグシャア！


　鼻ピアス男はトサカ頭と同じく顔面に超威力の右ストレートを食らい、物もの凄すごいスピードで地面をゴロゴロと転がっていった。


　残る二人が仮面男の前後から同時に襲おそいかかる。


「ア～〇パンチ＆キィ──ック!!」


　ズドゴォン！


　手にした武器を使う前に仮面男の攻撃が届き、二人は華か麗れいに宙を舞った。一人は桜の木の一番高い枝えだに引っ掛かり、もう一人は高い弾だん道どうを描えがいて噴ふん水すいの中に頭から突っ込み、水みず飛沫しぶきを上げる。


「な……何なんだ、あのデタラメな強さは!?」


　那智が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。静馬は大作の襟えり首くびを摑んで耳元にささやいた。


「おい大作……あれはどう見ても南雲やろ？」


「体格といい格かつ好こうといい、確かによく似にてますけど……」


「あれは絶対、南雲やて！　あんな奴やつがこの世に二人もおるか!?」


「でもよく見て下さいよ。あのア〇パンマン男の着ているＴシャツはグレーじゃなくて黒です。そしてアーミーパンツは森林戦用じゃなくて、市街戦用の都市迷彩シテイ・カモになってます」


「そんなもん、２Ｐ用のカラーと違うんか!?」


「いやいや、それを言うなら首だけすげ替えた隠かくれキャラという可能性だってありますよ。まだ南雲先生だとは断言できません。涼子さんはどう思います？」


「そうねえ……凄すごく似てるけど、見ただけじゃ判断できないわね」


　そうしているうちに、他のバイパーズがア〇パンマンの主題歌を止めるために勝負を挑いどんでいった。


〈ブラオ・カッツェ〉ほどムゴイやられ方はしないものの、しかしほぼ全員が必殺パンチ一発でバタバタと倒されていく。やがて三つ目のチームが全滅すると、仮面男のケタ外はずれの戦闘能力に恐れをなして、もはや挑戦しようというバイパーズはいなくなった。仮面男はＣＤラジカセを肩にかつぎ、高らかにマーチを流しながら、他のバイパーズの陣地に向かって移動を始める。


「そうだ、待てよ……奴がア〇パンマンということは……」


　那智は重要なことに気付いたように、静馬の肩に手を置いた。


「行ってくれ、バ〇キンマン!!」


「誰がバ〇キンやねん!?」


「このままでは、あの男一人に全チームが壊かい滅めつさせられかねん！　あれを止められる男はお前しかいない!!」


「そうだよナギー。あんな化け物、やっつけちゃってよ！」


　沙さ羅らが無む邪じや気きにねだるが、静馬は仮面男を凝ぎよう視ししたまま動かない。静馬が躊ちゆう躇ちよする理由は、大門高校の生徒であれば誰でも知っていた。


「そうだわ。先生の携けい帯たいに電話してみたら？」


「なるほど、さすがは涼子さん！」


　大作は今週買ったばかりの携帯電話を取り出して、慶一郎の番号を押した。待つこと十数秒──


「ダメです。どうやら電源を切ってるみたいですね」


「ちょっと貸かして！」


　涼子は大作から携帯を奪うばい取ると、生徒手帳にメモしておいた番号を押した。数回のコールの後、渋しぶ味みのある男の声が電話に出た。


『──鬼塚だが』


「こんばんは、お師し匠しようさま。御み剣つるぎです」


『ほう、お前か。何の用だ？』


「あのう……南雲先生はご在宅ですか？」


『慶一郎か。奴ならさっき高校から戻ってきたところだが』


「ええっ!?　そちらにいるんですか？」


『何を驚おどろいておる。慶一郎なら晩ばん飯めしの支し度たくをしているところだ。代わるか？』


「い……いえ、結けつ構こうです。はい、また明日伺うかがいますから……それでは失礼します」


　涼子は電話を切って大作に返すと、静馬の側そばに寄って耳打ちした。


「南雲先生は家にいるそうよ。つまり、あのア〇パンマン男はよく似た別人ってわけね」


「ホンマか!?」


「たぶん……」


「そやったら問題あれへん！」


　闘志をあらわにして出ていこうとする静馬を、涼子は慌あわてて引き留める。


「ちょっと待って！　お師匠さまが口くち裏うらを合わせてるとは考えにくいけど……正しよう直じき言って、あたしも半はん信しん半はん疑ぎなの。あれが絶対に南雲先生じゃないとは言い切れないわ。もし南雲先生だったら……」


「オレが負けるとでも言いたいんか？」


「だって……あんた、今週はずっと落ち込んでたじゃない。そんな状態で闘たたかえるわけ？」


「そんな状態ってどんな状態や？　涼子、お前……まさかオレが南雲に負けて、ただで不ふ貞て腐くされてたとでも思とったんか？」


「え？」


　腑ふに落ちない顔の涼子に、静馬はニヤリと不ふ敵てきな笑みを見せた。今週になって初めて見る、いかにも静馬らしい笑みだった。


「オレはな、ずーっと南雲に勝つ方法を考えとったんや。ちょっとしたヒントも摑つかんだしな……まあ心配すんな。あの化け物が本物の南雲やったとしても、絶対にこのオレが勝つ!!」


　自信たっぷりに宣せん言げんすると、静馬はギャラリーの間から飛び出して、謎なぞのア〇パンマン男の前に躍おどり出た。


「ちょっと待たんかい、このデカブツが！　ここから先へはこの草[image: ]静馬が行かせへん!!」


　直後、ギャラリーが割れんばかりの歓かん声せいと拍はく手しゆで沸わき立った。


「やっと出てきやがったか！」


「待ってたぜ大将！」


「よーし行けェ、草[image: ]ィ!!」


　バイパーズたちが拳こぶしを突き上げながら静馬の名を呼んだ。あっという間に『草[image: ]』コールが公園中に巻き起こる。それは爆発的な熱狂だった。


「な、なに？　何なのこれ？　どういうことよ!?」


　突然の出来事に戸と惑まどいながらも、涼子は否いや応おうなく全身が鳥とり肌はだ立つのを感じた。


「な～に言ってんのよ、お姉様？　当ったり前じゃない、ヒーローの登場なんだから！」


　涼子の隣となりにやってきた沙羅が得とく意い気げにそう言って『ナギー』コールを始める。


「ヒーローって……？　あのバカが!?」


　百人以上の声援を受ける静馬を見て、涼子は初めて、バイパーズの世界の中での静馬の立場をはっきりと理解した。





　　　　二





　仮面男は熱狂的な声援に驚いたように周囲を見渡してから、目の前の静馬に顔を向けて言った。


「君は草[image: ]君って言うのかい？　大した人気者のようだけど……実力の方はどうかな？」


「知りたかったら身体で確かめるんやな──さあ、勝負や!!」


　静馬が闘いの構えを見せると、仮面男は開いた左手を前方に突き出し、右腕をグルグルと高速回転させはじめた。


　実際に相あい対たいして初めて、静馬は一見バカバカしいだけの〈必殺グルグルパンチ〉が、非常に間合いとタイミングの取りづらい攻撃だということに気付いた。有効射程内に踏み込んだ瞬しゆん間かん、十分に加速された拳が打ち込まれてくるのである。避さけにくいことこの上ない。


（こんなアホなパンチ、死んでも食らうわけにはいかへんな……）


　静馬は摺すり足を使ってじりじりと間合いを詰めていった。


「ア～〇……」


　顔面に風圧を感じた瞬間、静馬は反射的に身体をひねりながら左に身を躱かわした。


「パァ──ンチッ！」


　ゴォオッ!!


　烈れつ風ぷうのような超高速の拳が静馬の耳元を掠かすめ、髪を数本引きちぎっていった。


（避けた！）


　そう頭で考えるより先に身体が動いた。静馬は仮面男の懐ふところに踏み込み、鞭むちのようにしなるミドルキックから拳の突きの連打を叩たたき込む。しかしクリーンヒットしたのは最初のミドルだけで、その後の攻撃はすべてブロックされていた。子供用の小さいお面のせいで視界は相当に悪いはずだが、ア〇パンマン男は静馬の攻撃がすべて予測できるかのように的確に受け止める。


「ダメダメ、ムキになってもボクの防ぼう御ぎよは崩くずせないよ！」


　掌てのひらでからめ取るような受けで蹴りの打点を外はずされ、静馬は一瞬バランスを崩した。そのほんの紙かみ一ひと重えの隙すきを突いて、仮面男は丸太のような膝ひざ蹴げりを打ち込んでくる。静馬は辛かろうじて両腕でブロックしたものの、下から突き上げてくる重い一撃に身体が浮いた。


「ア～〇チョ──ップ！」


　閃せん光こうのような逆水平空手チョップを胸に受けて、静馬の身体は大きく揺らいだ。


「なにっ!?」


　仮面男の巨体が視界から消えていた。ギャラリーが悲鳴を上げた直後、子供の胴ほどもある太い腕が背後から静馬の腹に回される。凄すごい力で引っこ抜くように持ち上げられ、そのまま静馬は後ろ向きに投げ捨てられた。


　投げっ放しのバックドロップ！


　しかし投げられる瞬間、静馬はとっさに両足を振り上げて遠えん心しん力りよくをつけ、空中にいる間に半回転してタイル敷きの地面に四つんばいに着地した。


「静馬、上──ッ！」


　涼子の叫さけび声を耳にした静馬は、身体を投げ出すようにして横に転がった。その直後、仮面男の全体重を乗せた跳ちよう躍やくからの踏み付け攻撃が、一瞬前まで静馬の胸があった場所に突き刺さる。


「ヒュウ！　危ねえ危ねえ……」


　静馬はすぐさま立ち上がると、爪つま先さき立だちの軽快なフットワークを使っていったん距離を置いた。


「やるなあ、あんた。南雲の他にもこんな奴やつがいてるとは……世界は広いわ」


「井いの中なかの蛙かわずだったと気付いたってことかな？」


「かもな……でも、勝負はこのオレがもらう！」


　静馬は唇くちびるを尖とがらせて、鋭するどい息い吹ぶきの声を上げた。深く長いストロークの独特の呼吸を繰くり返して、体内に闘とう志しを宿やどした熱気──〈炎ほのおの虎とら〉を練ねり上げていく。


　これまで〈神威カムイの拳けん〉を放はなつ直前だけやっていた呼吸法を、この五日間、静馬は暇ひまさえあれば続けていた。〈神気〉の蓄ちく積せきと圧あつ縮しゆくを訓練し、慶一郎に指し摘てきされた弱点を克こく服ふくすることが目的であった。


　いざやってみるとその効果は絶大なものがあり、〈神気〉の容よう量りように関しては簡単に三倍近くまで増やすことができた。〈紅あかい牙きば〉だけなら三連射が可能になっている。問題は、たったの五日では〈神気〉の圧縮法についてはほとんど手付かずだということだった。


（どうする？　〈紅い牙〉と〈炎の虎〉の連続攻撃〈十字烈れつ火か〉で攻せめるか？　いや、相手が南雲やったら通用せえへん……ここは一発、ぶっつけでアレをやってみるしかないか……!?）


　仮面男が滑すべるような動きで間合いを詰めてくる。静馬もそれに応じて踏み込み、ほとんど同時に打ち合った。


　拳の応おう酬しゆうではほぼ互ご角かく、蹴りのスピードでは静馬が上である。しかし一撃の重さとなると仮面男の方に圧倒的に分ぶがあった。静馬は相手の攻撃をまともにブロックするような真ま似ねは避け、見切って躱かわすか受け流すしかない。


　息もつかせぬ接近戦を続けるうち、静馬は奇き妙みようなことに気付いた。仮面男は大おお技わざを仕掛けてくる素そ振ぶりを見せながら、躊ちゆう躇ちよしたように途中で止めるということが何度か続いたのである。


（何ぞやる気なんか!?　それとも……）


　深く考えている余よ裕ゆうはなかった。重いボディブローを二発、立て続けにブロックさせられたかと思うと、仮面男は円えん月げつ殺さつ法ぽうのごとく半円を描えがいて右足を高々と振り上げ、二階から落ちてくるような豪ごう快かいな踵かかと落おとしを仕掛けてきた。


　回かい避ひ不可能のタイミングだった。まともに受けて耐えきれるような半はん端ぱな威い力りよくの攻撃ではない。受ければ間違いなく体勢を崩くずして、大きな隙すきができてしまう。


（やるしかあらへん！）


　闘たたかいのカンが、瞬時に覚かく悟ごを決めさせた。静馬は両腕を頭上で交差させると、肩から体当りするようにみずから突っ込んでいく。


　踵落としを受けた瞬間、静馬は体内に蓄積した〈炎の虎〉を一気に爆発させた。地面を蹴って跳ちよう躍やくしながら、両腕を広げて燃え上がる真紅の〈神気〉を解放して仮面男に叩きつける。


　轟ゴオォ[image: ]


　静馬の身体は、炎の翼つばさを広げて飛ひ翔しようする鳳ほう凰おうのように舞まい上がった。


〈焰ほむら舞まい〉──〈神気〉の圧縮が不完全ゆえ、それはまだ未完成の必殺技であった。仮面男の巨体を弾はじき飛ばした感かん触しよくはあったものの、直撃にはほど遠い手て応ごたえだった。


（クソッ、当たりが浅かったか!?）


　静馬は着地すると同時に反撃を警けい戒かいして構えを取る。しかし仮面男は思わぬダメージを受けたのか、地面に片かた膝ひざをつき、両腕で顔面を覆おおっていた。


「どないしたんや？　倒れるにはまだ早いで！」


　ふと視線を下げた静馬は、地面に半分焦こげて溶けかかったア〇パンマンのお面が落ちていることに気付いた。


「……か、顔が壊こわれて力が出ないよ～ッ！」


　原作に忠ちゆう実じつな決まり文もん句くに、静馬を含ふくめその場にいた全員が思わず腰こし砕くだけになった。その隙を狙ねらっていたのか、仮面男はいきなり数メートルも垂すい直ちよくに跳躍して、新しん緑りよく生おい茂る桜の枝の上に姿を消した。


　ザンッ。


　枝が揺れて、黒い影が宙を舞う。仮面男は枝から枝へ飛び移ってギャラリーの頭上を越えていくと、公園の外へ着地して、そのまま一いち目もく散さんに走り去っていった。


「ああ～っ、逃げやがったぞ!!」


「奴は妖よう怪かいか!?」


「いかん！　きっと奴は新しい顔を手に入れて復活するつもりだぞ。追え、追え～ッ！」


　バイパーズたちは口々に叫ぶと、仮面男を追って公園を飛び出していった。


　数十人ものバイパーズに追われた仮面男は池いけ袋ぶくろの繁はん華か街がいへ逃げ込むが、二メートル強の巨体は人込みの中でもすぐに見つかってしまう。追おつ手ての目から逃のがれるために雑ざつ居きよビルの脇わきにある暗い路ろ地じに入り込んだが、Ｌ字に折おれた先の出口にバイパーズの姿を見つけて立たち往おう生じようした。


　仮面男は顔を上げて路地の左右の壁かべを見上げた。右は七階建ての雑居ビル、左は都市銀行で、外がい壁へきには小さなトイレの窓以外は何もない。道の幅は約三・五メートル。


「……よし」


　仮面男は都と銀ぎんの壁際まで下がり、雑居ビルの壁に向かって走った──


　十秒ほどおくれて路地の前後からやってきたバイパーズたちは、Ｌ字に折れた地点で出くわして、互たがいに驚おどろいた顔を見合わせた。静馬は反対側から来た大作に尋たずねる。


「おい大作、あいつはどこ行ったんや!?　ここへ逃げ込んだんとちゃうんか？」


「ええ、ここに入るのを確かに見ましたよ。でも……」


「どっかへ消えたっちゅうんか!?　どうやって？」


　大作はマグライトを使って辺あたりを照てらしたが、周囲にはビルの裏口や非常階段などはなく、隠かくれられそうな場所は見当たらない。


「この近くにいないとすると……まさか？」


　ライトを上に向けた大作は、雑居ビルの壁の四メートルほどの高さに、ある物を見つけて「あっ」と声を上げた。


　それは三〇センチ近くある大きな靴くつ跡あとだった。反対側の都銀の壁を照らすと、それよりさらに二メートルほど上の位置に靴跡が見つかった。最初の靴跡は右足、二番目は左足のものである。ライトを雑居ビルに戻してみると、三階の辺りに第三の靴跡があった。


「静馬さん……これはあくまで僕の想像なんですが」


「おう、言うてみい」


「あの仮面男は、三さん角かく飛とびを繰くり返してビルの上へ上へと登っていったんじゃないでしょうか──？」


　静馬とバイパーズたちは揃そろって上を見上げながら、二メートルの大男が左右の壁を蹴って登っていく姿を想像した。


「……やっぱり妖よう怪かいかも」





　　　　☆





「もう～、どこ行っちゃたのよ～ッ!?」


　謎なぞの仮面男を追っているうちに静馬たちとはぐれ、見けん当とう違ちがいの場所に来てしまった沙羅は、イライラした顔で東急ハンズ前を一人で歩いていた。


「──姫ひめ川かわさん！」


　背後から急に声を掛けられ、ギョッとして振ふり向むく。そこにいたのは中学のクラス担たん任にんで、若いくせにやたらと強気で教育熱心な女性教きよう諭ゆだった。


「あっちゃ～……ヤバ～ッ！」


　沙羅はすぐに逃にげ出そうとしたが、後ろを見ながら走ろうとしたため通行人にぶつかった。相手はジージャンを着た、色黒でラテン系遊び人風の若い男だった。


「おいおい、慌あわててどこへ行くんだい？　お嬢じようちゃん」


　その男は馴なれ馴なれしい口く調ちようでそう言うと、沙羅の手を摑つかんで引き止めた。


「は、放はなせよ！　しつっこいババアに追われてんだから!!」


「ババア？　その発音はちょっとマズイぜ……彼女、今年でまだ二十四なんだから。あ～、でも十歳も違ちがえばババアかな？」


「あんたはひと言こと余よ計けいなのよ、遼りよう二じ！」


　女教師とこの男がグルだと気付いた沙羅は、男の爪つま先さきを踏ふんづけようとしたが、勢いきおいよく叩たたき付けた踵かかとはあっさりと空から振ぶりした。腕うでから逃のがれようと必死で暴あばれてみるが、まるで人形でも扱あつかうように簡単に取り押さえられてしまう。


「あ～ッ！　こら、触さわんじゃねえよ、このスケベ野郎!!」


「悪いね沙羅ちゃん。コワ～イお姉さんに頼たのまれちゃって」


　遼二はそう言いつつ沙羅を後ろ手にしっかりと捕つかまえている。気付くと目の前に恐こわい顔をした女教師が立っていた。


　すらりと背が高く、目鼻だちのはっきりした気の強そうな美人である。シャギーの入ったロングの髪を軽く搔かき上げ、生なま意い気きそうな沙羅の顔をクールに見下ろす。


「ずいぶんと捜さがしたのよ。今日という今日は逃がしませんからね。首に縄なわを付けてでも連れ戻してくれって、あなたのおじいさまから頼たのまれてるの」


「ハッ……勝手にすりゃあいいでしょ!?」


　吐はき捨てるように言ってそっぽを向いた沙羅は、目の前にいる人物──草[image: ]巴ともえが『ナギー』の姉だという事実をまだ知らなかった。





　　　　☆





「ったく……あいつら、どこまで追いかけてったのかしら？」


　ひとみと一いつ緒しよにベンチに腰こし掛かけた涼子は、急に寂さびしくなった公園を眺ながめながら苛いら立だち半分に言った。


　ギャラリーも大半が野や次じ馬うま根こん性じようを出して見物に行ってしまったため、公園内はついさっきまで熱ねつ狂きよう的てきに盛もり上がっていたのが噓うそのように取り止めのない空気に包まれている。


「なーんか、まさに潮しお時どきって雰ふん囲い気きね。あたしたちもそろそろ帰った方がいいわ。もう遅おそいし」


「待ってくれ、君たち！」


　涼子がひとみをうながして帰ろうとすると、那智が駆かけ寄ってきて二人を呼び止めた。財さい布ふから名めい刺しのような小さい紙片を出してひとみに手渡す。


「一応、僕の連絡先を教えておくよ。池袋に来る時に呼んでくれれば、もしもの場合に役に立てると思う」


「ボディガードでもしてくれるっていうの？」


「お望みならね。今日はわざわざ足を運んでくれてありがとう。今度会う時までにもう少し修しゆ行ぎようを積つんでおくよ。それじゃ……」


　涼子に文もん句くを言われるのが怖こわいのか、那智は言いたいことだけ言って逃げるように去って行った。


「氷室さんって……なんだか面白い人ね」


「そう？　クソ真ま面じ目めな生徒会長って感じで、頭あたま堅かたそうだけど」


「あ……それは言えてるかも」


　ひとみは何が可お笑かしいのか、それからしばらく一人でクスクスと笑っていた。


　公園を出た二人はサンシャイン通りを池袋に向かって歩いていく。十分ほどして、急にひとみが言った。


「そう言えば古賀君、どうしたかしら？」


「……忘れてた」





　　　　三





　翌日──五月二十五日。


「おはようございます！　南雲先生」


　大門高校の校門を入ったところで、後ろから走ってきた古賀が慶一郎の横に並んだ。顔は生なま傷きずだらけで腕うでには白い包ほう帯たいが見えるが、今朝の古賀は昨日とは打って変わって、どこか晴れ晴れとした表情をしている。


「古賀か。どうしたんだ、その顔は？」


「実は昨日、先生のおっしゃっていたバイパーズの集会に行ってきたんです。何人かと手合わせしてみたんですが、最後に同おない歳どしくらいの骨こつ法ぽう使いと闘たたかいまして……」


「負けたんだな」


「ええ、完かん敗ぱいでした」


　古賀は口くち惜おしそうな様子もなく、そう言って苦笑いした。


「ですが……収しゆう穫かくはありましたよ。自分にはまだまだ修行が足りないということと、自分はやはり空手が好きだということが身に染しみて分かったんです。結局、金田先生の言う通りでしたね」


「よかったな、古賀」


「はい！　ですが先生、どうして自分が負けたのがすぐに分かったんですか？」


「そりゃあお前……実力もないのに勝って調子に乗ってる奴やつが、そんないい面つらはしないもんさ」


　慶一郎の言葉に、古賀は大いに納なつ得とくしたようだった。尊そん敬けいの眼まな差ざしで慶一郎の顔を見上げた古賀は、あることに気付いて尋たずねた。


「その鼻、どうされたんですか？」


「ん？　これか……」


　鼻の先に貼はったバンソーコーを指し摘てきされ、慶一郎は少しバツの悪い顔で答えた。


「小こ生なま意い気きな虫に刺さされたんだよ。ちょっと油ゆ断だんしてた」





　　　　☆





　昨年度の校内アンケートで『いかにも女子生徒に手を出していそうに見えて実は出していない先生』部門でダントツ一位に輝かがやいた小こ関せき教諭と言えば、校内で最もアナーキーな男として知られている。


　彼は東京は下した町まち出身、バリバリの江戸っ子である。


「俺おれは自由だよ」が口くち癖ぐせで、赴ふ任にん当日に頭を金髪に染そめてやってきたり、ＰＴＡの会長を体育館裏に呼び出して根こん性じよう焼やきを入れたり、クラスの男子にソープを紹しよう介かいしたり、夏休みにブラジルへ遊びに行ったままなかなか戻もどってこなかったり、戻ってきたと思えば授業そっちのけでレゲエについて熱く語ったりと、武ぶ勇ゆう伝でんには事こと欠かかない。


　外見は完かん璧ぺきなラテン系ジゴロ風ハンサム顔である。とにかく色黒で、女好きのする甘ったるい顔の周まわりを、伸のびた髭ひげと揉もみ上げがつながって一周している。


『モンキーパンチ体型』と言われるほどひょろりと瘦やせた身体に、いい具合に色落ちしたジーンズとジージャンを身に着け、くわえタバコでニヤケた笑みを頰ほおに貼はり付かせている──というのが小関の基本的なスタイルである。しかし何な故ぜか担たん当とうは古文だったりする。


「あ～あ、かったりィ……土曜の朝っぱらから授業なんかやってらんねえよなあ」


　二年Ａ組の教室。小関は窓枠に寄りかかってブルーな気分に浸ひたっていた。すぐ目の前の席に座すわっている結ゆう城きひとみが、口元に手をそえて小声で言った。


「先生、そろそろ授業を始めていただけませんか？　土曜なんてどうせ午前中だけなんですから……」


　昼前になると驚おどろくほど熱心に授業を始める小関だが、朝は基本的に機き嫌げんが悪い。今日も例外ではなかった。


「土曜の夜って言やあ人生最高の時って意味の比ひ喩ゆに使われるくらいの特別な日なんだぜ？　そんな日に仕事する奴やつの気が知れないね。お前らもたまにはサボったらどうだ？」


「無む茶ちや言わないで下さいよ」


「イヤだイヤだ……そんな飼かい馴ならされた羊みたいな台詞せりふは聞きたくないぜ。もっと自由に生きようぜ、自由によ!!」


　小関はガリガリと頭を搔かいて、大きなあくびをした。


「あ～あ……何かこう、面おも白しろいことでも起きねえかな～？」


　その台詞せりふが合あい図ずだったかのように、廊ろう下かに騒そう々ぞうしい足音が近付いてきて、いきなり教室の戸が開かれた。


「おら、小関遼二ィ！　このオレと勝負せんかい!!」


　荒あら々あらしい怒ど声せいとともに乗り込んできた静馬は、険けわしい顔つきで小関をにらみつけながら右手の人差し指を突き付けた。静馬に続いてマイクやビデオカメラを手にした数人の生徒が教室に入ってくる。それは大作をはじめとするＫファイト実行委員の面々だった。


「おろ、静馬じゃねえか。勝負ってなあ何だよ？」


「やかましわ！　お前がオレの姉やんと付き合っとるということは分かっとるんや。もうネタは上がっとんねん!!」


「……だから？」


「つべこべぬかさんと、オレとＫファイトで勝負や！」


　静馬の剣けん幕まくに驚きもせず、小関は待ってましたという顔でニッと笑った。


「いいぜ。ちょうど退たい屈くつしてたんだ。すぐやろう、今やろう！」


　そういうことになった。





　　　　☆





「──すると、先週あいつが空手部まで巻き込んで南雲先生とＫファイトで闘たたかったのって……ただの誤ご解かいだったわけ？」


「そういうことらしいな」


　涼子と並んで壁際に立っている慶一郎は、Ｋファイトの準備の進む道場の様子を眺めながら言った。


「美み雪ゆきちゃんの中学の担任の先生と喫きつ茶さ店てんで会って話をしたんだが、それがたまたま草[image: ]の姉さんでね……」


「実は静馬さん、その現場を目撃してたんですよね。ちなみに僕も一いつ緒しよにいましたけど」


　実行委員会の撮さつ影えい班はんとしてビデオカメラの準備をしながら、大作が口をはさむ。


「南雲先生とお姉さんの仲を誤解したんでしょうね。それできっと……」


「それとＫファイトがどうしてつながるわけ？　意味が分かんないわよ」


「青少年の心は複雑なんですよ」


「……それはつまり、あたしが静馬より単純だって言いたいのね!?」


「ところで南雲先生、昨日の夕食のメニューは何でした？」


　大作は見事な反射神経でヤブヘビを躱かわした。いきなり別の話題を振ふられた慶一郎は、少し戸と惑まどいながらも答える。


「昨夜はフレンチだったよ。チーズフォンデュだ」


「…………プッ」


　約二秒の空白の後、大作と涼子は同時に吹き出した。


「なんで笑う!?」


「だって、お師し匠しようさまと美雪ちゃんと三人でチーズフォンデュを食べてるところを想像したら……」


『皆様、お待たせいたしましたァァ！』


　道場に響ひびくアナウンスが涼子の台詞をかき消した。特とく設せつ実じつ況きよう解かい説せつ席せきに座すわった丸まる眼鏡めがねの女生徒が、いつものハイテンションでまくしたてる。


『対戦の準備がいよいよ整ととのいました。注目のこの一戦、実況はわたくし、毎度お馴な染じみアナウンス部二年の中なか村むら環たまき、解説は昨年度校内アンケートで「絶対に裏で犯はん罪ざいに手を染そめていそうな先生」部門で堂々の第一位に輝かがやきました、ご存じ藤堂鷹王校長でお送りいたします!!』


『中村君……私に喧けん嘩かを売っているのかね？』


『気にせず参りましょう！　さて、先週のＫファイトでは南雲先生に完敗している草[image: ]君、今回は小関先生との対戦となりますが、果たしてどういった展開になるのでしょうか？　間もなく試合開始です！』


　見物の生徒たちの歓かん声せいの中、試合場の左右から静馬と小関教諭が歩み出た。二人は柔じゆう道どう着ぎを着込んでいるが、黒くろ帯おびの小関に対して静馬は当然白帯である。


「あら、今回の対戦ルールって『何でもありバーリ・トウード』じゃないのね」


「Ｋファイトは挑戦された側に選せん択たく権けんがあるんですよ。で、小関先生は柔道を選んだってわけです」


「小関先生って確か……」


「ええ、柔道部の顧こ問もんですよ。四段の実力で、大学時代には全日本体重別選手権で二度、優勝してるそうですが」


　それを聞いた涼子は、あからさまに不ふ審しんな顔つきになった。


「そんなの相手にして……大だい丈じよう夫ぶなの？」


　主しゆ審しんを務める柔道部の三年生部員が試合開始を告げた。


「──始め！」


　静馬と小関は開始と同時に踏ふみ込み、試合場の中央でいきなり正面から組み合う。


『ついに始まりました！　Ｋファイトとしては初の柔道戦となるわけですが、草[image: ]君はどう闘たたかうのでしょうか!?　さて藤堂校……』


「うおおっ!?」


　藤堂が解説を始める前に静馬の身体は宙を舞まっていた。小関の背中の上できれいに弧こを描えがき、畳たたみに背中から叩たたきつけられる。


「一本！」


　道場が一いつ瞬しゆんにして静まり返った。


　開始からわずか五秒、文句の付けようのない見事な背負い投げであった。涼子の危き惧ぐした通り、まったく大丈夫ではなかったのだ。


「ちょ……ちょっと待てェ！」


　静馬は慌あわてて飛び起きると、小関に猛もう然ぜんと詰つめ寄った。


「ナシ！　今のナシ！　何か、こう……オレが思ってたのと全然違ちがう!!」


「そう？　じゃあやり直そうか」


　静馬の理り不ふ尽じんな訴うつたえに、小関はニヤニヤ笑いながらあっさりとそう答え、主審にあらためて試合の開始を命じた。


「は……始め！」


　キツネにつままれたような雰ふん囲い気きの中で試合が再開された。開始早々、静馬が奥おく襟えりを取ろうとして前に出るところを、狙ねらいすましたように小関の右足が飛ぶ。


　パンッ。


「え!?」


　踏ふみ出した足を畳たたみにつく直前に横から払はらわれ、静馬の視界は九〇度回転した。直後、真横から畳がぶつかってきて、勢い仰あお向むけに倒たおれてしまう。


「い、一本！」


　開始三秒、出会い頭がしらに絶ぜつ妙みようのタイミングで決まった出で足あし払ばらいであった。


「ち、違うんや……こんなん絶対違う！　納なつ得とくいか～ん!!」


「ＯＫ、やり直しな」


　再々度試合開始。


　静馬は小関の右手の袖そでと肩かたを摑つかんで得とく意いの跳とび関節──〈飛ひ燕えん十字固め〉を仕掛けたが、畳に倒れた時には何な故ぜか自分の方が〈腕うでひしぎ逆十字固め〉を極きめられていた。たまらずギブアップした静馬は、関節技わざから解放されたとたん小関に食ってかかる。


「だから違うっちゅうんじゃあ！」


「分かったよ。じゃあルールを変へん更こうしよう。俺が十本取るまでにお前が一本取ったら勝ちってのは、どうだ？」


「それや！」


　静馬は恥はじも外がい聞ぶんも忘れて小関に挑戦した。しかし、その実力の差はそれこそ幼よう稚ち園えん児じから見ても明らかだった。


　四本目──開始十二秒、袖釣つり込こみ腰ごし。


　五本目──二十秒、大おお外そと刈がり。


　六本目──三十四秒、小こ内うち刈がりからの背負い投げ。


　七本目──七秒、内うち股また一発。


「ハア……無ぶ様ざまね」


　涼子は呆あきれ果てて、もはや嫌いや味みを言う気にもなれなかった。


　八本目──四十八秒、小内刈りにいったところを燕つばめ返がえしで技ありを取られ、寝技で少し粘ねばるが裸はだか絞じめでギブアップ。


　九本目──十五秒、再び跳とび関節を狙ねらうと見せかけて腕返しを仕掛けるが、読まれて逆に抑おさえ込まれ、横四方固めで捕つかまった。


「一本！　それまで──」


　三十秒間必死で暴れ続けた静馬は、抑え込みを解とかれてもなかなか起き上がろうとはせず、仰向けのまま荒あらい息を吐はいていた。その様子を涼すずしい顔で見下ろしながら小関が尋たずねる。


「次、十本目だけどさあ……どうする静馬？　一分間、俺に投げられなかったらお前の勝ちってルールは？」


「そ……それでええわ」


　最後の試合が始まった。


　九本取られる間に小関の動きに馴なれてきた静馬は、相手の組み手を徹てつ底てい的てきに嫌きらって、いい所を取らせないように立ち回った。そして同時に、単純な力でなら自分の方が優まさっていることに気付き、なんとか自分に有利な引き手を取ろうと躍やつ起きになる。


「おろ？　ようやく柔道らしくなってきたじゃねえの。その調子、その調子！」


　小関は組み手争いを楽しむようにそう言って、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。


「あと半分（三十秒）ですよ、先生！」


　見物の生徒に混じった柔道部員が声を掛ける。ここまでの展開ですっかりダラケきっていたギャラリーも、思い出したように緊きん張ちよう感かんを取り戻した。


「悪いな静馬……時間だってよ！」


　小関が逃にげ腰ごしになっている静馬の奥おく襟えりを取ろうとして大きく踏ふみ込んできた。


（ここや──！）


　静馬の闘とう争そう本能が、そこにコンマ一秒の勝しよう機きを見出した。伸のびてきた小関の右腕の袖そでを摑つかみ、巻き込むようにして肩に担かついで、小関の全体重を背中に乗せて腰で跳はね上げる──それは起き死し回かい生せいの一本背ぜ負おいであった。


「ねりゃああっ!!」


　静馬は夢中で投げた。小関の身体は静馬の背中の上で勢いよく一回転し、そのまま畳たたみに叩たたきつけられ──なかった。


「え？」


　ストン、という感じで小関は静馬の目の前に降り立ち、一瞬、二人は互いにお見合いする形になる。


「残念。引き手が甘あまい！」


　次の瞬間、静馬は凄すごい力で右腕を引かれ、全身で遠心力を感じた。投げられたと気付いた時には視界の天地が逆転し、背中からモロに畳に激げき突とつしていた。


「一本ッ!!」


　開始から五十九秒、一本背負い一いつ閃せん──小関の完全勝利であった。


「静馬よう、ちゃ～んと受うけ身み覚おぼえねえと……身体壊こわすぜェ？」


「…………」


　静馬は天井を見上げたまま、しばらく身動きひとつしなかった。投げのダメージと寝ね技わざによるスタミナの消しよう耗もうが激はげしく、動きたくても動けなかったのである。ようやく呼吸を調ととのえてノロノロと身体を起こすと、小関の前に行儀よく正座する。


　何を言い出すのかと皆が注目する中、静馬は畳に両手をついて、ペコリと頭を下げた。


「ふ……ふしだらな姉ですけど、今後ともどうぞよろしゅう頼たのんます」


　そのひと言で、辛かろうじて残っていた緊きん張ちようの糸の最後の一本がプッツリと切れ、道場中が激はげしい脱だつ力りよく感に襲われた。




[image: ]


「お前なあ……そう言う時はウソでもふつつかって言うもんだぜ」


　小関が苦笑いしながら言う。結局最後まで一度も解説らしいことを言えずじまいだった藤堂が、マイクを取って立ち上がった。


『──撤てつ収しゆうッ！』


　その言葉を待ちかねていたように、Ｋファイト実行委員会のメンバーはそそくさと機材を片付け始めた。見物の生徒たちも皆一いち様ように貴き重ちような時間を無む駄だに過すごしたという顔で足早に道場を出て行く。涼子は人の流れとは逆に静馬の側そばに歩み寄った。


「バイパーズの間じゃヒーロー扱いのあんたも、地元じゃやっぱりただのバカ番長ね」


　そう言ってタオルを投げてやると、静馬は憮ぶ然ぜんとした顔を隠かくすように頭からかぶった。涼子は拗すねたふくれっ面つらを面おも白しろそうに覗のぞき込みながら、


「でもさ……なんだかんだ言っても、あんたって結局、お姉ちゃん子だったわけね」


「やかましわい！　勝ち誇ほこったように言うな!!」


　図ず星ぼしを突かれた静馬は口から泡あわを飛ばして吠ほえた。


　二人のやり取りをビデオに収めていた大作は、テープが少し余っているのに気付いてカメラを慶一郎に向けた。


「先生、最後に何かコメントを一つ」


　そう聞かれた慶一郎は肩をすくめ、首を横に振ふって答える。


「……ダメだな、こりゃあ。次回に乞こう御ご期き待たいってとこか」





　この一戦はあまりにも盛り上がらなかったため、Ｋファイトの正式記録からも抹まつ消しようされ、その後、二度と話題にされることはなかったという──






　あとがき







　オイ～ッス、元気に生きておったかね、諸しよ君くん！


「楽をするためならいかなる努力も惜おしまない男」──雑さい賀が礼れい史じがまたまたやりましたぜ!!


　第一巻より半年を経へて、ここに〈召喚教師リアルバウトハイスクール〉第二巻をお届けする。一応第二巻となっているものの、内容的には連続性は一切ないので、いきなり本書から読み始めても何の違い和わ感かんもなく安心して読めるようになっています──などというようなことは断じてないので、ちゃんと一巻から読まないとワケ分かりません。くれぐれもご注意のほどを。ただし、それをあえて無視して二巻から買って読んでいただいたとしても、こちらとしては何の文もん句くもありません。


　ところでその「普通の厚さなのに目の錯さつ覚かくで薄うすく見える」と話題の第一巻だが、思いのほか好こう評ひようだったようで正直驚おどろいている。瞬またたく間に書店から消えたため、当初の目標だった再さい版はんもあっさりかかり、〈龍りゆう炎えん使つかい〉の時とはゼンゼン扱あつかいが違ちがうじゃないかと少々複ふく雑ざつな気分になりつつも、こみあげる嬉うれしさに思わずニヤニヤしてしまったのもまた事実なのである。


　しかし、売れたと見るや担当のＳ山氏が調子に乗って「すぐに続きを書いてね」などと言い出すから大変だ。三月一杯は花か粉ふん症しようのせいでロクに書けないところを無理したので、多少の文章の乱れは容よう赦しやしてもらいたい。


　第二巻の内容だが、基本的に第一巻における不満な点や説明不足を解かい消しようする方向でまとめている。肝かん心じんの異い世せ界かいに関かんするエピソードが枚数の関係で少ししか入れられなかったのが残念だが、いきなり最終ボスと闘たたかうわ、新キャラ多数に加えて謎なぞのニューヒーロー（？）は登場するわで、物もの足たりないということはないはずだ。目の前で朗ろう読どくされたら悶もん死ししそうなシーンもあることだし……とりあえず二巻目で主要キャラクターの初期配置が完かん了りようしたといったところなので、次巻からはメインのストーリーも本格的に展てん開かいしていく予定である（あくまで予定）。


　僕はいつでも「小説はいくらでも面白くなってよいのだ」という信念でもって書いている。だから余よ計けいな心配はせずに信じてついてきてもらいたい。





　では前回のクイズの答えだ。


『重金属・カボチャ・八〇年代』という三つのヒントを解説しよう。『重金属』はそのままヘヴィメタルを指している。ヘヴィメタルで『カボチャ』をシンボルにしているバンドといえば、ジャーマン・メロディック・パワー・メタルの帝てい王おうこと〈ハロウィン〉のことだとたちどころに判はん明めいするだろう。最後の『八〇年代』だが、これはバンドがデビューした年ではなく、問題の曲の発表された年を示している。八〇年代というとマイケル・キスクがボーカルをやっていた初期ハロウィンの黄金時代で、三枚のフルアルバムを出している（ミニアルバム及びライブ盤ばんを除のぞく）。ここまで絞しぼれば後は簡単──正解の曲は八八年に発表されて大ヒットしたアルバム『守護神伝─第二章─』の冒頭を飾かざる"EAGLE FLY FREE"でした。


　さて正解者は……ゼ、ゼロ!?　いや～残念！　惜おしくも一〇〇万円ゲットならずということで……（一部ウソ）。


　ちょっと問題がマニアックすぎたようなので、今回はかなり簡単にいってみよう。


〈Ｑ：静馬のキャラクター造ぞう形けいの際に、作者が意い識しきしていた某ぼう格かく闘とうゲームの主人公とは誰のことか？〉


　ノーヒントで十分だと思うが、正解者ゼロが続くと縁えん起ぎが悪いので一応出しておく。




　[image: ]学生服を着たままで闘たたかう


　[image: ]炎ほのおの必殺技わざを使う


　[image: ]白いハチマキをしている


　[image: ]高校を留りゆう年ねんしている


　[image: ]名前は漢字三文字




　これだけサービスしておけば、正解率はほぼ一〇〇％に達するものと確信している。


　応おう募ぼは原則として封ふう書しよで、作品に対する感想や作者への注文を便びん箋せんに思う存ぞん分ぶん書き綴つづり、すみっこの方に解答を書いて送ってくれるといい感じだ──というより、本の感想を募集することが本来の目的なので、正解が分からなくても構わずドンドン送ってほしい。ちなみに現在のところ、手元に届とどいたお便りにはすべて返事を書いております（アンケート葉書以外）。





　前回書き忘れていた補足──


　この小説はフィクションであり、登場する団体名、個人名、学校名などはすべて架か空くうのものです。作品の舞ぶ台たいとなっている板いた橋ばし区くの大だい門もんという地区は実在していますが、本編では周辺の赤あか塚つか・三み園その・高たか島しま平だいらの一部を含ふくんだかなり広い範囲を大門地区と呼こ称しようしております。


　またタイトルの〈リアルバウト〉は「真剣勝負」といった程てい度どの意味で、決して「リアルな格闘」ではないので勘かん違ちがいしないように。そもそも冒頭から主人公が怪獣と闘ってるようなバカな小説なので、あまり現実の格闘技にこだわり過ぎないようにしているのだが、今回登場する骨こつ法ぽう使いの格闘シーンについては、麻あそ生う俊しゆん平ぺい氏に譲ゆずっていただいたレア物の資料（風かぜ忍しのぶ著「ケンカ必殺拳・骨法」）を参考にしました。





　次の〈召喚教師〉は、ドラゴンマガジン本誌に不定期ゲリラ掲けい載さいどころか半年ほどの長い連載になりそうなので（ケツにＳＰとかＥＸとかが付くバージョン）、文庫書きおろしとは別にそちらの方も楽しみにしておいてもらいたい。


　てなわけで、この次もますます調子に乗っていくぜい。


　では、また。







　　　平成九年六月十一日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール２





雑さい賀が礼れい史じ
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